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●特 集 如 月 の 料 理 /浮津宏子

●「ゼン・マクロビオティック」(ジ桜沢如―



一家に一冊 。

ブレゼントにもどうぞ。

▲豪華カラー愛蔵版、付録に天然

酵母バン、コーフーの作り方っ

桜沢里真著

マクロビオテイック

料理 の決定版
●リマクッキング
●7725円

(7500円 +消費悦225円 |〒 450円

●マクロビオティック料理
02575円

(25001¬ +消育税75円 )〒 380円

日本 C:協 会 振替/東京0-194125

塩は、海の精。

イヽさなひとつの生命も、大きな
′
11liυ )常み。

Jヽさなひとつの人間も、大きな地球の r供。

私たち地球 11命は、iしから1:まれた。

'毎

は、いのちの故郷、

そして、塩は、海の精、海のエキス。

復活した伝統の自然海塩
「海の精」。

遠い 11=か し,Il、 たちの‖[先 は、iし水を最新i

した「1然 の塩を食べてきました。とこるが1971

年 突然、すべての1艦 |‖ が
'だ

止され、塩 は

「 場
で
′
|:にさイtるようになりました そんななか

t日 本 人が数 千年にわたつて食べ続けてき

た昔なが r,の 塩が i互活 され ました ,「 i毎 の構」

と名づけr,れ たその塩 は 'りせfヽの日本では

'I: 
と,:´,て よt r′ :力tの「l然 海ナ11で す.1注 |

イルt′ 人

`り

にオ|ち 奇せる精 麗 な黒 静‖を太陽

の熱 と
'■

で濃縮 し絆i品 にした「海の粘」は、そ

の 名のとお り 1:命σ)力1で ある海のエキス。

そ11は、あなたの食′li活 を
｀
tヽのちあるも0)″ に

してくれます.ぜひ、おためしくだユ 、

(注 )神 事用 観光用 H験用として認められたものの中に 自然

日 本 食 用 塩 研 究 会

〒155東 京都世田谷区北沢 2389
TEL03-3460-3961



■正食医学フォーラム 講師/大森英桜
2/13(土 )6～ 8時 受講料/3,000円 (正会員/2,580円 )
■マツクさんの無双原理教室 講師/佐々井譲
2/21(日 )l～ 3時 受講料/3,000円 (正会員/2.500円 )
■特別講演会「いたみと死からの解放」講師/高瀬公洋(三愛病院長)
2/28(日)1～ 4時 受講料/3,D00円 (正会員/2,500円 )
表紙写真 :浮津宏子 (PhOto by二部亮)
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友
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■本誌および日本 cl協会のすべての刊行物、桜沢如―、桜沢里真の著作物の内容の全部または一部の、あらゆる形式による
複製は、当協会の文書による承認を必要とします。(ただし、論文中での正常な範囲の引用は、出典、発行所を明記されれば、
かまいません。転載のお申込みは歓迎いたします)

皆様の強いご要望におこたえして、只今、協会取扱書類 (59ペー
ジ図書目録参照)の電話によるご注文をお受けしています
ご希望の方は、氏名・住所・郵便番号・Tel及びご注文の書籍名、
冊数をお申しつけ下さい。後日、ご注文の本と一緒に送料を加えた
請求書を送付させていただきます。

電話による書籍のご注文は

な 03-3469-7631 日本CI協会



巻
頭
言

新
し
き
世
界
の
友

ヘ

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
理
事

ポ
ー
ル
村
越

（福
島
県
）

人
間
が
よ
り
多
く
の
快
楽
さ
と
便
利
さ
を
求
め
続
け
る
限
り
、
大
気
、

川
、
海
、
地
下
水
を
は
じ
め
地
球
全
体
の
環
境
汚
染
は
拡
大
し
、
そ
こ
に

生
き
と
し
生
き
る
動
植
物
の
汚
染
死
滅
は
続
き
ま
す
。

人
間
が
毎
日
新
た
に
作
り
出
す
化
学
物
質
は
、
約

一
〇
〇
〇
種
類
と
い

わ
れ
ま
す
。
日
本
人
が

一
日
に
食
べ
る
添
加
物
は
約
八
〇
種
類
（十

一
ｇ
）
。

生
れ
て
か
ら
五
十
歳
ま
で
に
約
二
〇
〇
セ

（ド
ラ
ム
缶

一
本
）
の
毒
物
を

食

べ
る
計
算
に
な
り
ま
す
が
…
…
生
き
て
い
る
の
が
不
思
議
で
あ
る
と
は

思
い
ま
せ
ん
か
？
　
結
果
と
し
て
の
、
十
八
万
数
千
種
と
言
わ
れ
る
病
気

の
激
増
と
病
魔
の
嵐
に
は
、
政
治
も
、
医
者
も
薬
も
宗
教
も
哲
学
も
全
て

の
学
問
は
、
為
す
術
を
知
ら
な
い
の
が
現
実
で
す
。

こ
の
有
史
以
来
最
悪
の

一
億
半
病
人
時
代
の
中
で
健
康
で
楽
し
く
生
き

る
方
法
は
…
…
。
た
だ

一
つ

「宇
宙
の
秩
序
」
を
理
解
し
て
、
そ
れ
を
生

き
る
こ
と
で
す
。
宇
宙
の
法
則
に

「
ス
ナ
オ
」
に
な
る
こ
と
で
す
。
金
や

地
位
や
名
誉
で
は
健
康
を
得
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

食
べ
物
の
選
び
方
、
調
理
の
仕
方
、
食
べ
方
を
正
し
く
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
の
み
、
あ
ら
ゆ
る
病
気
を
自
分
の
力
で
治
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

真
の
生
活
法
を
教
え
て
く
れ
た
、
今
は
な
き
、
我
が
師

。
桜
沢
如

一
先

生
に
感
謝
の
心
を
捧
げ
な
が
ら
、
先
生
御
夫
妻
と

一
緒
に
送

っ
た
カ
ル
カ

ッ
タ
で
の
日
々
、
印
度
縦
断
の
旅
、
ポ
ン
デ
チ
ェ
リ
ー
の
想
い
出
、
駅
の

ホ
ー
ム
で
の
別
れ
等
々
、
三
十
八
年
前
の
今
音
を
想
い
う
か
べ
な
が
ら
、

新
し
き
世
界
の
友
よ
、
健
康
で
幸
せ
で
あ
れ
と
祈
り
つ
つ
。

協会インフォメーシ ョン

小 ・
宮 伊
山 東
美 征

‐２
月
１３
日
、
桜
沢
里
真
校
長
、
浮
津
宏
子

・
大
森

一
慧
両
副
校
長
ご
出

席
の
も
と
、
７５
名
の
各
ク
ラ
ス
修
了
生
が
参
加
し
て
第
６４
回
試
作
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
７５
名
も
の
修
了
生
は
過
去
最
高
で
、
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
が
各
界
各
層
に
浸
透
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

医
学
的
に
も
、
健
康
と
食
と
の
関
連
の
研
究
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
基
礎
で
あ
る
料
理
法
の
需
要
は
ま
す
ま
す
高
ま
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。
修
了
生
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
今
後
も
家
庭
で
地
域
で
、

よ
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

各
ク
ラ
ス
の
修
了
者
は
次
の
と
お
り
。

【初
級
】
満
生
美
恵
子

。
大
枝
雅
子

・
野
口
泰
子

・
野
口
結
加

子

・
柏
木
公
子

・
友
部
レ
イ
子

ｏ
鈴
木
員
理
子

・
芦
谷
良
子

・

奈

・
南
之
子

・
諸
澄
純
子

・
森
山
ヨ
ネ

子

・
関
圭
子

・
佐
居
裕
江

・
上
田
純

・

小
林
京
子

。
景
山
朝
子

・
山
崎
公
子

。

千
崎
陽
子

ｏ
高
橋
令
子

・
加
藤
準

一
・

大
場
裕
美

・
井
岡
恵
美

・
加
藤
ミ
ヨ
子

・
齋
藤
則
子

・
元
永
晶
子

・
赤
川
弘
子

・
小
森
伸
子

・
菊
地
弘
子

ｏ
本
く
に
子

。
伊
藤
治

・
橋
本
幸
子

。
三
輪
政
人

・

大
川
美
紀
子

・
菊
地
和
浩

・
森
晴
子

・

森
和
三

・
桜
井
ち
え
子

・
秋
葉
清
哉

・

森
英
幸
　
以
上
四
十

一
名

【中
級
】
菊
地
和
浩

・
小
森
伸
子

・
赤

川
弘
子

ｏ
高
畑
真
由
美

・
大
工
原



協会インフォメーション
絹
子

・
古
谷
田
燿
孔

ｏ
藤
森
美
保

・
大
場
裕
美

・
大
西
倶
子

・
井
上

雅
文

・
高
木
千
恵
子

・
大
塚
カ
ツ

子

・
清
水
信
子

・
平
井
洋
子

ｏ
山

本
康
和
代

・
矢
吹
敦
子

・
竹
田
留

美

・
堀
尾
た
づ
子

・
工
藤
京
子

・

鈴
木
文
江

・
大
谷
純
子

・
中
込
理

恵

・
秋
葉
清
哉

。
森
英
幸

・
以
上

二
十
四
名

【上
級
】
大
谷
純
子

・
阪
本
美
苗

・
井
上
雅
文

・
市
橋
馨
子

・
大
西

倶
子

ｏ
鈴
木
え
み
子

・
片
山
紀
子

・
加
藤
三
季

・
財
田
則
子

・
田
村

雅
直

・
角
田
明
子

・
今
井
朝
子

・

矢
吹
敦
子
　
以
上
十
三
名

【師
範
】
坂
本
大
策

・
角
田
明
子

・
庄
司
徳
子

・
河
内
早
苗

。
内
山

ミ
エ
・
村
山
弘
子

・
永
田
恵
美
子

以
上
七
名

（順
不
同
）

桜
沢
先
生
が
ま
い
た
種
が
芽
を
出
し
、
故

・
呉
大
成
氏
の
ご
子
息
が
跡

を
継
い
で
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の
普
及
に
努
め
て
い
る
と
い
う
噂
は
、

時
折
耳
に
し
て
い
ま
し
た
。

‐２
月
Ｈ
日
、
成
田
空
港
か
ら

「今
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
戻

っ
て
来
た
が
、
預

り
物
と
伝
言
を
頼
ま
れ
た
」
と
い
う
電
話
が
当
協
会
に
入
り
、
旅
行
業
を

営
ん
で
い
る
大
串
征
雄
さ
ん
が
、　
ハ
ス
の
実
と
桜
沢
如

一
先
生
直
伝
の
葛
粉
、

そ
し
て
ベ
ト
ナ
ム
語
に
翻
訳
さ
れ
た
桜
沢
先
生
の
著
書
三
冊
を
た
ず
さ
え
て
来

館
さ
れ
ま
し
た
。

今
だ
に
電
話
も
電
気
も
ガ
ス
も
完
備
さ
れ
て
い
な
い
ベ
ト
ナ
ム
で
、
現
地
の

医
者
か
ら
日
本
料
理
を
食
べ
に
行
こ
う
と
誘
わ
れ
て
出
か
け
た
先
が
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
っ
た
と
の
こ
と
。
戦
後
の
ド
ヤ
街
風
の
建
物
の
一

角
に
あ
る
と
い
う
そ
の
店
で
は
、
食
養
料
理
と
商
品
が
お
か
れ
て
い
て
、
日
本

の
古
い
書
物
も
並
べ
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
春
に
も
う

一
度
現
地
を
訪

れ
る
と
い
う
大
串
さ
ん
に
、

そ
の
時
に
は
写
真
を
撮

っ
て

き
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願

い
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ど
な

た
か
ベ
ト
ナ
ム
語
の
読
め
る

方
、
大
串
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
本
が
ど
う

い
う
も
の
か

知
り
た
い
の
で
、
ど
う
ぞ
ご

一
報
お
願

い
致
し
ま
す
。

１
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
印
刷
経
費
の
コ
ス
ト
高
、
送
料
の
増
加

等
も
あ
り
、
４
月
号
よ
り
左
記
の
よ
う
に
価
格
改
訂
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
‐

・
雑
誌
価
格
　
一
冊
　
５‐５
円

（送
料
・消
費
税
込
）
↓

５５０
円

（　
　
〃
　
　
）

・
誌
友
会
費
　
年
間
　
５
，
‐５０
円

（年
間
Ｈ
冊
・
〃

）
↓

剛
円

（１２
冊

・
〃
　
）



き

さ

ら

ぎ

如
月
の
料
理

浮
津
宏
子
〈
リ

マ

・
ク

ッ
キ
ン
グ

ア
カ
デ
ミ
ー
副
校
長
〉

「寒
い
、
寒
い
」
と
衣
を
着
重
ね
る
頃
、
如
月
と

い
っ
て
も
も
う
季
語
と
し
て
も
春

・
暦
の
上
で
も

立
春
を
迎
え
ま
す
。

「初
花
月
、
雪
解
月
」
と
い
わ
れ
ま
す
よ
う
に
、

二
月
は
も
う
春
な
の
で
す
ね
。

日
差
し
も
少
し
ず

つ
伸
び
て
、
土
の
中
に
は
小

さ
な
小
さ
な
植
物
た
ち
が
頭
を
も
た
げ
か
け
て
い

る
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
上
の
暖
か
さ
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
心

の
暖
ま
る
料
理
、
も
ち
ろ
ん
身
体
も
、
ま
だ
ま
だ

暖
か
さ
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
か
ら
、
穀
物
を
主

と
し
て
摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

根
菜
類
を
常
備
薬
と
し
て
お
摂
り
な
る
こ
と
も

お
忘
れ
な
く
。
陰
の
季
節
か
ら
陽
の
季
節
へ
と
移

り
変
っ
て
ゆ
く
と
き
、
身
体
を
引
き
締
め
な
が
ら

も
除
々
に
ゆ
る
め
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

ね
。

丁
度
、
青
草
が
芽
を
出
し
て
ゆ
く
と
き
の
よ
う

に
、少
し
ず
つ
緑
野
菜
を
入
れ
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

●
材
　
料

（五
人
分
）

玄
米
ご
飯
４
カ
ツ
プ
　
玉
ね
ぎ
‐００
グ
ラ
ム

コ
‐
フ
３００
グ
ラ
ム
　
地
粉
約
２
カ
ツ
プ

出
し
汁
協
カ
ツ
プ
　
醤
油
大
さ
じ
２

パ
セ
リ
２
枝
　
塩
小
さ
じ
％
　
揚
げ
油

①
　
玉
葱
は
み
じ
ん
切
り
に
し
、
少
々
の
油
で
炒

め
、
シ
ン
ナ
リ
し
て
甘
い
香
り
が
出
て
き
た

ら
塩
小
さ
じ
％
を
加
え
る
。

②
　
コ
ー
フ
も
み
じ
ん
切
り
に
し
、
出
し
汁
ツ
カ

ッ
プ
、
醤
油
大
さ
じ
２
で
煮
付
け
、
生
姜
の

み
じ
ん
切
り
を
加
え
る
。

玄
米
ご
飯
を
ほ
ぐ
し
、
①
と
②
を
加
え
て
地

粉
も
ふ
り
入
れ
、
塩
小
さ
じ
％
も
加
え
て
ネ

バ
リ
を
出
さ
ぬ
よ
う
サ
ッ
ク
リ
と
ま
ぜ
、
３

セ
ン
チ
大
の
ボ
ー
ル
に
丸
め
る
。

パ
セ
リ
を
み
じ
ん
切
り
に
し
、
衣
用
に
地
粉

を
水
溶
き
し
て
加
え
、
③
の
ボ
ー
ル
に
つ
け

揚
げ
油
で
カ
ラ
リ
と
揚
げ
る
。

③④



●
材
　
料

（五
人
分
）

大
根
１０
セ
ン
チ
　
長
ね
ぎ
発
本
　
塩
少
々

厚
揚
げ
１
枚
　
出
し
昆
布
８
セ
ン
チ

一
吉
野
葛
大
き
じ
３
　
醤
油
大
さ
じ
４

②

大
根
は
２
セ
ン
チ
ほ
ど
の
輪
切
り
に
し
、
片

面
に
十
文
字
に
切
り
目
を
入
れ
、
出
し
昆
布

を
敷
い
た
鍋
に
並
べ
、
ヒ
タ
ヒ
タ
に
水
を
加

え
て
煮
る
。

厚
揚
げ
を
熱
湯
に
通
し
１０
コ
に
切
り
分
け
、

①
に
加
え
、
醤
油
を
入
れ
て
煮
る
。

味
が
泌
み
た
頃
に
、
吉
野
葛
に
同
量
の
水
を

加
え
て
溶
き
、
ま
わ
し
入
れ
る
。

静
か
に
か
き
ま
ぜ
、
汁
が
透
明
に
な
っ
た
ら

器
に
盛
り
、
長
葱
の
小
口
切
り
を
天
盛
り
に

す
る
。

③④
●
材
　
料

（五
人
分
）

ひ
じ
き
２５
グ
ラ
ム
　
蓮
根
‐００
グ
ラ
ム

胡
麻
油
大
き
じ
１
　
醤
油
大
き
じ
３

①

ひ
じ
き
は
サ
ッ
と
水
洗
い
を
し
て
す
ぐ
ザ
ル

に
あ
げ
、
し
ば
ら
く
置
い
た
の
ち
５
セ
ン
チ

ほ
ど
に
切
る
。

蓮
根
は
泥
を
落
と
す
程
度
に
洗
い
、
５
ミ
リ

ほ
ど
の
い
ち
ょ
う
切
り
に
す
る
。
節
の
部
分

も
小
口
切
り
に
す
る
。

② ①

③
・　
鍋
に
油
を
温
め
、
ひ
じ
き
を
入
れ
て
良
く
炒

め
、
水
を
ヒ
タ
ヒ
タ
に
加
え
て
煮
る
。

④
　
ｌＯ
分
ほ
ど
中
火
で
煮
た
の
ち
蓮
根
を
加
え
、

煮
汁
が
％
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
醤
油
を
鍋
肌

か
ら
ま
わ
し
入
れ
、
あ
ま
り
か
き
ま
ぜ
ず
に
、

鍋
蓋
を
あ
け
た
ま
ま
、
汁
気
が
な
く
な
る
ま

で
ゆ
っ
く
り
と
煮
付
け
る
。

〈
注
〉
ひ
じ
き
蓮
根
は
、
基
本
食
と
し
て
、
ま
た

常
備
薬
と
し
て
も
大
切
な

一
品
で
す
。
ひ

じ
き
は
ふ
っ
く
ら
、
蓮
根
は
シ
ャ
キ
ッ
と

し
た
歯
ざ
わ
り
を
残
し
て
、
ネ
バ
リ
を
出

さ
な
い
よ
う
、
上
手
に
お
作
り
下
さ
い
。



①②
●
材
　
料

（五
人
分
）

コ
‐
フ
３００
グ
ラ
ム
　
人
参
‐５０
グ
ラ
ム

生
姜
少
々
　
昆
布
１０
セ
ン
チ
　
柚
子
％
コ

麦
味
嘔
４０
グ
ラ
ム
　
揚
げ
油

コ
ー
フ
は

一
口
大
に
手
で
ち
ぎ

っ
て
空
揚
げ

に
し
、
昆
布
を
敷
い
た
鍋
に
入
れ
、
水
を
か

ぶ
る
ほ
ど
加
え
て
煮
る
。

人
参
は
小
さ
め
の
乱
切
り
に
し
て
加
え
、
生

③

姜
の
み
じ
ん
切
り
も
加
え
る
。

麦
味
噌
を
水
溶
き
し
、
柚
子
の
し
ぼ
り
汁
も

入
れ
て
、
①
に
加

えゝ
る
。

柚
子
の
皮
の
黄
色
い
部
分
を
薄
く
む
い
て
み

じ
ん
に
切
り
、
器
に
盛

っ
た
上
に
の
せ
る
。

④
●
材
料
（直
径
８
セ
ン
チ
タ
ル
ト
型
１０
コ
分
）

地
粉
３００
グ
ラ
ム
　
菜
種
油
大
さ
じ
３

リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
‐６０
ＣＣ
　
リ
ン
ゴ
小
５
コ

さ
つ
ま
芋
４００
グ
ラ
ム
　
塩
小
さ
じ
１

①
　
地
粉
を
ふ
る
っ
て
ボ
ウ
ル
に
入
れ
、
菜
種
油

と
塩
を
小
さ
じ
％
を
加
え
、
手
で
良
く
も
み

ま
ぜ
る
。

②
・　
サ
ラ
サ
ラ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
リ
ン
ゴ
ジ

ュ
ー
ス
を
加
え
、
軽
る
く
ま
と
め
る
よ
う
に

こ
ね
、
ぬ
れ
布
巾
を
か
け
て
１５
分
ね
か
す
。

③
　
リ
ン
ゴ
は
紅
玉
系
の
も
の
を
え
ら
び
、
四
ッ

割
り
に
し
、
一心
を
と
り
、
濃
い
塩
水
に
く
ぐ
ら

せ
て
薄
く
切
り
、
鍋
に
並
べ
て
水
大
さ
じ
２

を
加
え
、形
を
く
ず
さ
ぬ
よ
う
に
蒸
し
煮
す
る
。

④
　
さ
つ
ま
芋
は
ふ
か
し
て
皮
を
と
り
、
う
ら
ご

し
し
、
塩
小
さ
じ
％
を
ま
ぜ
る
。

⑤

①
を
７
ミ
リ
く
ら
い
に
薄
く
平
均
に
の
ば

⑥⑦③

し
、
型
を
温
め
て
油
を
ぬ
っ
た
上
に
の
せ
、

型
に
合
わ
せ
て
周
囲
を
調
え
、
底
に
空
気
穴

を
あ
け
る
。

さ

つ
ま
芋
の
う
ら
ご
し
を
⑤

に
半
量
を
の

せ
、
オ
ー
ブ
ン
に
入
れ
て
約
２００
度
Ｃ
で
約
２０

分
焼
く
。

⑥
が
焼
け
た
ら
残
り
半
量
の
さ
つ
ま
芋
を
の

せ
、
③
の
リ
ン
ゴ
を
そ
の
上
に
飾
る
。

残
り
の
生
地
は
好
み
の
型
で
抜
き
、　
一
緒
に

オ
ー
ブ
ン
の
天
板
に
の
せ
て
焼
く
と
ク
ッ
キ

ー
に
な
り
ま
す
。
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●
血
尿
に
は
塩
気
を
入
れ
て
は
い
け
な
い

―
―
八
十
三
歳
。
お
小
水
は
少
な
い
。
夜
、
お
小

水
に
行
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
こ
の
年
齢
で
す

と
勝
脱
は
萎
縮
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
血
圧
は
高

い
。
上
が

一
五
六
、
下
が
七
五
。
そ
れ
か
ら
眠
り

過
ぎ
、
日
覚
め
や
す
い
、
食
欲
が
な
く
間
食
は
し

な
い
。
寒
が
り
、
便
秘
。
そ
し
て
四
九
歳
で
血
尿
。

盲
腸
が
五
〇
歳
代
。
前
立
腺
肥
大
が
七
四
歳
。
腸

ヘ
ル
ニ
ア
七
七
歳
。
脳
内
出
血
七
九
歳
。
脳
内
出

血
後
、
ボ
ケ
の
症
状
が
年
毎
に
進
む
。
ボ
ケ
は
ど

の
く
ら
い
の
症
状
で
す
か
。
食
べ
て
か
ら
、
す
ぐ

に
ま
た
食
べ
た
が
る
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

Ｑ
／
そ
れ
程
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
と
き
に

よ

っ
て
割
合
し
っ
か
り
し
て
い
た
り
、
言
葉
が
ち

ゃ
ん
と
出
て
来
な
か
っ
た
り
し
ま
す
。

―
―
こ
の
老
人
性
の
ボ
ケ
に
は
、
食
べ
て
十
分
も

す
れ
ば
忘
れ
て
し
ま
う
人
が
多
い
の
で
す
。
夜
中

で
も
、
お
な
か
か
が
空
い
た
と
騒
い
だ
り
し
ま
す
。

血
尿
の
た
め
に
止
血
剤
を
使

っ
て
い
る
。
こ
の

老
人
性
の
ボ
ケ
、
脳
溢
血
、
血
尿

〈８３
歳

ｏ
男
性
〉

人
は
玄
米
を
食
べ
て
い
て
、
こ
の
よ
う
に
な

っ
て

い
る
の
で
す
か
。

Ｑ
／
は
い
。
な
か
な
か
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
便
通

は
良
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
。
ボ
ケ
も
脳
内
出

血
の
後
、
段
々
ひ
ど
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。

―
―
こ
れ
だ
け
の
お
年
寄
り
を
治
す
食
べ
物
は
、

玄
米
を
軟
ら
か
く
し
て
、
い
つ
も
小
豆
を
加
え
ま

す
。
小
豆
入
り
の
玄
米
ご
飯
。
小
豆
入
り
の
お
か

ゅ
、
オ
メ
デ
ト
ウ
。
一
番
良
い
の
は
「
ほ
う
と
う
」
、

手
打
ち
う
ど
ん
で
す
。
玄
米
の
お
も
ち
も
良
い
。

白
米
の
お
も
ち
で
は

一
度
に
病
気
が
悪
化
し
ま

す
。
お
も
ち
は
必
ず
大
根
入
り
の
お
雑
煮
で
、
大

根
を
輪
切
り
に
し
て
お
つ
ゆ
に
入
れ
ま
す
。
付
焼

き
の
お
も
ち
な
ら
、
必
ず
大
根
お
ろ
し
を
た
っ
ぷ

り
付
け
な
い
と
、
お
も
ち
の
酸
化
で
や
ら
れ
ま
す
。

い
ま
だ
に
血
圧
が
高
く
、
脳
軟
化
で
は
な
く
脳

温
血
で
す
ね
。
こ
れ
だ
け
血
圧
が
高
い
と
脳
温
血

で
す
。
脳
梗
塞
は
血
圧
が
低
い
の
で
す
。

こ
の
お
年
寄
り
に
は
、
煮
込
み
う
ど
ん
も
い
い

で
す
。
お
そ
ば
も
子
供
用
の
細
い
糸
そ
ば
な
ら
良

い
。
み
そ
汁
は
、
昆
布
と
椎
茸
の
出
し
。
具
は
ワ

カ
メ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ネ
ギ
、
油
揚
げ
。
そ
れ
に
と

ろ
ろ
昆
布
。
こ
の
と
ろ
ろ
昆
布
は
澄
ま
し
汁
の
ほ

う
が
お
い
し
い
。

こ
の
よ
う
な
人
に
は
お
そ
ら
く

「
ほ
う
と
う
」

だ
け
を
し
ば
ら
く
食
べ
さ
せ
て
、
他
の
も
の
を
食

べ
さ
せ
な
い
と
い
う
方
法
が
適
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
「
ほ
う
と
う
」
の
具
は
タ
マ
ネ
ギ
、
ネ
ギ
、

油
揚
げ
。
血
圧
の
高
い
人
に
は
椎
茸
を
入
れ
ま
す
。

お
い
し
い
の
で
、
お
か
ず
は
要
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
／
血
尿
が
出
て
、
出
血
が
ひ
ど
い
の
で
す
が
。

―
―
血
尿
に
塩
気
を
入
れ
る
と
、
ま
す
ま
す
出
血

し
ま
す
。
血
尿
の
治
し
方
は
、
毎
日
大
量
の
薄
い

玄
米
ス
ー
プ
を
飲
ま
せ
る
か
、
小
豆
コ
ー
ヒ
ー
の

ヤ
ン
ノ
ー
を
大
量
に
飲
ま
せ
ま
す
。

Ｑ
／
玄
米
ス
ー
プ
を
飲
ま
せ
よ
う
と
し
て
も
、
お

い
し
く
な
い
と
言
っ
て
飲
ま
な
い
の
で
す
。
玄
米

ス
ー
プ
に
は
塩
気
を
入
れ
ま
せ
ん
ね
。

―
―
塩
気
を
入
れ
ま
せ
ん
。
膀
眺
と
か
尿
道
か
ら

の
出
血
に
、
塩
気
を
入
れ
た
ら
大
変
で
す
。
他
の



出
血
は
塩
気
で
止
め
ま
す
が
、
こ
の
尿
道
の
炎
症

で
の
出
血
に
は
、
塩
が
塩
酸
に
な

っ
て
さ
ら
に
痛

み
ま
す
。
だ
か
ら
玄
米
ス
ー
プ
に
も
ヤ
ン
ノ
ー
に

も
、
ほ
と
ん
ど
塩
気
を
入
れ
ま
せ
ん
。

●
酒
と
魚
が
原
因

Ｑ
／
小
豆
カ
ボ
チ
ャ
は
食

べ
て
く
れ
る
の
で
す

が
、
飲
み
物
は
い
つ
ま
で
も
残

っ
て
い
て
、
飲
ん

で
く
れ
な
い
の
で
す
。

―
―
小
豆
カ
ボ
チ
ャ
で
良
い
で
す
よ
。
小
豆
の
成

分
が
入
れ
ば
良
い
の
で
す
。
こ
の
人
は
前
立
腺
が

腫
れ
て
い
て
、
お
そ
ら
く
酒
と
魚
が
原
因
で
し
ょ

う
。
日
本
人
の
男
性
に
多
い
の
で
す
。
陽
性
な
前

立
腺
が
腫
れ
て
血
圧
も
高
い
の
で
す
か
ら
、
余
り

強
い
塩
気
は
い
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
野
菜
の
お
か
ず
の
塩
味
を
薄
く
し
て

下
さ
い
。
普
通
の
さ
ん
ぴ
ら
、
ヒ
ジ
キ
蓮
根
、
ヒ

ジ
キ
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
ネ
ギ
味
噌
の
中
で
、
ど
れ
か

食
べ
ら
れ
る
も
の
を
付
け
て
や
り
ま
す
。
野
菜
の

テ
ン
プ
ラ
も
、
大
根
お
ろ
し
を
た
っ
ぶ
り
付
け
て

食
べ
る
の
な
ら
結
構
で
す
。
そ
れ
か
ら
蓮
根
を
い

ろ
い
ろ
変
形
し
た
料
理
の
、
蓮
根
ボ
ー
ル
、
蓮
根

コ
ロ
ッ
ケ
、
蓮
根

ハ
ン
パ
ー
グ
。

膀
眺
を
や
ら
れ
た
の
は
魚
の
毒
が
原
因
で
す
か

ら
、
ふ
ろ
ふ
き
な
ど
の
大
根
料
理
。
そ
し
て
油
揚

げ
と
野
菜
炒
め
。
血
圧
が
高
い
の
で
、
こ
の
野
菜

も
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
西
洋
野
菜
を
使

っ
て
い
い
。

ナ
ス
科
の
野
菜
も
結
構
で
す
。
食
べ
て
い
け
な
い

野
菜
は
あ
り
ま
せ
ん
。

足
は
冷
た
く
あ
り
ま
せ
ん
か
。

Ｑ
／
足
は
そ
う
で
も
な
い
の
で
す
が
、
全
体
に
寒

が
り
で
厚
着
を
し
た
が
り
ま
す
。
夏
に
ス
イ
カ
を

食
べ
ま
し
た
が
、
甘
い
も
の
を
ほ
し
が
る
の
で
、

甘
酒
を
使

っ
て
い
ま
す
。

―
―
甘
酒
ぐ
ら
い
、
し
か
た
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

血
尿
が
出
て
い
て
も
大
丈
夫
で
す
。
こ
の
血
尿
を

止
め
る
の
に
、
少
し
醤
油
を
入
れ
た
椎
茸
ス
ー
プ

を

一
回
だ
け
飲
ま
せ
て
み
て
下
さ
い
。
そ
し
て
第

一
大
根
湯
を

一
回
。
二
日
間
く
ら
い
で
す
。

尿
道
の
粘
膜
が
炎
症
を
起
こ
し
て
出
血
し
て
い

る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
腫
れ
を
引
か
せ
れ
ば
い
い

の
で
す
。
塩
だ
と
塩
酸
に
な

っ
て
、
た
だ
れ
て
痛

が
り
ま
す
。
だ
か
ら
急
性
膀
脱
炎
な
ど
の
出
血
の

と
き
に
は
第

一
大
根
湯
を
飲
ま
せ
て
、
野
菜
ス
ー

プ
と
か
ヤ
ン
ソ
ー
、
薄
い
玄
米
ス
ー
プ
を
大
量
に

飲
ま
せ
て
治
し
ま
す
。

腎
臓
ガ
ン
の
出
血
に
は
少
し
塩
気
を
入
れ
て
止

め
る
と
、痛
が

っ
て
う
づ
く
ま

っ
て
し
ま
っ
た
り
、

お
小
水
の
と
き
に
、
便
所
の
中
で
悲
鳴
を
上
げ
て

い
た
り
し
ま
す
。
そ
の
人
は
、
五
年
間
少
し
ず

つ

出
血
し
な
が
ら
治
し
ま
し
た
。
そ
う
い
う
治
療
を

し
た
人
も
い
ま
す
。

●
宿
便
が
抜
け
れ
ば
ボ
ケ
は
治
る

八
年
間
寝
た
き
り
の
八
十
歳
の
お
ば
あ
さ
ん
を

治
し
た
と
き
は
そ
ば
ク
リ
ー
ム
を

一
週
間
。
ド
ロ

ド
ロ
の
宿
便
が
出
て
、　
一
週
間
目
に
は
手
足
が
動

い
て
、
二
週
間
目
に
は
座

っ
て
話
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
は
そ
ば
ク
リ
ー
ム
で
し
た

が
、
お
じ
い
さ
ん
に
は
ほ
う
と
う
が
お
い
し
か
っ

た
ら
、
そ
れ
を

一
週
間
続
け
て
み
て
下
さ
い
。

豆
腐
料
理
は
、
高
野
豆
腐
に
必
ず
切
り
干
し
大

根
を
抱
き
合
わ
せ
て
煮
る
と
い
い
。
豆
腐
を
入
れ

る
と
、
陰
性
が
強
い
の
で
出
血
し
ま
す
。

鉄
火
み
そ
も
良
い
。
前
立
腺
が
や
ら
れ
て
い
ま

す
か
ら
、　
一
方
で
あ

っ
さ
り
し
た
野
菜
を
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
で
も
血
は
少
な
い
の

で
す
か
ら
難
し
い
の
で
す
。
私
は
八
十
歳
以
上
の

お
年
寄
り
の
場
合
に
は
ほ
と
ん
ど
他
の
も
の
を
食

べ
さ
せ
ず
に
、
ほ
う
と
う
だ
け
で
治
す
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
日
に
二
回
、
ド
ン
ブ
リ

一
杯
食
べ
さ

せ
る
と
、
た
い
が
い
満
足
し
て
い
ま
す
。

そ
ば
ク
リ
ー
ム
の
場
合
は
、
む
し
ろ
血
圧
の
低

い
脳
軟
化
の
ボ
ケ
の
お
ば
あ
さ
ん
を
治
す
の
に
使

い
ま
す
。
あ
な
た
の
お
じ
い
さ
ん
に
は
、
玄
米
ク

リ
ー
ム
を

一
週
間
摂
ら
せ
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。

ボ
ケ
は
宿
便
が
抜
け
た
ら
、
途
端
に
治
り
ま
す
。

も
う

一
度
言
い
ま
す
。
ほ
う
と
う
か
、
玄
米
ク
リ



―
ム
か
、
そ
ば
ク
リ
ー
ム
だ
け
を

一
週
間
続
け
ま

す
。
ほ
う
と
う
に
は
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ネ
ギ
、
油
揚

げ
、
椎
茸
を
入
れ
ま
す
。
お
い
し
い
の
で
、
他
の

お
か
ず
は
要
り
ま
せ
ん
。

椎
茸
は
、
み
そ
汁
の
出
し
に
昆
布
と

一
緒
に
使

い
ま
す
。
出
し
を
取

っ
た
椎
茸
は
、
油
揚
げ
と

一

緒
に
醤
油
味
に
し
て
食
べ
ま
す
。

普
段
の
飲
み
物
は
、
玄
米
ス
ー
プ
と
ヤ
ン
ノ
ー

で
す
。

Ｑ
／
歩
く
の
は
、
少
し
ふ
ら
つ
く
く
ら
い
で
、
ゆ

っ
く
り
と
歩
け
ま
す
。

―
―
ボ
ケ
も
、
日
本
人
は
甘
い
も
の
で
や
ら
れ
て

い
ま
す
か
ら
、
夜
行
性
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
外
人

の
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
に
な
る
と
、
夜
寝
な
い
で
猛

烈
に
歩
き
、
怒
鳴
り
ま
す
。
最
近
の
日
本
人
も
結

構
肉
と
卵
を
食
べ
て
い
る
か
ら
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
型
の
ボ
ケ
が
増
え
て
い
ま
す
。
で
も
、
日
本
人

に
多
い
ボ
ケ
は
、
白
米
と
砂
糖
が
原
因
で
す
。
陰

性
な
中
性
脂
肪
に
な

っ
て
脳
の
血
管
に
溜
ま

っ
て

い
き
ま
す
。

ほ
う
と
う

一
週
間
の
期
間
は
、
そ
れ
で
宿
便
を

抜
き
た
い
の
で
、
小
豆
カ
ボ
チ
ャ
は
要
り
ま
せ
ん
。

普
通
な
ら
、
断
食
で
宿
便
を
抜
く
の
で
す
が
、
高

齢
で
す
か
ら
断
食
は
適
し
ま
せ
ん
。
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マ
ツ
ク
さ
ん
の
無
双
原
理
教
室
　
第

一
期

第
三
回

そ
の

一

無
双
原
理
の
門
に
入
る

日
本
正
食
口Ш研
究
所
長
　
佐
々
井
　
譲

ガ
ン
は
人
類
の
恩
人

私
は
結
核
で
四
年
間
入
院
し
て
い
ま
し
た
。
隣

の
ベ
ッ
ド
、
隣
の
ベ
ッ
ド
と
人
が
死
ん
で
い
く
ん

で
す
。
そ
れ
で
、
病
院
と
い
う
所
で
は
治
ら
な
い

と
う
す
う
す
感
じ
て
い
た
わ
け
で
す
。

一
か
月
に

一
回
か
二
回
院
長
が
回
診
に
来
る
か

ら
、
そ
の
時
に

「先
生
、
い
つ
頃
よ
く
な
る
で
し

ょ
う
か
」
と
聞
く
と

「だ
ん
だ
ん
良
く
な
る
で
し

ょ
う
」
と
言
う
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
右
側
の
人
も

左
側
の
人
も
だ
ん
だ
ん
悪
く
な

っ
て
い
く
。
そ
れ

で
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
わ
け
だ
ろ
う
と
僕
は
十
六
、

七
歳
で
疑
間
を
持
ち
ま
し
た
。

そ
の
病
院
に
は
、
日
曜
に
な
る
と
キ
リ
ス
ト
教

や
仏
教
の
お
坊
さ
ん
や
偉
い
人
が
来
て
、
お
話
を

し
て
く
れ
ま
す
。
そ
こ
で
僕
は
座
禅
を
習
い
ま
し

た
。
ず

っ
と
肩
が
凝

っ
て
い
た
の
が
、
座
禅
を
組

ん
だ
時
に
は
ス
ー
ッ
と
治

っ
て
し
ま
う
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
座
禅
を
解
い
て
十
分
か
二
十
分
位
た
つ

と
、
ま
た
凝

っ
ち
ゃ
う
ん
で
す
。
こ
れ
は
ど
う
も

お
か
し
な
事
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

同
じ
頃
、
親
戚
の
お
ば
さ
ん
が

『法
華
経
』
を

持

っ
て
来
て
く
れ
た
の
で
読
ん
で
み
た
ん
で
す
が

難
し
く
て
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
悩
み
に
悩
ん
で
、

病
院
の
図
書
室
に
あ

っ
た

″生
長
の
家
″
の
本
だ

と
か
、
他
に
も
色
々
な
本
を
読
ん
で
い
ま
し
た
。

で
も
相
変
わ
ら
ず
病
気
は
治
ら
な
く
て
、
ど
う
し

た
ら
い
い
か
と
い
う
疑
間
を
ず
う

っ
と
持

っ
て
い

た
ん
で
す
。

そ
し
て

一
応
病
院
を
出
て
、
そ
の
後
は
気
胸
療

法
と
い
う
治
療
を

一
週
間
に

一
度
病
院
で
受
け
て

い
て
、
あ
る
時
私
の
二
人
位
前
で
待

っ
て
い
た
人

が
読
ん
で
い
た
の
が
、
桜
沢
先
生
の

『
む
す
び
』

と
い
う
新
聞
で
し
た
。
昭
和
十
九
年
で
す
。

そ
の
新
聞
の

一
ペ
ー
ジ
の
見
出
し
に

「結
核
は

肉
や
チ
ー
ズ
や
牛
乳
を
食
べ
る
か
ら
治
ら
な
い
の

で
あ
る
」
と
い
う
驚
く
べ
き
事
が
書
い
て
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
私
を
目
覚
め
さ
せ
て
く
れ

た
ん
で
す
。
現
代
医
学
や
栄
養
学
に
疑
間
を
持

っ

て
い
た
か
ら
、
ボ
カ
ン
と
頭
を
殴
ら
れ
た
よ
う
な

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
わ
け
で
す
。

現
代
社
会
に
生
き
て
い
て
、
ガ
ン
だ
、　
エ
イ
ズ

だ
、
恐
い
恐
い
と
思

っ
て
い
て
も
、
そ
れ
と
反
対

の
玄
米
食
だ
と
か
い
う
意
見
を
聞
い
て
、
納
得
で

き
る
か
と
言
う
と
、
そ
れ
で
納
得
で
き
る
人
は
少

な
い
。
そ
れ
は
今
迄
教
わ
っ
て
き
た
科
学
的
知
識

が
、
い
か
に
根
強
く
私
達
の
脳
に
イ
ン
プ
ッ
ト
さ

れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
桜
沢
先
生
は
、

ガ
ン
が
治
ら
な
い
の
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
気
付

か
せ
る
た
め
の
警
告
な
ん
だ
と
言

っ
て
い
ま
し

た
。
だ
か
ら
我
々
Ｐ
Ｕ
の
立
場
か
ら
見
る
と
、
ガ



ン
は
人
類
の
大
恩
人
で
す
。
何
日
か
前
の
テ
レ
ビ

で
も
誰
か
が

「今
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
る
と

人
類
は
破
滅
す
る
と
い
う
警
告
の
た
め
に
あ
る
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言

っ
て
い
ま
し
た
。
直
感

力
の
あ
る
頭
の
良

い
人
に
は
分
か
る
ん
で
す
よ

ね
。
桜
沢
先
生
は
詩
人
的
な
感
覚
で
ズ
バ
ズ
バ
と

一〓口
，つノ。
で
も
、
そ
れ
が
弟
子
達
に
分
か
れ
ば
い
い
ん
だ

け
れ
ど
も
分
か
ら
な
い
ん
で
す
よ
。
桜
沢
先
生
は
、

「考
え
ろ
、
考
え
ろ
」
と
、
た
く
さ
ん
の
ク
ラ
ッ
ク

ス
を
出
し
ま
し
た
。
宇
宙
の
法
則
と
宇
宙
の
秩
序

が
あ
れ
ば
、
考
え
れ
ば
分
か
る
だ
ろ
う
と
思

っ
て

い
た
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
が
分
か
ら
な
い
。

当
り
前
の
こ
と
が
分
か
ら
な
い
の
は
何
故
か

ド
イ
ツ
ヘ
行

っ
て
桜
沢
先
生
の
本
を
翻
訳
し
た

Ｎ
君
は
、
十
六
歳
で
桜
沢
先
生
の
所

へ
来
て
日
立

の
山
の
断
食
道
場
に
行

っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
四

十
九
日
間
断
食
を
し
て
、
フ
ラ
フ
ラ
歩
い
て
い
る

彼
を
見
て
桜
沢
先
生
は

一
喝
入
れ
た
ん
で
す
。
す

る
と
彼
は
元
気
に
な

っ
て
、
そ
れ
か
ら
書
生
と
し

て
先
生
の
家
に
入
り
ま
し
た
。

桜
沢
先
生
は
そ
の
頃
、
全
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
百

人
に
向
か
っ
て
毎
年
ア
ピ
ー
ル
を
出
し
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
世
界
を
平
和
な
世
界
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
桜
沢
先
生
の
考
え

を
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
か
チ
ャ
ー
チ
ル
と
か
ス
タ

ー
リ
ン
な
ど
に
出
し
て
い
て
、
そ
の
タ
イ
プ
を
Ｎ

君
が
打

っ
て
い
た
ん
で
す
。

彼
は
そ
の
タ
イ
プ
を
打
ち
な
が
ら
、
こ
れ
じ
ゃ

と
て
も
分
か
ら
な
い
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
た
そ
う

で
す
。
だ
か
ら
、
自
分
は
将
来
、
無
双
原
理
を
ド

イ
ツ
語
や
英
語
に
翻
訳
し
て
、
世
界
を
Ｐ
Ｕ
で
も

っ
て
思
想
的
に
説
得
し
よ
う
と
い
う
夢
を
持

っ
た

そ
う
で
す
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
に
渡
り
、
ド
イ
ツ
語

を
マ
ス
タ
ー
し
て
桜
沢
先
生
の
本
を
翻
訳
し
て
出

し
た
と
こ
ろ
、
た
く
さ
ん
売
れ
て
、
日
本

へ
半
年

ド
イ
ツ
ヘ
半
年
と
い
う
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
彼
は
最
終
的
に
は
、
陰
陽
論
を
書
け
な
い
ま

ま
死
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
自
分
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
を

文
章
に
し
て
人
に
分
か
ら
せ
る
こ
と
は
出
来
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
位
、
こ
の
無
双
原

理
は
易
し
い
よ
う
で
難
し
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

「宇
宙
は
万
物
よ
り
成
る
、
す
べ
て
陰
と
陽
、
正

反
あ
る
」
と
い
う
の
は
当
り
前
の
こ
と
で
す
よ
ね
。

だ
け
ど
そ
の
当
り
前
の
こ
と
が
皆
分
か
ら
な
い
ん

で
す
。
玄
米
が
良
い
と
い
う
の
は
私
達
に
と
っ
て

は
当
り
前
だ
け
ど
、
世
間

一
般
の
人
達
に
と
っ
て

は
そ
れ
が
当
り
前
で
は
な
い
。
最
も
当
り
前
の
こ

と
が
分
か
ら
な
い
の
は
何
故
か
、
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
根
源
的
な
問
題
が
分
か
ら

な
い
と
、
全
部
間
違
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「当
り
前
の
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
の
は

一
体
ど
う
い
う
こ
と
か
。
桜
沢
先
生
が
亡
く
な

っ

た
後
も
、
疑
間
を
出
し
て
色
々
と
や

っ
て
い
ま
し

た
。
疑
間
を
出
し
て
、
そ
れ
を
ず

っ
と
持

っ
て
い

る
と
、
い
つ
か
パ
ッ
と
ヒ
ラ
メ
ク
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
大
事
な
ん
で
す
。
あ
る
時
、
パ
ッ
と

気
が
付
い
た
の
は
、
『古
事
記
』
を
読
み

『旧
訳
聖

書
』
を
読
ん
だ
時
、
そ
こ
に

「智
恵
の
木
の
実
を

食
べ
て
人
類
が
不
幸
に
な

っ
た
」
と
ち
ゃ
ん
と
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
頭
が
出
し
ゃ
ば

っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
代
は
、
幼
稚
園
か
ら
頭

が
出
し
ゃ
ば

っ
た
教
育
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

そ
こ
に
最
大
の
問
題
が
あ
る
の
で
す
。

「
ミ
に
つ
け
る
」
と
か

「
ミ
に
感
じ
る
」
と
い
う

の
が
日
本
人
の
生
活
態
度
で
あ

っ
た
の
が
、
頭
で

記
憶
す
る
と
い
う
教
育
方
法
に
な

っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
い
み
じ
く
も

『旧
約
聖
書
』
に

は

「智
恵
の
本
の
実
を
食
べ
た
」
と
書
い
て
あ
る

ん
で
す
。

桜
沢
先
生
の
出
し
た
問
題
に
自
分
な
り
に
解
答

を

ハ
ガ
キ
に
書
い
て
出
す
と
、
先
生
は
ハ
ガ
キ
に

○
×
を

つ
け
て
返
し
て
く
れ
る
ん
で
す
が
、
大

体
×
が
多
い
。
桜
沢
先
生
の
採
点
は
普
通
と
違

っ

て
い
て
、
○
が

一
つ
５
点
、
二
つ
だ
と
二
乗
に
な

っ
て
２５
占
誉
二
つ
で
１２５
点
、
×
は

一
つ
で
マ
イ
ナ
ス



５
点
、
二
つ
で
マ
イ
ナ
ス
２５
点
、
三
つ
で
マ
イ
ナ

ス
‐２５
点
、
と
い
う
点
の
つ
け
方
な
ん
で
す
。
対
数

的
に
増
え
て
い
く
ん
で
す
。

僕
が
こ
れ
で
難
し
い
な
あ
と
思

っ
た
の
は
、
食

養
を
始
め
て
三
か
月
と
か

一
年
ぐ
ら
い
の
人
が
答

を
出
す
と
○
が
つ
い
て
く
る
け
れ
ど
、
十
年
、
二

十
年
も
食
養
を
実
行
し
て
い
る
人
が
そ
れ
と
同
じ

答
を
出
す
と
三
重
×
が
つ
い
て
く
る
ん
で
す
。
ど

う
い
う
こ
と
か
と
一一言
つ
と
、
そ
の
人
の
体
験
年
数

に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け
の
も
の
を
身
に
付
け
た
か
と

い
う
、
そ
の
身
の
付
け
方
で
採
点
す
る
か
ら
同
じ

答
で
も
結
果
が
違
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
人
に
答

を
聞
い
て
出
し
て
も
ダ
メ
な
ん
で
す
。

″
左
と
は
何
か
？
″

さ
っ
き
話
し
た
Ｎ
君
は
、
と
う
と
う
無
双
原
理

の
陰
陽
論
を
書
け
ず
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
わ
け
で

す
。
そ
う
い
う
問
題
を
こ
の
Ｐ
Ｕ
の
勉
強
会
で
ど

ん
な
ふ
う
に
扱

っ
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ
と
が
、

今
の
僕
の
テ
ー
マ
な
ん
で
す
。
そ
れ
で

一
つ
分
か

っ
た
の
が
、
心
臓
は
何
故
左
に
あ
る
か
と
い
う
問

題
で
す
。
こ
れ
を
解
く
方
法
論
は
普
通

一
般
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
間
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
菊
池
富
美
雄
君
が
来
て

彼
に
そ
の
話
を
し
た
ら
、
「あ
ら
ゆ
る
現
象
は
偏
り

が
あ
る
か
ら
だ
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
言

っ
て

い
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
が
良
か
っ
た
ら
宇
宙
は
動

か
な
い
ん
で
す
。
す
べ
て
偏
り
が
あ

っ
て
、
そ
れ

を
バ
ラ
ン
ス
す
る
た
め
に
動
き
が
始
ま
る
わ
け
で

す
か
ら
、
そ
れ
で
色
々
と
考
え
て
い
る
う
ち
に
、

「あ
あ
」
と
思

っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ

は

″左
と
は
何
か
″
と
い
う
こ
と
で
す
。

結
局
そ
れ
は

「言
葉
」
だ

っ
た
ん
で
す
。

言
葉
の
研
究
を
し
て
い
る
先
生
が
、
小
さ
い
頃

か
ら
色
々
な
疑
間
を
色
々
な
人
に
フ
」
れ
な
あ
に
、

こ
れ
な
あ
に
」

っ
て
質
問
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

で
も
誰
も
答
え
て
く
れ
な
い
し
、
自
分
で
考
え
て

も
分
か
ら
な
い
。
そ
れ
で
も
聞
い
て
い
る
と
最
後

に

「
う
る
さ
い
」

っ
て
言
わ
れ
ち
ゃ
う
。
で
も
疑

間
を
持
て
る
と
い
う
の
は
解
答
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
ク
ロ
ロ
フ
イ

ル
を
発
見
し
た
博
士
は
、
「葉

っ
ぱ
は
何
故
緑
色
な

の
」

っ
て
お
母
さ
ん
に
聞
い
た
時

「
お
母
さ
ん
に

は
分
か
ら
な
い
か
ら
、
お
前
研
究
し
な
さ
い
」

っ

て
言
わ
れ
て
研
究
し
て
、
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
を
発
見

で
き
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
で
、
そ
の

「左
」
と
い
う
言
葉
に
は
ど
う

い
う
意
味
が
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
つ
き
つ
め

て
い
け
ば
い
い
わ
け
で
す
。
そ
う
す
る
と
い
そ
う

い
う
こ
と
に
気
づ
い
た
頃
か
ら
、
関
連
的
な
こ
と

が
色
々
と
引

っ
か
か
っ
て
来
る
ん
で
す
。
例
え
ば

聖
書
を
読
む
と

″
ヨ
ハ
ネ
伝
″
の
最
初
に

「始
め

に
言
葉
あ
り
き
」

っ
て
書
い
て
あ
り
ま
す
。
そ
の

「始
め
に
言
葉
あ
り
き
」
っ
て

一
体
ど
う
い
う
意
味

か
な

っ
て
考
え
る
わ
け
で
す
。
こ
ん
な
ふ
う
に
疑

間
を
持

っ
て
い
れ
ば
、
い
つ
か
そ
の
疑
間
を
解
決

す
る
よ
う
な
こ
と
を
研
究
し
て
い
る
先
生
に
会
え

る
ん
で
す
よ
。
僕
は
桜
沢
先
生
が
亡
く
な

っ
て
二

十
数
年
、
言
葉
の
遍
歴
を
し
て
い
た
わ
け
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
民
族
は
、
そ
の
民
族
固
有
の
言
葉
を

持

っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
あ
る
程
度
文
化
が
発
達
す

る
と
、
当
然
字
を
持
つ
よ
う
に
な
る
わ
け
で
す
か

ら
、
言
葉
や
文
字
と
か
い
う
も
の
が
そ
の
国
の
民

族
の
文
化
度
を
表
す
と
言

っ
て
も
い
い
ん
で
す
。

自
分
が
頭
が
悪
い
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
い

る
か
ら
、
勉
強
を
続
け
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
思

っ

て
言
葉
に
つ
い
て
の
勉
強
を
続
け
て
い
る
う
ち

に
、
「左
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
も
少
し
ず

つ
、
こ

う
い
う
も
の
か
と
実
感
的
に
分
か
っ
て
く
る
よ
う

に
な
っ
た
ん
で
す
。
最
初
の
頃
は
、
頭
で
分
か
る

ん
で
す
が
、
そ
れ
が
本
当
に
実
感
と
し
て
分
か
る

よ
う
に
な
る
に
は
時
間
が
か
か
る
ん
で
す
。

こ
こ
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
日
本
語
で

言
う
と
こ
ろ
の

「身
に
付
け
る
」
と
い
う
学
問
は

時
間
が
か
か
る
ん
で
す
。
お
稽
古
事
す
べ
て
そ
う

で
す
。
だ
か
ら
頭
の
い
い
人
は
記
憶
で
き
ち
ゃ
う

か
ら
長
く
続
か
な
い
。
そ
れ
が
非
常
に
問
題
だ
と

思
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
つ
づ
く
〉



28 (日 )
PMl:00～ 3:00 講演会

PM3:10～ 4:00 交流会

いまだ解明されなかった“いたみ"について、

桜沢如―より学んだ無双原理と東洋医学を基

礎として独自の治療法を確立〃

“いたみ"のメカニズムとは?

“いたみ"を克服するには?

健康の確立と幸福実現への一私見〃

ドクタータカセの敬愛した偉大な時代の先駆

者、桜沢如―とは ?

現代医療制度の歪みと東洋医学への期待 ./

東洋医学と西洋医学の接点、共存は可能か?

人間にとっての死とは?

死の向こうには何があるのか ?

マクロビオティックを医療に活かす

一
春のセミナー その 1-

――神経痛、腰痛、通風、

リウ マ チ、 その 他 ――

無双原理に基づ く慢性病克服の原理と痛

みからの解放、さらに常に死に直面する

臨床現場での体験をもとに、誰にでも訪

れる “死"を どうとらえるか・・・…。

講師●高瀬公洋先生
(医学博士、八王子 。三愛病院院長)

会場●日本 CI協会2F さ<らホール
渋谷区大山町11-5 小田急線東北沢駅徒歩 2分

定員●60名  申込み●電話予約制
会費●3,000円 (正会員/2,500円 )
*会費は当日受付にてお支払い下さい。
*キャンセルの際は必ず事前にご連絡下さい。

《講師プロフィーリレ》

桜沢如一(oo)最晩年の弟子。かけ出しの医師の頃oo
に師事。“ガン"治療に取 り組むも挫折を味わう。以後、地

方で診療に従事する。その間、腰痛、肩こりなど農夫症に

しばしば遭過し “いたみ"の研究に取組むことになる。

十数年来の研究の成果が1983年 、ハリの医学誌で最も権

威のある『A」 A』 誌の トップ記事に掲載されるや世界の研

究者、医師らに注目され、ア

メリカ整形外科学会総会、中

国医学の世界大会などに招待

を受け講演・実技指導を行

う。研究論文発表後10年を経

過するも数多くの賛同・共鳴

をイ尋ている。

また40年近 くの臨床医とし

ての体験のうちに、病める人、

死を恐れ悩む人にやさしい死

生観・宇宙観を抱くに至る。



ホ
ン
モ
ノ
の
美
肌
を
つ
く
る

ハ
ー
テ
ィ
ハ
ー
ト
化
粧
品
シ
リ
ー
ズ
の
製
造
メ
ー
カ
ー

０
べ

ニ
ヤ
バ
イ
オ
ケ
ミ
カ
ル
創
設
者

・伊
藤
福
衛
氏
に
聞
＜

編集部

「も
っ
と
き
れ
い
に
な
れ
た
ら
」
と
い
う
願
い

は
、
す
べ
て
の
女
性
た
ち
の
永
遠
の
テ
ー
マ
で
あ

る
。
切
実
な
願
い
を
巧
み
に
操
り
、
日
本
の
い
や

世
界
の
化
粧
品
製
造
業
者
は
年
々
と
そ
の
規
模
を

拡
大
し
て
き
た
。
ち
ま
た
に
氾
濫
す
る
化
粧
品
に

か
け
る
宣
伝
広
告
費
は
、
最
大
手
の
資
生
堂
が
十

五
年
前
で
既
に
年
間
百
二
十
億
円
と
い
わ
れ
て
い

る
。
高
度
に
洗
練
さ
れ
た
情
報
を
元
に
作
ら
れ
た

広
告
に
の
せ
ら
れ
、
高
価
な
化
粧
品
が
飛
ぶ
よ
う

に
売
ら
れ
て
い
く
。
化
粧
品
産
業
全
体
で
何
と
年

間

一
兆
円
産
業
に
ふ
く
れ
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。

オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
バ
ン
い
で
は
七
年
間
、
化
粧
品

と
し
て
は
椿
油
以
外
に
は
取
り
扱
っ
て
こ
な
か
っ

た
。
そ
の
理
由
は
市
場
に
出
回
っ
て
い
る
ほ
と
ん

ど
の
化
粧
品
の
品
質
が
、
添
加
物
を

一
切
排
除
し

て
い
く
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
輸
の
営
業
方
針
に
該

当
し
な

い
こ
と
に
あ

っ
た
。

し
か
し
、
昨
年
二
月
、
八
王
子
の
伸
イ
ノ
チ
か

ら
紹
介
さ
れ
た
べ
ニ
ヤ
パ
イ
オ
ケ
ミ
カ
ル
が
商
品

化
し
た
ハ
ー
テ
ィ
ハ
ー
ト
は
、
従
来
の
常
識
を
覆

す
ほ
ど
衝
撃
的
だ
っ
た
。

こ
の
化
粧
品
シ
リ
ー
ズ
は
肌
に
つ
け
る
ば
か
り

で
な
く
、
万

一
過
っ
て
口
に
入
れ
て
も
ま
っ
た
く

さ
し
つ
か
え
な
い
と
い
う
。市
販
の
化
粧
品
に
は
、

過
っ
て
飲
ん
だ
場
合
の
処
置
方
法
が
て
い
ね
い
に

か
か
れ
て
い
る
。
国
に
入
れ
て
も
大
丈
夫
な
化
粧

品
な
ど
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

早
速
、製
造
メ
ー
カ
ー
を
取
材
す
る
こ
と
に
し
た
。

す
べ
て
の
女
性
た
ち
の
素
朴
な
願
い
を
か
な
え

て
く
れ
る
方
法
、
そ
れ
が
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

生
活
法
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

実
際
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
事
法
を
実

践
し
て
い
る
方
の
肌
は
美
し
い
。
肌
に
光
沢
が
あ

り
、
き
め
が
細
か
い
。
体
の
中
か
ら
美
し
さ
が
に

じ
み
出
て
い
る
。
食
事
法
を
始
め
て
二
～
三
年
も

す
れ
ば
、
老
若
男
女
、
肌
の
潤
い
、
き
め
の
細
や

か
さ
は
見
事
に
変
化
す
る
。
た
だ
持
病
を
持
っ
て

い
る
場
合
は
別
だ
。
ま
ず
持
病
の
完
治
が
先
決
で

あ
る
。
そ
う
、
肌
を
美
し
く
す
る
に
は
、
体
の
中

か
ら
の
健
康
が
第

一
条
件
な
の
だ
。
こ
の
第

一
条

件
を
ク
リ
ア
し
て
初
め
て
、
化
粧
品
の
効
果
が
発

揮
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、　
ニ
キ
ビ
や
シ
ミ
・
ソ
バ
カ

ス
は
身
体
の
中
の
変
化
の
信
号
な
の
だ
か
ら
、
ど

も
っ
と
き
れ
い
に
な
り
た
い

▲創設者・伊藤福衛氏
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ん
な
信
号
な
の
か
を
的
確
に
読
み
取
り
、
そ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
食
事
法
を
選
ぶ
こ
と
が
重
要
な
の

だ
。
そ
の
上
で
、
肌
か
ら
正
し
い
食
べ
物
―
―
最

高
品
質
の
化
粧
品
―
―
を
使
え
ば
、
肌
は
ど
ん
ど

ん
き
れ
い
に
変
化
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
の
会
長
で
あ
る
桜
沢
里
真
先
生

は
明
治
二
十
二
年

（
一
八
九
九
年
）
生
ま
れ
で
今

年
九
十
四
歳
。
老
い
た
る
と
は
い
え
、
そ
の
美
し

さ
は

一
向
に
衰
え
を
見
せ
な
い
。
リ
マ
ク
ッ
キ
ン

グ
ス
ク
ー
ル
の
校
長
も
兼
ね
、
今
な
お
、
上
級

ｏ

師
範
ク
ラ
ス
の
生
徒
を
相
手
に
講
義
を
す
る
。

そ
の
桜
沢
里
真
会
長
に
美
し
さ
を
保
つ
秘
訣
を

聞
い
て
み
た
。

「秘
訣
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
美
し
さ
は
体
の
中

か
ら
に
じ
み
出
て
く
る
も
の
で
、
外
か
ら
の
お
化

粧
は
つ
け
た
し
み
た
い
な
も
の
で
す
」

「
ニ
キ
ビ
や
吹
き
出
も
の
は
、
そ
の
周
囲
を
ち
ょ

っ
と
指
で
引

っ
張
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
て
、
そ
の

箇
所
が
自
く
な
っ
た
ら
体
の
中
に
原
因
が
あ
り
、

赤
け
れ
ば
外
か
ら
の
原
因
で
す
ね
。
体
の
中
に
原

因
が
あ
る
場
合
は
、
主
に
動
物
性
、
特
に
肉
類
を

食
べ
続
け
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
主
食
を
玄
米
に
変

え
て
、
小
食
に
し
て
良
く
噛
み
、
副
食
は
季
節
の

野
菜
を
主
体
に
し
て
、
肉

・
魚
類
、
お
砂
糖
を
や

め
れ
ば
、
肌
は
元
通
り
の
美
し
さ
に
戻
り
ま
す
」

「
そ
の
ほ
か
に
は
、
そ
う
ネ
、
毎
朝
冷
た
い
水
で

洗
面
す
る
こ
と
か
し
ら
。
お
湯
で
洗

っ
て
は
ダ
メ

ね
。
肌
が
引
き
締
ま
ら
な
い
も
の
」

な
ん
と
か
読
者
の
皆
様
に
里
真
先
生
の
美
容
法

を
お
伝
え
し
た
か
っ
た
の
だ
が
、
結
果
は
ご
く
平

凡
な
も
の
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
、
そ
の

平
凡
な
こ
と
の
積
み
重
ね
を
何
十
年
も
続
け
る
こ

と
が
、
実
は

一
番
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
良
い
化
粧
品
に
出
会
う
前
の
基
礎
と
し
て
、

ま
ず
以
上
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
次
に
進
も
う
。

市
販
の
化
粧
品
を
使

っ
て
、
化
粧
品
被
害
に
あ

っ
た
と
い
う
話
を
時
折
耳
に
す
る
。
黒
い
シ
ミ
が

で
き
た
り
、
カ
ブ
レ
た
り
す
る
と
い
う
の
だ
。

故
郡
司
篤
孝
氏
が
監
修
さ
れ
た

『怖
い
化
粧
品

一
、
○
○
○
種
』
（ナ
シ
ョ
ナ
ル
出
版
刊
行
）
で
は
、

実
名
を
あ
げ
て
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
を
告
発
し
て
い

る
。
要
点
だ
け
少
し
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

「化
粧
品
の
害
は
、
ず
い
ぶ
ん
身
近
な
と
こ
ろ
で

頻
発
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
女
性
の
頭
の
中
心
部

分
が
薄
く
な

っ
て
い
る
の
は
、
シ
ャ
ン
プ
ー
で
髪

を
洗
う
と
き
頭
の
て
っ
ぺ
ん
に
シ
ャ
ン
プ
ー

（合

成
洗
剤
）
を
直
接
ふ
り
か
け
る
。
そ
の
く
せ
す
す

ぎ
の
と
き
は
、
頭
の
て
っ
ぺ
ん
は
よ
く
す
す
が
ず
、

髪
の
毛
を
す
す
ぐ
だ
け
で
満
足
す
る
。
だ
か
ら
シ

ャ
ン
プ
ー

（合
成
洗
剤
）
は
頭
の
て
っ
ぺ
ん
の
地

肌
に
残
留
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
ご
丁

寧
に
、
メ
ー
カ
ー
の
お
す
す
め
通
り
三
度
洗
い
と

称
し
て
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

の
上
に
今
度
は
リ
ン
ス

（ワ
ツ
ク
ス
）
を
同
じ
よ

う
に
塗
り
つ
け
る
。
更
に
整
髪
料
と
い
う
名
の
香

料
た
っ
ぶ
り
の
合
成
物
質
を
ふ
り
そ
そ
ぐ
。
シ
ャ

ン
プ
ー
、
リ
ン
ス
、
整
髪
料
と
い
う
二
重
の
刺
激

の
下
で
は
異
常
が
お
こ
ら
な
い
わ
け
は
な
い
だ
ろ

う
」「
ま
た
、
月
面
ク
レ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
跡
の
生
じ

て
い
る
若
い
顔
に
出
く
わ
す
こ
と
も
多
い
。
そ
れ

は
ニ
キ
ビ
の
跡
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
れ
は
、

実
は
ニ
キ
ビ
に
似
た
化
膿
の
跡
な
の
で
あ
る
。
化

粧
品
の
中
に
は
嘘
分
が
多
く
含
ま
れ
、
そ
れ
が
毛

穴
を
ふ
さ
い
で
し
ま
う
と
分
泌
物
が
通
れ
な
く
な

る
た
め
、
化
膿
し
て
瘍
の
よ
う
な
も
の
が
で
き
る
。

そ
の
跡
が
ク
レ
ー
タ
ー
な
の
で
あ
る
。
初
め
は
小

さ
な
化
膿
で
も
、
そ
の
上
に
危
険
な
物
質
を
含
ん

だ
化
粧
品
で
上
塗
り
さ
れ
れ
ば
、
大
き
な
化
膿
と

な
リ
ク
レ
ー
タ
ー
と
な
る
の
は
当
然
だ
ろ
う
」

「化
粧
品
が
原
因
で
生
じ
る
障
害
の
例
は
次
の

よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
①
紅
斑

（赤
い
あ
ざ
）
②

丘
疹

（赤
い
ボ
ツ
ボ
ツ
）
③
シ
ミ

（色
素
沈
着
）

④
黒
皮
症

（メ
ラ
ニ
ン
が
真
皮
に
ま
で
沈
着
）
⑤

む
く
み

（浮
腫
）
⑥
水
ぶ
く
れ
、
ざ
盾
型

（
ニ
キ

化
粧
品
の
秘
密



ビ
跡
状
の
皮
膚
の
変
化
）
⑦
ベ
ル
ロ
ッ
ク
皮
膚
炎

（日
光
に
よ
る
皮
膚
の
赤
い
腫
れ
）
③
結
膜
炎

（
マ

ス
カ
ラ
な
ど
に
よ
る
）
⑨
脱
毛

（シ
ャ
ン
プ
ー

・

リ
ン
ス
・
整
髪
料

ｏ
洗
毛
剤
な
ど
に
よ
る
）
⑩
枝

毛

・
抜
け
毛

（シ
ャ
ン
プ
ー
他
に
よ
る
）
①
ひ
よ

う
そ
う

ｏ
水
虫

（
マ
ニ
キ
ュ
ア
に
よ
る
）
⑫
ニ
キ

ビ

（化
粧
品
に
よ
る
悪
化
）
⑬
こ
じ
わ

（
コ
ー
ル

ド
ク
リ
ー
ム
な
ど
に
よ
る
）
⑭
肺
機
能
低
下

（ス

プ
レ
ー
化
粧
品
に
よ
る
）
⑮
日
光
過
敏
症

（医
薬

部
外
品
な
ど
の
殺
菌
剤
に
よ
る
と

「化
粧
品
か
ぶ
れ
に
は
次
の
二
つ
の
も
の
が
あ

２

つ

。
［ア
レ
ル
ギ
ー
性
接
触
皮
膚
炎
］
原
因
成
分
↓
タ
ー

ル
系
色
素
、
香
料
、
防
腐
剤
、
紫
外
線
吸
収
剤
（日

焼
け
止
め
）

原
因
と
経
過
↓
化
粧
品
を
繰
り
返

し
塗
っ
て
い
る
う
ち
に
、
あ
る
化
粧
物
質
に
対
し

て
抗
体
が
で
き
、
そ
の
後
、
そ
の
物
質
に
接
触
し

た
と
き
に
か
ぶ
れ
の
症
状
が
生
じ
る
。
　

症
状
↓

痒
い
。
赤
く
な
る
。
腫
れ
て
く
る
。
ブ
ツ
ブ
ツ
が

で
る
。
水
疱
が
で
る
。
　

使
用
回
数
と
か
ぶ
れ
↓

第

一
回
目
に
か
ぶ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
体
内
に
抗

体
が
で
き
、
再
接
触
後
に
症
状
が
で
る
。

［刺
激
性
皮
膚
炎
］
原
因
成
分
↓
乳
化
剤

ｏ
殺
菌
剤

・
固
型
粉
末
　
原
因
と
経
過
↓
皮
膚
の
組
織
が
刺

激
物
に
作
用
し
て
炎
症
を
お
こ
す
。
こ
れ
に
は
個

人
差
が
あ
り
、
刺
激
に
対
す
る
抵
抗
力
の
弱
い
人

が
か
ぶ
れ
る
。
　

症
状
↓
チ
ク
チ
ク
し
た
り
、
ヒ

リ
ヒ
リ
し
た
り
す
る
。
し
み
る
感
じ
が
す
る
。
　
使

用
回
数
と
か
ぶ
れ
↓
最
初
に
炎
症
が
生
じ
る
こ
と

も
あ
る
。
以
後
必
ず
し
も
同
じ
炎
症
で
か
ぶ
れ
る

と
は
限
ら
な
い
。
（な
お
こ
の
二
つ
の
皮
膚
炎
の
ほ

か
、
日
光
に
よ
る
皮
膚
炎
も
あ
る
と

名
怖
い
化
粧
品

一
、
○
○
○
種
』
よ
り
）

一
般
に
販
売
さ
れ
て
い
る
化
粧
品
の
ほ
と
ん
ど

が
、
お
よ
そ
七
、
○
○
○
種
類
と
い
わ
れ
る
化
学
物

質
を
原
料
に
使
用
し
て
い
る
と
聞
く
。
界
面
活
性

剤
ひ
と
つ
と
っ
て
も
三
〇
〇
種
類
あ
る
と
い
う
。

有
害
物
質
を
含
ん
だ
化
粧
品
を
長
期
に
わ
た

っ
て

使
い
続
け
れ
ば
、
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
も
深
刻
な

も
の
と
な

っ
て
当
り
前
な
の
で
あ
る
。

そ
ん
な
現
状
の
中
、
防
腐
剤
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
香
料

・
酸
化
防
止
剤

・
色
素

・
界
面
活
性
剤

・
流
動
パ
ラ
フ
ィ
ン

・
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
グ
リ
コ
ー

ル
・
保
湿
剤

・
柔
軟
剤

・
増
粘
剤

・
収
れ
ん
剤

・

ｐ
Ｈ
調
整
剤
等
を

一
切
使
用
せ
ず
、
し
か
も
１００
％

生
薬
を
配
合
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
薬
局
方
の
発
酵

ア
ル
コ
ー
ル
と
い
う
、
前
代
未
間
の
原
料
を
使
用

し
た
化
粧
品
を
作

っ
て
い
る
メ
ー
カ
ー
が
あ

っ

た
。

暖
冬
と
は
い
え
信
州

・
上
諏
訪
は
じ

っ
と
し
て

い
る
と
底
冷
え
が
す
る
ほ
ど
寒
さ
が
厳
し
く
、
お

ま
け
に
雨
ま
で
降
り
だ
し
て
き
て
し
ま
つ
た
。
上

諏
訪
は
建
御
名
方
神
を
祭
神
と
す
る
諏
訪
大
社
が

諏
訪
湖
の
南
北
に
三
社
ず
つ
四
か
所
に
別
れ
て
鎮

座
し
、
七
年
に

一
度
、
死
者
を
出
す
ほ
ど
の
盛
り

上
が
り
を
見
せ
る
御
柱
祭
で
有
名
で
あ
る
。
今
年

は
ち
ょ
う
ど
御
柱
の
年
に
あ
た
り
、
町
の
い
た
る

と
こ
ろ
に
真
新
し
い
ミ
ニ
御
柱
が
た
っ
て
い
た
。

上
諏
訪
駅
で
電
話
す
る
と
、
ベ
ニ
ヤ
バ
イ
オ
ケ

ミ
カ
ル
創
設
者
の
伊
藤
福
衛
氏
と
次
男
で
社
長
の

克

一
氏
が
車
で
迎
え
に
来
て
く
れ
た
。

第

一
線
の
社
長
業
は
次
男
の
克

一
氏
に
譲
ら
れ

常
識
を
覆
す
化
粧
品
誕
生

▲右が現社長・伊藤克一氏



た
と
は
い
え
、
化
粧
品
を
開
発
す
る
ま
で
の
苦
労

話
を
語
る
伊
藤
福
衛
氏
の
横
顔
に
は
、
普
段
の
温

厚
そ
う
な
面
影
は
み
じ
ん
も
な
い
。
福
衛
氏
の
肩

書
き
は
染
め
物
業
で
あ
る
。
染
め
物
と
化
粧
品
、

ど
こ
で
ど
う
つ
な
が
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
々
に
浮

か
ぶ
疑
間
を
ぶ
つ
け
て
み
る
。

福
衛
氏
が
二
枚
の
賞
状
を
差
し
出
し
た
。　
一
枚

は
明
治
十
六
年
四
月
三
十
日
の
日
付
で
、
長
野
県

医
学
校
よ
り
山
口
安

一
氏

（安
政
三
年
生
ま
れ
）

に
医
師
の
資
格
を
与
え
た
も
の
、
あ
と
一
枚
は
同

じ
く
山
口
氏
宛
に
明
治
三
十
年
六
月
五
日
付
け

で
、
南
安
曇
郡
梓
町
の
村
民
千
百
二
十

一
名
に
無

料
で
種
痘
を
施
し
た
こ
と
に
対
す
る
、
長
野
県
知

事
名
の
感
謝
状
で
あ
る
。
山
口
氏
は
伊
藤
さ
ん
の

母
方
の
血
族
に
当
た
る
方
で
（曾
祖
父
）
、
山
口
氏

の
お
父
さ
ん
の
代

（江
戸
時
代
）
か
ら
の
医
者
で

あ

っ
た
。
伊
藤
家
に
は
江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
家

伝
の
軟
膏
が
あ
り
、
火
傷

ｏ
ヒ
ビ

・
ア
カ
ギ
レ
・

し
も
や
け
等
に
絶
大
な
効
果
を
現
し
、
現
在
も
福

衛
氏
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
こ
れ
が
そ
の
軟
膏
で
す
」
と
小
さ
な
ビ
ン
に
入

っ
た
赤

っ
ぽ
い
色
を
し
た
軟
膏
を
取
り
出
し
た
。

「名
前
は
？
」
と
聞
く
と
、
「
江
戸
時
代
か
ら
名
前

は
な
い
ん
で
す
」
と
あ

っ
さ
り
答
え
た
。
な
く
な

る
ま
で
は
作
ら
な
い
と
い
う
そ
の
軟
膏
は
絶
大
な

効
果
が
あ
り
な
が
ら
、
い
ま
だ
に
商
品
化
さ
れ
て

い
な
い
。
製
法
は
時
が
来
る
ま
で
息
子
に
さ
え
伝

え
て
い
な
い
。

薬
と
し
て
の
正
式
認
可
も
な
し
に
、
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
た
家
伝
の
秘
薬
の
配
合
を
元
に
軟

膏
状
の
も
の
を
液
状
化
す
る
こ
と
で
、
地
元
の
染

め
物
業
者
や
寒
天
業
者
の
方
々
の
ヒ
ビ

・
ア
カ
ギ

レ
等
、
広
範
囲
に
利
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
試
作
を
試
み
た
。
以
来
十
五
年
間
、

数
々
の
試
行
錯
誤
を
経
て
、
昭
和
五
十
九
年
、
化

粧
水

・
ヘ
ア
ー
ト
ニ
ッ
ク
に
関
す
る
公
開
特
許
を

出
願
し
、
同
時
に
化
粧
品
と
し
て
の
正
式
認
可
も

下
り
、
「
ベ
ニ
ヤ
薬
草
化
粧
品
研
究
所
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
す
る
。
そ
の
後
、
平
成
二
年
、
次
男
の
克

一
氏
を
社
長
に
し
て
有
限
会
社

「
ベ
ニ
ヤ
バ
イ
オ

ケ
ミ
カ
ル
」
を
設
立
す
る
。

先
祖
代
々
、
家
伝
の
妙
薬
と
し
て
地
域
に
奉
仕

し
続
け
た
軟
膏
が
、
い
よ
い
よ
化
粧
品
と
し
て
そ

の
真
価
を
世
に
問
う
時
代
が
来
た
。

「本
当
に
良
い
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
使

っ
て
み
れ

ば
誰
に
で
も
分
か
っ
て
も
ら
え
る
」
と
福
衛
氏
は

目
を
輝
か
せ
る
っ
そ
こ
に
は
代
々
築
き
上
げ
て
き

た
、
決
し
て
揺
る
ぎ
の
な
い
商
品

へ
の
絶
対
的
信

頼
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
安
全
性
は
大
丈
夫
な
の
だ
ろ
う
か
。

原
料
に
は
何
を
使

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
般
に
化
粧
品
の
値
段
は

″
一
に
宣
伝
、
二
に

香
り
、
一一一に
容
器
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
、
四
に
中
身
″

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
原
料
に
は
金
を
か
け
な
い
。

化
粧
水
で
比
較
し
て
み
よ
う
。
市
販
の
化
粧
水

の
成
分
は
、
「水
が
三
十
～
七
十
％
、
溶
剤
の
エ
チ

ル
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
が
○
～
三
十
％
を
占
め
る
。

残
り
は
保
湿
剤
（グ
リ
セ
リ
ン
な
ど
）
、
柔
軟
剤
（高

級
ア
ル
コ
ー
ル
や
苛
性
カ
リ
な
ど
）
、
増
粘
剤
（ト

ラ
ガ
ン
ト
ガ
ム
な
ど
）
、
界
面
活
性
剤
、
香
料
、
色

素
、
防
腐
剤
な
ど
で
あ
る
。
添
加
す
る
薬
剤
は
、

収
れ
ん
剤
（ス
ル
ホ
石
炭
酸
亜
鉛
な
ど
）
、
殺
菌
剤
、

ｐ
Ｈ
調
整
剤
な
ど
が
あ
る
責
『怖
い
化
粧
品

一
、
○

○
○
種
』
よ
り
）

一
方
、
ハ
ー
テ
ィ
ハ
ー
ト
化
粧
水
は
と
い
え
ば
、

日
本
薬
局
方
の
オ
ー
バ
ク

・
チ
ン
ピ

・
ハ
ッ
カ
及

び
長
野
県
産
有
機
栽
培
無
農
薬
の
ヘ
チ
マ
水
を
主

に
、
日
本
薬
局
方
の
精
製
水
と
エ
タ
ノ
ー
ル
だ
け

▲化粧水を手作業でビンに詰める



で
作
ら
れ
て
い
る
。
九
九

・
五
％
の
エ
タ
ノ
ー
ル

に
半
年
以
上
寝
か
せ
る
こ
と
で
、
薬
草
の
作
用
で

防
腐
効
果
十
分
だ
と
い
う
。
薬
草
エ
キ
ス
を
抽
出

す
る
エ
キ
ス
に
し
て
も
、
実
は
発
酵
ア
ル
コ
ー
ル

三
種
と
，合
成
ア
ル
コ
ー
ル
ニ
種
が
市
販
さ
れ
て
い

る
が
、　
ハ
ー
テ
イ
ハ
ー
ト
に
は
最
一局
級
の
ア
ル
コ

ー
ル
を
使
用
し
て
い
る
。
外
か
ら
で
は
決
し
て
分

か
ら
な
い
原
料
に
も
、
日
本
薬
局
方
の
漢
方
薬
と

し
て
口
に
入
れ
て
も
安
全
な
も
の
を
選
ん
で
使

う
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
伊
藤
さ
ん
の
本
物
哲
学
が

現
れ
て
い
る
。

医
薬
品
で
は
な
い
の
で
効
果
に
つ
い
て
詳
し
く

触
れ
ら
れ
な
い
が
、
体
験
者
の
声
を
御
覧
い
た
だ

き
た
い
。
体
験
記
は
す
べ
て
実
名
で
あ
る
。

使
っ
て
良
か
っ
た
／

八
―
テ
ィ
八
―
ト

●
化
粧
水

一
本
で
、
他
に
何
も
つ
け
な
く
て
良
い

の
が
無
精
者
の
私
に
は
ラ
ク
で
助
か
り
ま
す
。
ま

た
、
今
ま
で
気
に
な
っ
て
い
た
目
の
ま
わ
り
の
小

ジ
ワ
が
、
そ
れ
程
目
立
た
な
く
な
っ
て
き
た
の
も

嬉
し
い
で
す
。
友
人
に
も
早
速
紹
介
し
、
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
　

（練
馬
区
　
武
田
わ
か
子
さ
ん
）

●
初
め
て
使
っ
た
時
は
顔
が
ほ
て
る
よ
う
な
感
じ

が
し
ま
し
た
が
、
二
回
、
三
回
と
使
う
う
ち
に
そ

ん
な
感
じ
が
な
く
な
り
、
今
で
は
肌
に
し
っ
と
り

と
な
じ
ん
で
使
い
心
地
も
良
い
で
す
。
私
は
ア
レ

ル
ギ
ー
体
質
で
、
時
々
手
に
湿
疹
の
よ
う
な
も
の

が
で
き
て
か
ゆ
く
な
る
の
で
す
が
、　
ハ
ー
テ
イ
ハ

ー
ト
化
粧
水
を
つ
け
る
と
か
ゆ
み
が
な
く
な
り
、

湿
疹
も
治
ま
る
の
で
、
と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

（浦
和
市
　
田
中
裕
子
さ
ん
）

●
冬
は
特
に
肌
が
カ
サ
つ
き
が
ち
で
す
が
、　
ハ
ー

テ
ィ
ハ
ー
ト
化
粧
水
を
毎
朝
晩
、
洗
顔
後
に
つ
け

る
よ
う
に
な

っ
て
、
い
つ
も
し
っ
と
り
と
感
触
が

良
く
な
り
ま
し
た
。
肌
が
軽
く
な
っ
た
感
じ
で
化

粧
の
り
も
よ
く
な
り
、
シ
ミ
に
な

っ
て
い
た
ニ
キ

ビ
跡
も
薄
く
な

っ
て
き
た
み
た
い
で
す
。

（川
越
市
　
土
屋
真
奈
美
さ
ん
）

●
自
然
化
粧
品
の
水
お
し
ろ
い
を
四
年
間
使

っ
て

い
ま
し
た
が
、
″
日
焼
け
ジ
ミ
″
が
な
か
な
か
取
れ

ず
、
人
に
薦
め
ら
れ
て
ハ
ー
テ
イ
ハ
ー
ト
を
使
い

始
め
ま
し
た
。
ま
だ

一
か
月
で
す
が
、
シ
ミ
が
薄

く
な
っ
て
き
た
の
で
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
お
化

粧
を
す
る
時
も
、
洗
顔
後
に
ハ
ー
テ
イ
ハ
ー
ト
化

粧
水
を
つ
け
て
か
ら
水
お
し
ろ
い
を
つ
け
て
い
ま

す
が
、
以
前
よ
り
も
肌
に
な
じ
む
感
じ
が
し
ま
す
。

（北
区
　
谷
口
広
子
さ
ん
）

●
初
め
て
使

っ
て
驚
き
ま
し
た
。
洗
顔
後
に
つ
け

る
と
ジ
ワ
～
と
肌
に
し
み
こ
ん
で
シ
ッ
ト
リ
と

し
、
ま
る
で
自
分
の
肌
か
ら
自
然
と
出
て
く
る
あ

ぶ
ら
の
様
。
ベ
ト
ベ
ト
せ
ず
、
逆
に
サ
ッ
パ
リ
も

し
す
ぎ
ず
、
匂
い
も
い
っ
さ
い
な
く
全
く
違
和
感

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
使
い
心
地
は
今
ま
で
の
も

の
に
は
な
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
飲
ん
で
も
害
は

な
い
と
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
も
使
い
続
け
た
い
と

思

っ
て
い
ま
す
。
（世
田
谷
区
　
今
井
朝
子
さ
ん
）

●
息
子
の
運
動
会
で
５
時
間
も
太
陽
を
浴
び
て
応

援
。
家
に
帰
る
と
顔
は
真

っ
赤
で
ヒ
リ
ヒ
リ
し
て

き
た
の
で
、
い
た
だ
い
た
ハ
ー
テ
ィ
ハ
ー
ト
の
サ

ン
プ
ル
を
つ
け
ま
し
た
。
寝
る
前
に
も
う

一
度

つ

け
、
翌
朝
な
ん
と
な
く
良
い
よ
う
な
気
が
し
た
の

で
、
そ
の
日
は
５
回
つ
け
ま
し
た
。
翌
日
に
な
る

と
赤
味
も
ひ
き
、
そ
の
ま
ま
治
ま
り
ま
し
た
。
い

つ
も
の
日
焼
け
だ
と
赤
く
腫
れ
あ
が
っ
た
あ
と
黒

く
な
り
、
皮
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
は
が
れ
る
の
で
す
が
、

今
回
は
元
の
肌
に
も
ど
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。

（八
王
子
市
　
久
米
克
己
さ
ん
）

●

ハ
ー
テ
ィ
ハ
ー
ト
の
ヘ
ア
ー
ト
ニ
ッ
ク
を
使
う

よ
う
に
な
り
ま
し
て
か
ら
、
自
髪
の
多
か
っ
た
頭

髪
が
茶
色

っ
ぽ
く
な
り
、
ツ
ヤ
が
出
て
ま
い
り
ま

し
た
。
抜
け
毛
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
も
う
し

ば
ら
く
続
け
て
み
ま
し
て
、
良
い
よ
う
で
し
た
ら

友
達
に
も
す
す
め
て
み
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま

す
。
　

　

　

（鹿
児
島
県
　
６２
歳
の
主
婦
の
方
）



太田 龍

日
本
民
族
は
、
敗
戦

（昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
）
ま
で
、
世
界
に
冠
た
る

出
産
文
化
を
保
持
し
て
き
た
。
そ
の
担
い
手
は
、
日
本
全
国
津
々
浦
々
に
組
織

さ
れ
た
産
婆
さ
ん

（助
産
婦
）
で
あ
っ
た
。

二

と
こ
ろ
が
日
本
民
族
の
滅
亡
を
企
図
し
た
、
米
英
ソ
占
領
軍
は
、
日
本
民
族

の
食
文
化
の
抹
殺
と
共
に
、
世
界
で
も
す
ぐ
れ
た
出
産
文
化
を
も
破
壊
せ
ず
に

お
く
も
の
か
、
と
い
ふ
悪
魔
の
た
く
ら
み
を
抱
き
、
こ
れ
を
強
行
し
た
。

こ
れ
は
、
疑
ひ
も
な
く
犯
罪
で
あ
る
。

三

こ
の
悪
魔
的
犯
罪
の
主
犯
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ

（連
合
国
最
高
司
令
室
総
司
令
部
）

の
公
衆
衛
生
福
祉
局

（Ｐ
Ｈ
Ｗ
）
看
護
課
長
グ
レ
ー
ス
・
オ
ル
ト
大
尉
と
い
ふ

女
で
あ
る
。

こ
の
オ
ル
ト
と
い
ふ

「女
」
の
日
本
民
族
に
対
す
る
犯
罪
を
、
す
べ
て
の
日

本
人
は
識
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
林
道
子
著
『助
産
婦
の
戦
後
』
（勁
草
書
房
、　
一
九
八
〇
年
刊
）
は
、
こ
の
犯

罪
者
オ
ル
ト
大
尉
の
罪
業
を
詳
し
く
論
証
す
る
と
共
に
、
当
時
の
日
本
政
府
厚

生
省
児
童
局
衛
生
課
長
、
瀬
木
三
雄
の
愛
国
者
的
抵
抗
を
も
紹
介
し
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
占
領
軍
は
、
日
本
政
府
に
弾
圧
を
加
え
て
、
こ
の
瀬
木
課
長
を
右

の
職
か
ら
追
放
さ
せ
た
と
い
ふ
。四

し
か
し
、
占
領
軍
に
迎
合
し
魂
を
売
り
渡
し
た
売
国
奴
が
、
厚
生
省
、
医
師

会
、
及
び
関
連
業
界
の
中
に
出
現
し
な
け
れ
ば
、
決
し
て
日
本
民
族
の
出
産
文

化
は
崩
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

占
領
か
ら
解
放
さ
れ
た
、
昭
和
二
十
七
年
か
ら
三
年
後
の
昭
和
三
十
年
当
時
、

な
ほ
病
院
内
で
の
出
産
は

一
七

・
六
％
に
す
ぎ
ず
、
助
産
婦
に
よ
る
出
産
は
八

二

・
四
％
を
占
め
て
ゐ
た
。

そ
れ
故
、
も
し
も
日
本
政
府

（厚
生
省
）
と
国
会
議
員
が
、
占
領
体
制
を

一

掃
し
得
て
ゐ
れ
ば
、
日
本
民
族
の
出
産
文
化
は
復
活
し
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
政
府
と
国
会
そ
し
て
マ
ス
コ
ミ
は
、
売
国
奴
に
よ

っ
て
牛
耳
ら
れ
て

お
り
、
占
領
軍
の
手
先
で
あ

っ
た
の
だ
。

そ
の
結
果
、
い
ま
や
助
産
婦
に
よ
る
出
産
は
二

・
八
％
、
医
師
に
よ
る
出
産

は
九
七

・
二
％
。
病
院
施
設
内
で
の
出
産
は
九
九

・
八
％
、
施
設
外
の
出
産
は

〇

・
三
％

（
一
九
八
六
年
）
と
な

っ
た
。

五

日
本
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
託
し
て
連
合
軍

に
降
伏
し
た
。

こ
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
は
、
連
合
国
に
対
し
て
、
日
本
民
族
固
有
の
文
化
と
伝

統
を
破
壊
す
る
、
い
か
な
る
権
限
を
も
与
え
て
ゐ
な
い
で
は
な
い
か
。



オ
ル
ト
と
い
ふ
悪
魔
的

「女
」
は
、
日
本
民
族
に
対
す
る
犯
罪
者
以
外
の
何

物
で
も
な
い
。

こ
の

「女
」
の
行
為
に
は

（も
ち
ろ
ん
そ
の
上
司
で
あ
る
悪
魔
の
親
玉
の
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
に
も
）
、
い
か
な
る
合
法
性
も
な
い
、
と
私
に
は
見
え
る
。

六

日
本
民
族
は
い
ま
や
、
占
領
軍
、
お
よ
び
そ
の
手
先
と
な
っ
た
売
国
奴
た
ち

の
対
日
占
領
政
策
の
日
本
民
族
に
対
す
る
犯
罪
を
断
罪
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。な
ぜ
な
ら
こ
の
占
領
軍
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
よ
っ
て
彼
ら
に
認
め
ら
れ
た

権
限
を
逸
脱
し
、
明
ら
か
に
非
合
法
な
行
動
に
よ
っ
て
、
日
本
民
族
の
伝
統
を

悪
意
を
持
っ
て
壊
滅
さ
せ
た

（そ
し
て
売
国
奴
、
国
賊
ど
も
は
悪
魔
に
魂
を
売

り
渡
し
、
日
本
民
族
に
反
逆
し
た
）
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
売
国
奴
、
国
賊
は
、
い
ろ
い
ろ
な
仮
面
を
つ
け
、
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
を

し
て
現
れ
る
。

我
々
は
、
そ
の
正
体
を
見
抜
く
力
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七

占
領
軍
に
よ

っ
て
押
し

つ
け
ら
れ
た

「病
院
出
産
」
の
惨
状
は
、
心
あ
る
人

達

に
は
よ
く
分
か

っ
て
ゐ
る
。

し
か
し
断
片
的

に
そ
の
現
象
を
あ
げ
連
ね
て
も
ほ
と
ん
ど
意
味
は
な
い
の
で

あ
る
。

そ
れ
は
幾
多
の

「法
律
」
に
よ

っ
て
枠
付
け
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
だ
。

そ
し
て
こ
れ
ら
の
「法
律
」
の
基
本
は
、
占
領
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
日
本
の
社
会
全
体
を
が
ん
じ
が
ら
め
に
縛
り
つ
け
て
ゐ

る
、
占
領
下
の
全
法
律
体
系
の
有
機
的

一
部
と
し
て
組
み
こ
ま
れ
て
ゐ
る
の
だ
。

つ
ま
り
日
本
民
族
は
、
こ
の
占
領
制
を

一
挙
に
粉
砕
す
る
以
外
に
、
生
き
る

道
が
な
く
な

っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

（注
）０
日
本
民
族
の
米
食
を
パ
ン
食
に
変
え
、
日
本
の
農
村
、
農
民
を
壊
滅
さ

せ
る
。
こ
れ
は
日
本
民
族
の
奴
隷
化
（家
畜
化
）作
戦
の
主
要
な
る
も
の
の
一
つ
で

あ
る
。
②
日
本
民
族
の
中
に
は
、
オ
ル
ト
の
よ
う
な
悪
魔
性
を
持
っ
た
「女
」
の
一

大
軍
団
（フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
、
と
い
う
名
の
）
が
出
現
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

●
お
お
た
　
り
ゆ
う
　
評
論
家
、
地
球
維
新
連
盟
会
長
。
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十
月
号
の
母
（東
口
桐
子
）
の
体
験
談
か
ら
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
し
て
、
私
の
体
験
談
を
お
届
け
し
た
く

思
い
ま
す
。
私
は
母
よ
り
半
年
早
く
未
精
白
穀
物

菜
食
を
実
行
し
ま
し
て
、
半
年
後
正
食
に
出
会
い
、

ア
ン
ル
ギ
ー
性
疾
患
を
治
し
ま
し
た
。
食
事
の
改

善
と
同
時

に
半
年
間
は
か
な
り
き

つ
い
運
動
を

し
、
そ
の
時
の
精
神
的
な
変
革
が
大
き
な
体
験
だ

っ
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
Ｃ
Ｉ
協
会
に
通
い
勉
強
し

続
け
て
き
ま
し
た
。
大
森
先
生
の
御
講
義
は
ほ
と

ん
ど
受
け
、
健
康
相
談
も
受
け
、
里
真
先
生
の
お

料
理
教
室
に
も
通
い
、
と
に
か
く
元
気
に
な
り
た

い
一
心
で
無
我
夢
中
で
実
行
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
反
応
を
乗
り
越
え
て
、
勉
強
し
て

き
た
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
を
、
身
を
も

っ
て
追
体
験

し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
自
分
自
身
で
も
手
当
法

を
工
夫
し
、
先
輩
方
の
重
要
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
取

り
入
れ
、
そ
れ
ら
は
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
体
調
は
良
く
、
心
身
と
も
に
喜
び
に
温
れ
て

生
活
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
過
程
に
お
い

て
、
母
の
体
験
談
と
同
じ
よ
う
に
予
想
は
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
見
え
な
い
世
界
と
向
き
合

わ
ざ
る
を
得
な
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
実
際
の

ア
レ
ル
ギ
ー
克
服
の
体
験
談
に
入
る
前
に
そ
の
こ

と
を
少
し
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

突
拍
子
も
な
い
こ
と
を
話
し
出
す
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
ス
パ
イ
ラ
ル
の
話

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
少
し
お
付
き
合
い
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
現
代
は
求
心
カ
ス
パ
イ
ラ
ル
の
最
後

の
時
代
だ
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
十
年
に

つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
予
測
が
語
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
ほ
と

ん
ど
悲
観
的
な
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
難
病
や
、

戦
争
、
天
変
地
異
ま
で
飛
び
か
い
ま
し
た
。
そ
れ

ら
を
否
定
し
た
く
思

っ
て
も
、
実
際
に
は
規
模
の

大
小
は
あ

っ
て
も
兆
候
が
見
ら
れ
る
だ
け
に
、
初

め
て
聞
い
た
頃
に
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
こ
と
や

ら
と
随
分
心
配
し
た
も
の
で
す
。

私
が
気
づ
い
た
の
は
、
こ
れ
か
ら
起
こ
る
と
予

測
さ
れ
る
こ
と
の
中
で
も
唯

一
楽
観
的
な
こ
と
で

す
。
そ
し
て
次
の
よ
う
に
考
え
た
と
き
に
、
私
の

な
か
で
見
え
な
い
世
界
を
私
な
り
に
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
す
。
あ
く
ま
で
も
ひ
と
つ
の
考

え
方
と
し
て
読
ん
で
く
だ
さ
り
、
御
検
証
下
さ
い
。

ス
パ
イ
ラ
ル
は
宇
宙
の
あ
ら
ゆ
る
現
象
に
見
ら

れ
る
様
式
、
法
則
で
す
。
竜
巻
、
台
風
、
巻
き
貝
、

遺
伝
子
な
ど
は
日
で
見
て
は
っ
き
り
解
る
ス
パ
イ

ラ
ル
状
で
す
。
こ
れ
ら
の
構
造
を
考
え
て
み
た
と

き
に
、
表
裏

一
体
の
二
重
螺
旋
構
造
で
あ
る
こ
と

が
解
り
ま
す
。

台
風
は
暖
気
と
寒
気
が
ぶ
つ
か
り
渦
を
巻
き
ま

す
。
暖
気
、
あ
る
い
は
寒
気
が
単
独
に
存
在
す
る

と
き
に
は
、
台
風
の
よ
う
な
大
き
な
ス
パ
イ
ラ
ル

運
動
は
起
こ
せ
ま
せ
ん
。
巻
き
貝
に
つ
い
て
い
う

と
、
身
だ
け
あ
る
い
は
貝
殻
だ
け
で
存
在
す
る
こ



と
は
で
き
ま
せ
ん
。
身
は
自
分
の
体
の
成
長
に
合

わ
せ
て
貝
殻
を
大
き
く
し
て
い
き
ま
す
。
あ
る
い

は
貝
殻
を
大
き
く
し
て
お
い
て
、
体
を
成
長
さ
せ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
表
裏

一
体
の
二

重
螺
旋
構
造
と
い
え
る
と
思
い
ま
す
。
遺
伝
子
も

御
存
知
の
よ
う
に
二
重
螺
旋
構
造
で
す
。
細
胞
が

増
殖
す
る
と
き
に
分
裂
し
ま
す
が
、
塩
基
は
組
合

せ
が
決
ま
っ
て
い
る
の
で
分
裂
し
た

一
本
の
螺
旋

に
対
し
、
前
と
同
じ
組
合
せ
で
も
う

一
本
の
螺
旋

が
形
成
さ
れ
て
二
重
螺
旋
構
造
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
自
然
の
現
象
を
観
察
し
た
と
き
に
、

「
ス
パ
イ
ラ
ル
は
表
裏

一
体
の
二
重
螺
旋
構
造

で
あ
る
」
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。
二

つ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
進
行
方
向
に
向
か
っ
て
合
わ

さ
っ
て
進
む
と
し
て
も
、
そ
れ
が
均

一
な
も
の
で

あ
れ
ば
直
線
で
進
み
ま
す
が
、
勢
い
に
差
が
あ
れ

ば
螺
旋
を
描
き
ま
す
。
む
し
ろ
二
つ
の
エ
ネ
ル
ギ

―
に
差
が
な
け
れ
ば
螺
旋
運
動
に
は
な
ら
な
い
と

考
え
ら
れ
る
と
思
う
の
で
す
。
こ
れ
が
法
則
の

一

つ
だ
と
す
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
次
元
の
あ
ら
ゆ
る
現

象
に
あ
て
は
ま
る
は
ず
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
世
界
を
見
え
る
世
界
と
見
え
な

い
世
界
の
、
表
裏

一
体
の
二
重
螺
旋
構
造
だ
と
考

え
て
み
た
の
で
す
。
見
え
る
世
界
―
―

つ
ま
り
ふ

つ
う
の
五
感
で
感
知
で
き
る
物
質
世
界
と
、
見
え

な
い
世
界
―
―

つ
ま
り
、
こ
の
宇
宙
を
創
り
、
そ

し
て
私
た
ち
を
生
み
出
し
育
ん
で
い
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
世
界
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
巻
き
貝

の
身
と
貝
殻
の
よ
う
な
関
係
が
成
り
立

つ
と
解
り

始
め
た
の
で
す
。
私
た
ち
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
界
に
育

ま
れ
、
覚
醒
を
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
く
存
在
な

の
だ
と
私
に
は
解
釈
で
き
た
の
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
求
心
カ
ス
パ
イ
ラ
ル
の
極
ま
っ

た
中
心
の

一
点
は
、
２
本
の
螺
旋
が
接
す
る

一
点

で
あ
り
、
こ
の
場
合
見
え
る
世
界
と
見
え
な
い
世

界
が
確
実
に
接
す
る

一
点
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
れ
は
果
た
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な

人
々
に
よ

っ
て
予
測
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
、
悲
観

的
な
こ
と
だ
け
が
起
き
る
終
末
の
時
な
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
私
に
は
す
で

に
、
見
え
る
世
界
と
見
え
な
い
世
界
が
、
確
か
に

接
し
は
じ
め
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
。

そ
れ
は
、
大
き
な
流
れ
と
し
て
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
存
在
が
強
弱
の
差
は
あ
れ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
受

け
て
い
く
こ
と
だ
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。
身
体
が

き
れ
い
で
あ
れ
ば
、
よ
り
正
確
に
感
知
で
き
ま
す
。

ノ
イ
ズ
を
受
信
し
な
い
た
め
に
も
正
食
は
基
本
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

も
し
、
身
体
が
電
気
的
な
感
覚
や
磁
気
的
な
も

の
に
敏
感
で
あ
り
、
身
体
が
き
れ
い
に
な

っ
て
き

て
い
れ
ば
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
ふ
ん
わ
り
全
身

マクロビオテイックは

身土不二が基本。
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が
包
ま
れ
る
感
じ
が
解

っ
て
頂
け
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
排
毒
が
強
く
促
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

身
体
の
背
骨
や
関
節
な
ど
の
骨
組
み
が
、
根
本
か

ら
組
み
立
て
治
さ
れ
て
い
く
経
験
を
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
私
と
母
の
共
通
の
体
験
で
す
が
、
私
た
ち

二
人
だ
け
の
体
験
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

宇
宙
を
創
造
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
実
際
に
私
た

ち
に
、
住
む
と
こ
ろ
や
、
食
べ
物
を
与
え
て
く
れ

て
い
る
し
、
私
た
ち
を
育
ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち

は
、　
モ
ネ
ル
ギ
ー
を
受
け
て
い
る
か
ら
生
き
て
い

る
わ
け
で
、
存
在
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
ひ
と
つ

の
奇
跡
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
今
こ
の
時
代

を
迎
え
て
、
見
え
な
い
世
界
か
ら
の
積
極
的
な
働

き
か
け
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
当
然
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
ま
す
。

求
心
カ
ス
パ
イ
ラ
ル
は
中
心
点
を
過
ぎ
る
と
、

途
切
れ
る
こ
と
な
く
遠
心
カ
ス
パ
イ
ラ
ル
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
立
体
で
考
え
る
と
、
ち
ょ
う
ど
砂

時
計
を
横
か
ら
見
た
形
に
な
り
ま
す
。
こ
の
全
体

像
は
大
森
先
生
の
御
講
義
で
習
い
ま
し
た
。
裏
あ

れ
ば
表
あ
り
の
法
則
に
も
れ
ず
、
ス
パ
イ
ラ
ル
は

遠
心
カ
ス
パ
イ
ラ
ル
に
な
り
、
私
た
ち
の
宇
宙
や

地
球
は
存
続
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
し
、
さ
ら
に

見
え
な
い
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
強
ま
る
時
代
を

迎
え
て
い
く
も
の
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り

霊
的
な
喜
び
が
強
ま
る
方
向

へ
、
精
神
世
界
の
比

重
が
強
ま
る
方
向

へ
進
む
わ
け
で
す
。

私
と
母
は
時
間
差
が
あ
り
ま
し
た
が
、
同
じ
よ

う
な
経
験
を
し
ま
し
た
。
宇
宙
を
創
り
、
私
た
ち

を
育
ん
で
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
太
極
と
い
う
か
、

無
か
ら
始
ま
っ
て
有
に
至
る
ま
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
す
が
、
十
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
よ
う
に
、　
一
番

身
近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
自
色
の
発
光
体
と
し
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
強
ま
っ
て
い
た
時
期
に
、
私
も
二

十
枚
ほ
ど
写
真
に
写
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
写
真
を
撮

っ
た
と
き
は
、
ま
っ
た
く
想
念

が
動
か
な
い
状
態
で
、
そ
れ
で
い
て
静
か
な
喜
び

に
温
れ
て
い
ま
し
た
。
言
葉
に
す
る
と
矛
盾
が
あ

り
ま
す
が
、
と
て
も
静
か
な
状
態
で
し
た
。
と
に

か
く
元
気
に
な
り
た
い

一
心
で
、
弱
い
身
体
に
悲

愴
感
い
っ
ぱ
い
で
無
我
夢
中
に
正
食
し
て
き
た
私

に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
写
真
は
、
貴
重
な
も
の
と
な

り
ま
し
た
。
見
え
な
い
世
界
を
、
見
る
こ
と
の
で

き
る
も
の
と
し
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
、
覚
醒

の
き
っ
か
け
に
な

っ
た
の
で
す
。

さ
て
、
こ
れ
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
を
も

一
時

期
体
験
し
ま
し
た
。
写
真
に
は
本
当
に
気
持
ち
悪

く
写
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
ジ

カ
ジ
カ
し
た
電
気
を
帯
び
て
い
る
よ
う
な
感
触
が

あ
り
、
身
体
の
汚
血
が
溜
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に

く

っ
つ
き
、
そ
こ
を
破
壊
し
よ
う
と
し
ま
す
。
写

真
に
も
、
時
々
写
り
ま
す
。
こ
れ
は
全
身
を
包
み

込
む
の
で
は
な
く
、
身
体
の
弱

っ
た
時
、
悪
い
と

こ
ろ
を
部
分
的
に
攻
撃
し
て
き
ま
す
。
お
も
し
ろ

い
こ
と
に
正
面
か
ら
は
こ
な
い
で
、
必
ず
横
、
斜

め
後
ろ
の
方
向
か
ら
や
っ
て
く
る
の
が
共
通
の
特

徴
で
し
た
。
あ
た
り
の
空
気
中
に
浮
遊
し
て
い
る

よ
う
で
、
身
体
に
対
す
る
攻
撃
は

一
時
期
た
い
へ

ん
な
も
の
で
し
た
。

こ
れ
が
俗
に
い
う
お
化
け
だ
と
解
る
ま
で
時
間

が
か
か
り
ま
し
た
。
最
初
は
怖
か
っ
た
け
れ
ど
、

身
体
が
き
れ
い
で
精
神
状
態
が
落
ち
着

い
て
い ▲ロシア大陸上空にて 雲の層の上にかかる光の橋



て
、
体
力
が
あ
れ
ば
襲
っ
て
来
な
い
と
わ
か
っ
た

の
で
、
今
で
は
怖
く
あ
り
ま
せ
ん
。
体
力
を
消
耗

し
た
り
疲
れ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま

す
。こ
れ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
で
す
が
、
生
命
力
は
な

い
よ
う
で
す
。
い
ま
の
と
こ
ろ
蝉
の
脱
皮
し
た
ぬ

け
が
ら
の
よ
う
に
、
人
の
命
が
宇
宙
二
戻
っ
た
あ

と
の
ぬ
け
が
ら
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
も
質
の
良
い
も
の
か
ら
、
い
た

ず
ら
好
き
の
ま
で
い
ろ
い
ろ
い
る
よ
う
で
す
。
こ

れ
ら
は
い
ず
れ
、
自
然
に
浄
化
さ
れ
て
い
く
も
の

だ
と
解
釈
し
て
い
ま
す
。
い
た
ず
ら
に
怖
が
る
こ

と
も
、
恐
れ
る
こ
と
も
な
い
よ
う
で
す
が
も
し
あ

な
た
が
、
お
砂
糖
が
大
好
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
か

な
り
お
付
き
合
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

母
は

一
時
見
え
た
よ
う
で
す
が
、
私
は
写
真
に

撮

っ
た
り
、
感
知
で
き
、　
一
年
近
く
か
な
り
の
攻

撃
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
見
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も

一
過
性
の

も
の
で
、
本
来
見
え
る
も
の
で
は
な
く
、
感
知
で

き
な
い
の
が
正
常
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
見

え
な
い
世
界
を
実
感
す
る
た
め
の
糸
口
に
な
り
ま

し
た
。
つ
ま
り
私
と
母
に
と
っ
て
は
、
さ
ら
に
大

き
い
宇
宙
を
創
造
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
存
在
と
、

そ
れ
を
感
知
し
、
納
得
す
る
た
め
の
準
備
段
階
と

な
っ
た
か
ら
で
す
。

以
上
が
見
え
な
い
世
界
に
つ
い
て
の
体
験
と
、

私
な
り
の
ス
パ
イ
ラ
ル
の
解
釈
で
す
。
私
は
ず
い

ぶ
ん
自
分
の
身
体
に
対
し
て
悲
観
し
て
き
ま
し
た

し
、
せ
っ
か
く
正
食
に
出
会

っ
て
も
、
い
ろ
い
ろ

な
人
か
ら
終
末
論
を
聞
か
さ
れ
、
将
来
を
悲
観
し

て
い
た
の
で
す
が
、
今
で
は
こ
こ
に
述
べ
た
よ
う

な
解
釈
が
で
き
ま
し
た
の
で
悲
観
は
し
て
い
ま
せ

ん
。
病
気
の
症
状
が
重
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
だ
け

身
体
に
反
応
を
起
こ
す
力
が
あ

っ
た
か
ら
だ
ろ
う

と
、
今
で
は
肯
定
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

求
心
カ
ス
パ
イ
ラ
ル
の
最
後
の
時
代
を
経
て
、

こ
れ
か
ら
人
類
が
経
験
す
る
こ
と
は
病
気
や
、
戦

争
や
、
天
変
地
異
の
よ
う
な
悲
惨
さ
だ
け
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
が
解

っ
た
か
ら
で
す
。
も
し
私
た

ち
が
宇
宙
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
の
っ
と
り
、
自
ら
病

気
を
回
避
し
、
霊
的
な
成
長
を
と
げ
よ
う
と
す
る

な
ら
ば
、
私
た
ち
は
お
そ
ら
く
新
し
い
体
験
を
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
予

感
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（続
く
）

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
〈漣鉢預卸
〉

◆

一
食

三
〇
〇
円

（玄
米
、

み
そ
汁
、

お
か
ず

一
品
）

◆
前

日
ま

で
に
予
約
を
し

て
下
さ

い
。

８
０
３

ｏ
３
４
６
９

ｏ
７
６
３
１

◆
調
理
は
研
修
生

の
森
英
幸
が
担
当
し

ま
す
。

◆
毎
週
木
曜
日
は
定
休

日
。
都
合

に
よ

り
中
止

に
な
る
日
も
あ
り
ま
す

の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

し́́ _́´ _´ _′―́～・～́―～″′―́―́～́～́″́́・́´́́―́―́―́″・―′″′―・″́―′―・～・́ ―́́～′―́・″́″́―́́ ―́́―́―́―～メ
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職
員
食
堂

▲ “太陽のでていない曇りの日"に光は上下に放射 している



第
十
二
回

電
話
の
ベ
ル
と
猟
大

埼
玉
県
小
川
町
　
金

子

友

子

「
す
ご
か
っ
た
よ
／
　
一
日
鳴
り
っ
ぱ
な
し
」

「
ト
イ
ン
に
行
く
暇
も
な
か
っ
た
よ
／
」

と
言
う
傍
ら
で

「
リ
リ
リ
ー
ン
／
」

「
ホ
イ
、
来
た
／
」

と
美
登
が
受
話
器
を
取
り
上
げ

「
は
い
／
　
金
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。
…
…
は
い
家

で
承

っ
て
お
り
ま
す
。
…
…
は
い
、
で
は
郵
便
番

号
、
御
住
所
、
お
名
前
を
お
願
い
し
ま
す
」

し
ば
ら
く
す
る
と
、
先
に
食
べ
終

っ
た
実
習
生

の
由
香
ち
ゃ
ん
が
応
対
。
さ
す
が
元
Ｏ
Ｌ
、
慣
れ

た
口
調
で
あ

っ
た
。

後
片
付
け
し
た
後
、
い
ざ
私
が
電
話
番
に
な
っ

た
九
時
半
過
ぎ
と
な
る
と
、
さ
し
も
の
電
話
も
パ

タ
ッ
と
鳴
ら
な
く
な

っ
た
。

こ
の
日
、
合
計
約
二
百
五
十
本
。

翌
二
十
二
日
も
朝
七
時
頃
か
ら
鳴
り
始
め
、
七

時
過
ぎ
ま
で
、
百
八
十
本
以
上
は
あ

っ
た
ろ
う
か
。

そ
の
地
域
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
。
主
に
家

そ
れ
で
な
く
て
も
気
忙
し
い
師
走
、
ク
リ
ス
マ

ス
前
後
の
霜
里
農
場
は
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
、
な
ら
ぬ

電
話
の
ベ
ル
が
朝
か
ら
晩
ま
で
鳴
り
響
き
、
電
話

の
応
対
と
い
う
余
計
な
作
業
が
加
わ
り
、
臨
時
最

農
繁
期
と
い
っ
た
様
相
を
呈
し
て
し
ま
っ
た
。

『有
機
農
業
カ
レ
ン
ダ
ー
』
の
事
を
共
同
通
信
の

記
者
が

″
日
本
初
の
…
…
″
と
ニ
ュ
ー
ス
記
事
と

し
て
取
り
上
げ
て
下
さ
っ
た
、
迄
は
い
い
け
れ
ど
、

申
し
込
み
先
が
こ
の
農
場
の
電
話
番
号
だ

っ
た
ら

し
い
。

「茨
城
新
聞
で
見
た
ん
で
す
け
ど
…
…
」

二
十

一
日

（月
）
朝
七
時
頃
に
、
ト
ッ
プ
の
電

話
を
受
け
、
内
心

「
お
か
し
い
な
、　
ハ
ガ
キ
で
、

の
筈
だ

っ
た
の
に
？
」
と
思
い
つ
つ
、
あ
わ
て
て

近
く
に
あ

っ
た
広
告
の
紙
裏
に
住
所
等
を
書
き
つ

け
、
そ
の
日
、
私
は
東
京

へ
出
か
け
て
し
ま
っ
た
。

夜
八
時
頃
帰
宅
す
る
と
、
皆
が
異
口
同
音
の
如

く
言

っ
た
も
の
だ
。

8ア象冒5λラニ兵暴芸長義皇I章富叢尭警奎錘ぞ発送)
◎ 食 養 料 理 教 室   ◎ 食 養 基 本 講 座
◎ 心 眼 研 修 部    ◎ 蒼 玄 雅 楽 部
◎ 海 外 研 修 部 ◎ 無 農 薬 農 産 物 の 生 産

③南

“

薫醸湯

蒼な協会無 双 宇 宙 へ の道

八王子市小門町20-2 電話  (0426)25-0096
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庭
菜
園
を
や
っ
て
い
る
人
の
電
話
が
多
か
っ
た
。

東
京
新
聞
に
も
載

っ
た
と
い
う
の
に
、
都
内
の

人
か
ら
と
い
う
の
は
ほ
ん
の
十
数
件
。
大
都
会
の

住
環
境
が
い
か
に
緑
と
縁
が
薄
い
も
の
か
、
伺
い

知
れ
る
で
は
な
い
か
。

そ
の
夜
、
小
川
町
の
教
会
で
ク
リ
ス
マ
ス
の
た

め
の
音
楽
会
が
開
か
れ
る
と
い
う
の
で
、
美
登
と

由
香
ち
ゃ
ん
が

一
足
速
く
出
か
け
た
。
後
片
付
け

を
済
ま
せ
た
私
が
家
を
出
た
の
は
、
八
時
半
過
ぎ

だ

っ
た
。
も
う

一
人
の
実
習
生
で
あ
る
巴
君
は
、

何
と
な
く
身
体
の
具
合
が
変
だ
か
ら
、
と
電
話
番

と
し
て
残

っ
た
。

教
会
で
は
ハ
ー
プ
や
リ
コ
ー
ダ
ー
に
よ
る
演
奏

が
終
り
、
各
自
が

一
品
づ
つ
持
ち
寄

っ
た
料
理
類

を
テ
ー
ブ
ル
狭
し
と
敷
き
並
べ
、
乾
杯
も
終
え
、

正
に
宴
こ
れ
か
ら
、
と
い
う
時
で
あ

っ
た
。

着
い
て
す
ぐ
、
カ
レ
ン
ダ
ー
が

一
ヶ
月
足
ら
ず

で
品
切
れ
、
と
い
う
報
告
を
し

一
緒
に
喜
ん
で
頂

い
た
り
し
て
、
十

一
時
半
頃
、
私
は
自
転
車
で
先

に
帰
宅
。
呑
ん
べ
え
組
に
混

っ
て
居
残

っ
た
美
登

と
由
香
ち
ゃ
ん
は
深
夜
、
何
時
に
な
っ
た
事
か
。

さ
て
翌
朝
、
我
々
は
四
人
で
う
さ
ぎ
小
屋
の
前

で
果
然
と
立
ち
尽
く
し
て
い
た
。

金
網
と
い
う
金
網
は
ば
り
ば
り
に
は
が
さ
れ
、

一扉
の
鍵
は
外
さ
れ
、
下
板
が
壊
さ
れ
、
そ
の
辺
り

一
帯
、
兎
の
毛
が
散
ら
ば

っ
て
い
た
。

昨
夜
九
時
頃
、
近
所
の
人
が

″鶏
小
屋
が
さ
わ

が
し
い
″
と
電
話
を
く
れ
た
の
で
、
巴
君
が
駈
け

つ
け
る
と
、
二
匹
の
犬
が
入
り
込
ん
で
い
た
と
い

う
。
追
い
立
て
る
と
逃
げ
て
出
て
い
っ
た
が
、
兎

小
屋
ま
で
は
気
付
か
な
か
っ
た
ら
し
い
。

こ
の
犬
達
は
、
猟
に
来
た
人
が
夜
中
に
放
し
た

猟
犬
ら
し
か
っ
た
。
五
年
前
、
心
な
い
ハ
ン
タ
ー

に
我
家
の
あ
ひ
る
達
が
数
羽
、
打
た
れ
た
こ
と
も

あ
る
。
危
う
く
流
れ
弾
に
当
り
そ
う
に
な

っ
た
人

も
い
る
。

そ
れ
で
も
十
二
羽
の
兎
達
の
内
、
鶏
小
屋
に
逃

げ
入

っ
た
四
羽
が
助
か
っ
た
。

し
か
し
、
警
察
に
届
け
る
べ
き
か
？
　
否
か
？

一
瞬
迷

っ
た
が
、
止
め
に
し
た
。

や
は
り
現
場
を
押
え
ぬ
限
り
、
あ
の

″
カ
ネ
マ

ル
″
で
さ
え
捕
え
ら
れ
ぬ
警
察
だ
も
の
、
鶏

一
羽

兎
八
羽
の
被
害
じ
ゃ
あ
ね
…
…
と
。
電
話
の
音
と

猟
犬
騒
ぎ
で
あ
く
ま
で
賑
々
し
い
師
走
の
明
け
暮

れ
だ

っ
た
。

配
田
翻
闘
一　
い
自
然
食
品
セ
ン
タ
ー
創
業
者

会
長

・
小
林
類
蔵
様
が
１２
月
１６
日
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
９６
歳
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

病気万1人体修理法―原因・症IFll・ 食箋・手当

従来の月例会が変わります〃

正食医学の手引きとなる豊富な症例と手当を

ユーモアをまじえてお話致します。

●時間/18時～20時 ●場所/日本CI協会さ<
らホール ●会費/3,000円 (正会員/2,500FD
●申込み/前日までに電話予約

容03-3469-7631 日本CI協会

2月 13日 (L)成人病―糖尿病、高血圧、

第 1狭心症、心筋梗塞、脳卒中。

T13月 13日 (11)胃 腸の病気―胃炎、胃下

賀1乳 1員盲贅、ビ′
`笙

十ヽジ盪潰瘍。

31喜児翼「蹴猛r駆預孵
ピヽ

ュ 15月 8日 (土 )ガンー 胃、大腸、.F臓、
II肺、子し、子宮、自血病。
ル 16月 12日 (土 )子供の病気一発熱、は じ
力'、 EU参、 71Klご うそう。
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‐２
月
２３
日
、
当
協
会
が
新
体
制
に
な

っ
て
三
度
目
の
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
事
前

に
協
会
職
員
以
外
の
ス
タ
ッ
フ
を
実
行
委
員
に
加
え
て

（全
員
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
）
企
画
し
た
点
で
す
。
そ
の
結
果
、
何
と
参
加
者
が
百
五

十
九
名
に
も
の
ぼ
り
、
２
階
の
さ
く
ら
ホ
ー
ル
は
満
員
御
礼
。
内
容

は
と
言
え
ば
、
９２
年
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
料
理
長
を
務
め
た
松
田

倶
幸
氏
が
パ
ー
テ
ィ
ー
料
理
を
担
当
。
松
田
さ
ん
の
長
兄

・
光
弘
氏

は
ア
メ
リ
カ

ｏ
ボ
ス
ト
ン
で
鍼
灸
の
先
生
を
し
て
お
り
、
次
兄

ｏ
敏

彦
氏
は

″京
都

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
″
を
経
営
、
三
兄

・
晃
旺
氏

は
京
都
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
店

″庵
″
店
主
と
い
う
、
兄

弟
揃

っ
て
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
実
践
家
で
あ
り
、
倶
幸
氏
は
四

男
に
あ
た
り
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

ー
は
、
九
十
二
歳
を
む
か

え
、
ま
す
ま
す
達
者
な
桜

沢
里
真
会
長
の
挨
拶
に
始

ま
り
、
実
行
委
員
代
表
で

Ｃ
Ｉ
協
会
職
員

・
井
上
氏

の
ピ
ア
ノ
演
奏
、
次
に
″
は

じ
め
ま
し
て
ゲ
ー
ム
″
、
渡

辺
栄
三
氏
の

″操
体
法
″

で
頭
と
体
を
リ
ラ

ッ
ク

ス
。
そ
し
て
広
島
か
ら
の

ゲ
ス
ト
、
″
は
が
き
道
″
の

坂
田
成
美
先
生
が
熱
弁
を

ふ
る
い
、
い
よ
い
よ
乾
杯
。

乾
杯

の
音
頭
を
と

っ
た
の

は
、
二
重
県
の
陶
芸
家
、
榎

本
合
歓
さ
ん
。
会
食
が
ス
タ

ー
ト
す
る
と
、
北
海
道
や
岩

手
県
、
八
丈
島
な
ど
全
国
か

ら
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
参
加

者
の
ご
紹
介
。
ア
メ
リ
カ
の

ク
リ
ス
さ
ん
の
マ
ジ
ッ
ク
シ

ョ
ー
を
華
や
か
に
く
り
ひ
ろ

げ
、
ア
フ
リ
カ
の
ダ

ニ
エ
ル

さ
ん
が
圧
力
鋼
の
御
礼
と
協

力
要
請
。
吉
祥
寺
の
小
児
科

医
、
真
弓
定
夫
先
生
の
歌
。

最
後
に
日
本
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
医
学
協
会
の
寺
山
心

一
翁

く
ま
ず
は
リ
ラ

ッ
ク

ス
…

さ
ん
の
チ
ェ
ロ
演
奏
。
途
中
、
１２
月
に
全
国

一
斉
発
売
さ
れ
た
雑
誌

『
ア
ネ
モ
ネ
』
の
編
集
長
、
中
尾
さ
ん
の
ご
挨
拶
や
、
音
楽
プ
ロ
デ

ュ

ー
サ
ー
の
菊
地
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
、
飛
び
入
り
も
多
数
あ
り
、

大
変
盛
り
だ
く
さ
ん
な
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

帰
路
に
つ
か
れ
る
参
加
者
の
声
を
聞
い
て
み
る
と
、
「
あ

っ
と
い
う

間
に
３
時
間
が
過
ぎ
ち
ゃ
っ
た
Ｌ
暗
か
っ
た
Ｃ
Ｉ
が
こ
ん
な
に
明
る

く
な
る
な
ん
て
」
天
フ
度
は
友
達
を
誘

っ
て
来
ま
す
」
「食
事
が
と
て

も
お
い
し
か
っ
た
」
等
、
く
す
ぐ

っ
た
く
な
る
よ
う
な
返
事
が
戻

っ

て
来
ま
し
た
。
こ
の
ノ
リ
な
ら
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
よ
る
異

業
種
交
流
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
回
は
ぜ
ひ
皆
様
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ご
参
加
下
さ
い
。



使いわけておいしさのハーモニー

小豆島・寒霞渓の岩

清水 を受けた純粋な水に

て、古来より何代にもわたっ

て天然醸造されていた純工醤油。

無晨薬萩培の九大豆とえ小麦の

麹にて何年もの月日を経過。そ

の円熟したものは多量の ミネラ

ルを含有し、芳香、色沢よくコ

クのある、世界に稀なる調味料

です。 どうぞご愛用ください。

昔ながらの味と香 り……

(1.ン )(0.9′ )(610m′ )(360m′ )

発売元(株)純正食品マリレシマ
広島県尾道市東尾道 9番地 2●0848(20)2506

製造元 丸島醤油株式会社
香川県小豆郡内海町神懸通甲881番地

半断食 “宿便とり"

体質改善の決め手研修

大森英桜、牧内泰道先生直接指導…自然の中の広大なる“気がいっぱい"の スバ

ラシイ道場。経験あるベテランスタッフの親身な奉仕で「人生もう一度飛び出そ

う」してみませんか。

●まず毎月 1～ 8日 の研修合宿に来て下さい。

指導者養成 コース

●道場をやりたい人 (自宅を支部道場として経営可)

●根本的に体質改善をして自立したい人

「気を変えれば人生が変る」(牧内泰道者、現

代書林発行、定価1,100円 )の本注文の方へ「半

断食」健友館、定価980円 )無料進呈中。送料共

2冊1,480円 (切手可)同封の上申込み下さい。

勝 棚 塞 リフレッシュ学園
〒376群馬県桐生市宮本町4-6-1 容0277(45)3001



連
載

子
育
て
文
化
考
１２

伝
統
を
学
び
、
感
受
性
を
磨
く

日
本

Ｃ
Ｉ
受

〓
母
子
教
室

王ヽ
宰

澤

田

美

也

子

９２
年
３
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
母
子
教
室
は
、
毎

回
歌
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
Ｃ
Ｉ
協
会
の
さ
く
ら
ホ

ー
ル
に
は
今
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
あ

っ
て
、
素

晴
ら
し
い
ピ
ア
ニ
ス
ト

・
井
上
雅
文
さ
ん

（Ｃ
Ｉ

協
会
職
員
）
が
伴
奏
を
弾
い
て
下
さ
い
ま
す
。い

す

み

十
数
名
の
お
母
さ
ん
達
の
中
に
、
千
葉
県
夷
隅

郡
か
ら
大
き
な
荷
物
を
両
手
に
持
ち
、
遥
子
ち
ゃ

ん
を
背
負

っ
て
、
片
道
３
時
間
か
け
て
参
加
さ
れ

る
秋
場
さ
ん
が
い
ま
す
。

１０
月
～
Ｈ
月
に
歌

っ
た
秋
の
う
た
の
中

の

一

曲
、
″里
の
秋
″
を
遥
子
ち
ゃ
ん
は
気
に
入

っ
た
よ

う
で
す
。　
一
人
あ
そ
び
を
し
て
い
た
遥
子
ち
ゃ
ん

は
、
ピ
ア
ノ
が
鳴
る
と
す
ぐ
に
お
母
さ
ん
の
膝
に

の
り
、
お
母
さ
ん
の
首
に
両
手
を
ま
わ
し
て
胸
に

顔
を
そ
っ
と
寄
せ
、
お
母
さ
ん
と

一
体
に
な

っ
て
、

″里
の
秋
″
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
姿
に
涙
が
出
る
ほ
ど
感
動
し
、
励
ま
さ
れ

ま
し
た
。
幼
い
頃
、
長
姉
が
童
謡
を
回
ず
さ
み
な

が
ら
台
所
の
片
づ
け
を
し
て
い
た
の
を
、
い
つ
も

聞

い
て
育

っ
た
自
分
の
姿
と
重
な

っ
た
か
ら
で

す
。秋

場
さ
ん
と
は
反
対
に
、
Ｃ
Ｉ
に
ほ
ど
近
い
新

宿
か
ら
参
加
し
て
下
さ
る
谷
頭
さ
ん
母
子
が
い
ま

す
。
舌
小
帯
を
切

っ
て
母
乳
が
呑
め
る
よ
う
に
な

っ
た
野
秋
く
ん
は
、
身
体
の
大
き
な
赤
ち
ゃ
ん
で

す
。
歌
い
な
が
ら
メ
ン
バ
ー
が
揃
う
の
を
待

っ
て

い
る
時
、
身
体
を
ゆ
す

っ
て
リ
ズ
ム
を
と
り
ま
す
。

速
い
テ
ン
ポ
に
な
る
と
立
ち
上
が

っ
て
机
に
つ
か

ま
り
、
お
し
り
を
ふ
り
ふ
リ
リ
ズ
ム
を
と
り
ま
す
。

母
子
教
室
で
、
３
月
か
ら
歌

っ
た
曲
は
百
数
十

曲
に
な
り
ま
す
。
お
母
さ
ん
が
、
自
分
の
声
で
歌

っ
て
あ
げ
る
こ
と
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
「
日
本

の
う
た
」
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
方
法
だ
と

信
じ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ん
な
に
ほ
の
ぼ
の
と
ほ

ほ
え
ま
し
い
情
景
を
見
る
と
、
幼
い
子
ど
も
達
が

″う
た
″
の
く
つ
ろ
ぎ
や
安
ら
ぎ
を
受
け
と
め
て
く



れ
た
と
感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

歌
う
こ
と
は
笑
う
こ
と
と
同
じ
様
に
、
リ
ン
パ

管
や
リ
ン
パ
腺
を
刺
激
し
て
リ
ン
パ
液
を
静
脈
の

中
に
浸
透
さ
せ
て
排
毒
す
る
健
康
法
と
も
言
え
ま

す
。
図
の
よ
う
に
、
内
臓
の
入
回
と
出
回
の
ま
わ

り
に
巧
み
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
リ
ン
パ
管
は
、

リ
ン
パ
液
を
枕
の
よ
う
に
溜
め
込
ん
で
い
ま
す
。

何
も
し
な
け
れ
ば
毒
素
は
ず

っ
と
身
体
の
中
に
居

す
わ
り
、
第
二
の
便
秘
と
呼
ば
れ
る
状
態
か
ら
、

気
の
病
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

歌
や
笑
い
が
、
外
的
に
備
え
て
リ
ン
パ
液
を
絶

え
ず
浄
化
し
て
お
く
わ
け
で
す
。
子
ど
も
達
の
遊

ぶ
姿
や
仕
草
の
中
に
、
笑
い
や
涙
が
感
動
と
共
に

送
ら
れ
て
来
ま
す
。

９２
年
Ｈ
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
は
、
音
と
言
葉
を

楽
し
む
劇
あ
そ
び

「ブ
レ
ー
メ
ン
の
音
楽
隊
」
を
、

ピ
ア
ノ
の
音
に
乗

っ
て
即
興
で
楽
し
み
ま
し
た
。

手
作
り
の
お
面
を
か
ぶ
れ
ば
も
う
そ
の
気
に
な
れ

る
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
。
台
本
と
譜
面
を
持

っ
て
、

母
子
全
員
で
上
演
し
ま
し
た
。

最
後
に
手
作
り
の

一
品
料
理
を
持
ち
寄

っ
て
テ

ー
ブ
ル
に
並
べ
、
食
べ
き
れ
な
い
程
た
く
さ
ん
の

料
理
で

一
杯
に
な
り
ま
し
た
。
大
人
は
坐
り
こ
ん

で
お
腹

一
杯
食
べ
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達
は
適
量

食
べ
る
と
仲
良
く
あ
そ
び
始
め
ま
し
た
。

若
い
お
母
さ
ん
達
の
グ
ル
ー
プ
作
り
の
上
手
な

こ
と
に
も
驚
き
ま
し
た
。
田
中
さ
ん
の
音
頭
で
会

場
の
飾
り
つ
け
準
備
に
始
ま
り
、
サ
ン
タ
の
絵
を

描
い
て
く
れ
た
今
野
さ
ん
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
入
れ

る
封
筒
を
作

っ
て
く
れ
た
佐
川
さ
ん
、
お
面
作
り

を
し
た
伊
藤
さ
ん
…
…
。
当
日
は
い
つ
も
よ
り

一

時
間
も
早
く
来
て
皆
の
手
で
創

っ
た
ク
リ
ス
マ
ス

会
は
大
成
功
で
し
た
。
Ｃ
Ｉ
協
会
の
さ
く
ら
ホ
ー

ル
が
幼
な
子
た
ち
の
テ
リ
ト
リ
ー
と
な
り
ま
し

た
。和

し
て
い
く
こ
と
の
楽
し
み
、
他
人
の
た
め
に
、

生
活
す
る
楽
し
み
も
味

わ
う

こ
と
が

で
き
ま
し

た
。
子
ど
も
達
と

一
体
と
な
る
こ
と
が
最
高
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
で
す
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ツ
ク
研
修
生
募
集
″

期
間
／
４
か
月
（継
続
可
）

募
集
定
員
／
男

女
若
干
名
　
給
与
／
月
額
１０
万
円

（交
通
費

別
途
支
給
、食
事
付
）

勤
務
時
間
／
９
時

～
５
時
３０
分
（遅
番
有
り
）

申
込
み
／
電
話

連
絡
の
上
履
歴
書
を
ご
持
参
下
さ
い
。
な
０

３
・３
４
６
９
ｏ７
６
３
１
　
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

リンパ系の重要

ポイントと分布

■F~Fll
リンパ

"



子
供
に
ケ
ガ
は
つ
き
も
の
で
す
が
、
傷
回
の
処

置
で
い
つ
も
思
う
の
は
、
小
さ
な
す
り
傷
、
切
り

傷
な
ら
少
々
痛
が
っ
て
も
、
き
れ
い
な
水
で
洗
い

流
す
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。
思
い
き
っ
て

ゴ
シ
ゴ
シ
と
泥
な
ど
を
洗
い
流
し
て
や
る
と
、
消

毒
薬
を
つ
け
る
よ
り
よ
ほ
ど
清
潔
な
気
が
し
ま

す
。学
校
で
ケ
ガ
を
し
て
簡
単
な
処
置
を
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
往
々
に
し
て
、
泥

が
残

っ
た
ま
ま
消
毒
し
て
、
バ
ン
ソ
ウ
コ
ウ
を
貼

っ
て
よ
し
、
と
い
う
や
り
方
で
び

っ
く
り
し
、
薬

の
神
話
が
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

少
々
の
傷
な
ら
よ
く
洗

っ
て
さ
え
お
け
ば
、
何

か
つ
け
た
リ
バ
ン
ソ
ウ
コ
ウ
で
保
護
し
た
り
し
な

く
て
も
治

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
子
供
の
気
が
済
ま

な
い
よ
う
な
ら
、
キ
ハ
ダ
の
粉
を
ふ
っ
て
、
キ
ズ

判
を
貼

っ
て
あ
げ
ま
す
。
小
さ
い
子
な
ら
傷
の
上

か
ら
お
手
当
て
を
し
て
、
「痛
い
の
痛
い
の
飛
ん
で

行
け
～
」
と
言
う
と
、
コ
ロ
ッ
と
痛
み
も
消
え
る

よ
う
で
す
。

ひ
ざ
小
僧
の
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ケ
ガ
か

ら
、
初
め
の
処
置
が
悪
か
っ
た
の
か

（汚
れ
た
ま

ま
、
オ
キ
シ
フ
ル
で
消
毒
）
、
太
腿
か
ら
足
の
付
け

根
の
リ
ン
パ
腺
に
か
け
て
、
ひ
ど
く
腫
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

見
た
目
は
け
っ
こ
う
深
い
傷
で
し
た
が
、
舗
装

さ
れ
た
道
路
で
小
走
り
程
度
で
こ
ろ
ん
だ
傷
だ
か

ら
、
大
し
た
こ
と
は
な
い
と
タ
カ
を
く
く

っ
て
い

た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
３
～
４
日
後
少
し
膿
ん
で

い
る
の
に
気
づ
き
、
ウ
ミ
を
出
し
て
キ
ハ
ダ
の
粉

を
ふ
っ
て
お
き
ま
し
た

（キ
ハ
ダ
は
胃
腸
薬
に
な

っ
て
い
ま
す
が
殺
菌
作
用
が
あ
る
の
で
、
ケ
ガ
に

ふ
っ
た
り
打
撲
の
時
は
小
麦
粉
と

一
緒
に
ね
っ
て

湿
布
を
し
た
り
し
ま
す
）。

そ
の
後
、
よ
く
な
っ
た
よ
う
な
傷
国
の
状
態
だ

っ
た
の
で
す
が
、
ま
た
少
し
腫
れ
て
き
た
の
で
も

う

一
度
ウ
ミ
を
出
し
て
マ
ム
シ
の
皮
を
貼
り
ま
し

た

（大
島
に
生
息
す
る
マ
ム
シ
の
皮
を
は
い
で
干

し
た
も
の
で
、
ウ
ミ
を
よ
く
吸
い
出
し
、
傷
を
早

く
治
し
て
く
れ
ま
す
）
。

と
こ
ろ
が
翌
朝
に
は
リ
ン
パ
腺
が
腫
れ
出
し
、

傷
の
回
り
の
赤
味
も
広
が

っ
た
の
で
、
ふ
さ
が
っ

た
傷
口
を
な
ん
と
か
開
か
な
い
と
ウ
ミ
が
出
せ
な

い
と
思
い
、
ド
ク
ダ
ミ
の
葉
を
焼
い
て
貼

っ
て
み

ま
し
た

（ド
ク
ダ
ミ
の
葉
を
ぬ
れ
た
新
聞
紙
に
包

ん
で
直
火
で
あ
ぶ
り
、
中
の
ド
ク
ダ
ミ
が
し
ん
な

り
し
た
と
こ
ろ
を
オ
デ
キ
な
ど
に
貼
る
と
、
日
が

づ

■

１

■
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ｒ

子
育
て
日
記
か
ら

坂
本
規
容
子



開
い
て
ウ
ミ
が
出
て
き
ま
す
）
。
２
～
３
回
ド
ク
ダ

ミ
の
葉
を
取
り
替
え
て
み
ま
し
た
が
、　
一
向
に
口

が
開
き
ま
せ
ん
。
子
供
は
熱
と
腫
れ
で
痛
が
り
、

歩
く
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
父
親
が
潟
血

用
の
ハ
リ
で
な
ん
と
か
突
発
口
を
作
ろ
う
と
し
ま

し
た
が
、
ウ
ミ
は
ほ
ん
の
少
し
し
か
出
せ
ま
せ
ん
。

大
変
な
こ
と
に
な

っ
た
と
思
い
、
ド
ジ
ョ
ウ
の

湿
布
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
幸

い
に
川
魚
の
店
は
多
い
町
だ

っ
た
の
で
、
ド
ジ
ョ

ウ
屋
さ
ん
に
駆
け
込
ん
で
訳
を
話
す
と
、
あ
い
に

く
、
裂
い
て
貼
れ
る
よ
う
な
大
き
さ
の
も
の
は
な

い
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
ご
主
人
が

「
コ
イ
の

皮
な
ら
あ
る
よ
。
コ
イ
の
皮
は
ど
ん
な
熱
で
も
す

ぐ
取

っ
ち
ま
う

っ
て
、
お
じ
い
さ
ん
が
音
よ
く
言

っ
て
た
」
と
言
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ち
ょ
う
ど
皮
を
は
い
で
流
し
の
三
角

コ
ー
ナ
ー

に
放
り
投
げ
ら
れ
た
ば
か
り
の
も
の
を
あ
り
が
た

く
頂
載
し
、
早
速
子
供
の
傷
口
と
リ
ン
パ
の
腫
れ

た
部
分
に
貼
り

（皮
の
表
側
を
皮
膚
に
つ
け
る
）
、

布
で
ぐ
る
ぐ
る
巻
い
て
お
き
ま
し
た
。

あ
ん
な
に
熱
を
持

っ
て
腫
れ
あ
が

っ
て
い
た
足

が
、
翌
朝
に
は
な
ん
と
か
歩
け
る
位
に
熱
も
腫
れ

も
ひ
き
、
こ
の
威
力
に
は
た
だ
た
だ
び

っ
く
り
し

ま
し
た
。
実
家
で
は
両
親
が
ひ
ど
く
心
配
し
、
病

院

へ
連
れ
て
行
か
な
く
て
大
丈
夫
か
と
責
め
ら
れ

て
い
た
の
で
す
が
、
で
き
る
限
り
抗
生
物
質
な
ど

は
使
い
た
く
な
い
と
い
う
強
い
願
い
が
あ
り
、
な

ん
と
か
害
の
な
い
方
法
で
経
過
さ
せ
た
い
と
必
死

の
思
い
で
し
た
。
親
子
ゲ
ン
カ
に
ま
で
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
コ
イ
パ
ス
タ
ー
の
お
か
げ
で
窮
地
を

切
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
芋
パ
ス
タ
ー
に
切
り
替
え
、
２
～
３
日

で
治
り
ま
し
た
。

こ
の
記
録
は
、
長
女
が
お
な
か
の
中
に
い
た
時

か
ら
毎
日
欠
か
さ
ず

つ
け
て
い
る
日
記
に
書
か
れ

て
い
た
も
の
を
、
読
み
返
し
な
が
ら
書
き
ま
し
た
。

日
々
に
食
べ
た
も
の
、
体
調
、
主
な
出
来
事
、
心

に
残

っ
た
こ
と
な
ど
を
記
し
て
お
く
の
で
す
が
、

特
に
妊
娠
中
の
こ
と
や
子
育
て
な
ど
で
、
上
の
子

の
時
は
ど
う
だ

っ
た
か
と
、
と
て
も
参
考
に
な

っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
産
み
、
育
て

て
い
く
お
母
さ
ん
方
に
、
ぜ
ひ
こ
の
よ
う
な
日
記

を
つ
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

食
と
体
調
の
関
係
や
、
過
去
何
年
間
か
の
食
の

移
り
変
わ
り
、
傾
向
等
が
分
か
り
や
す
く
面
白
い

で
す
。
我
家
の
子
供
達
は
ち
ょ
う
ど
同
じ
年
く
ら

い
に
、
同
じ
よ
う
な
体
験

（発
熱
や
下
痢
等
）
を

し
て
い
ま
す
。

一̈̈
一同］一̈時̈轟約［一］一̈略］

うまざと健康をかたる日
―玄米を熟知する者がなせる技―
そこから生 まれたのが玄米シリーズです。

無
農
薬
米
か
ら
。

『玄米クリ

『玄米餅』0

『玄米粥』・

―ム』・留笥艦膨確A,〒К髯す。
・ ・ ・鬼3畜歪らξリトよ]χ pあ

る

・ 。 ・見総た頑誉傷澪雪し鬼P収
の良い
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八
月
号
・田
村
氏
、十
一
月
号
・坂
本
氏
の

投
稿
文
を
読
ん
で

棗

需

観
募

卍

職

須

永

晃

仁

『新
し
き
世
界

へ
』
八
月
号
の
田
村
氏
、
十

一
月

号
の
坂
本
氏
の
投
稿
文
を
読
ま
せ
て
頂
き
、
私
も

少
し
感
じ
る
所
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
駄
文
送
付

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
真
言
宗
の
僧
で
、
宗
教
者
と
し
て
、　
一
児

の
親
と
し
て
、食
養
に
つ
い
て
は
大
変
関
心
を
持

っ

て
お
り
ま
す
。
御
存
じ
の
よ
う
に
、
僧
侶
の
修
行
道

場
で
の
食
生
活
は
所
謂
精
進
料
理
で
す
。
と
は
い

っ
て
も
、
現
在
で
は
普
通
の
食
事
か
ら
単
に
肉
魚
な

ど
の
な
ま
ぐ
さ
と
言
わ
れ
る
も
の
を
除
い
た
だ
け

の
も
の
で
、
修
行
僧
の
心
身
を
本
当
に
考
え
ら
れ

て
い
る
か
ど
う
か
は
疑
間
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
食
事

を
作

っ
て
く
だ
さ
る
当
番
僧
や
係
の
方
々
は
心
を

こ
め
て
作

っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
が
い
た
道
場
で
は
、
朝
は
白
米
の
お
粥
さ
ん

と
梅
干
し
、
昼
は
白
米
の
御
飯
と

一
品
の
お
か
ず

（野
菜
や
高
野
豆
腐
な
ど
の
煮
物
が
主
）
、
時
折
お

そ
ば
や
井
物
、
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

具
は
お
あ
げ
と
コ
ン
ニ
ャ
ク
が
主
で
、
胡
麻
豆
腐

等
が
つ
く
時
も
あ
り
ま
す
。
五
辛
と
い
わ
れ
る
野

菜
も
と
ら
ず
、
な
る
べ
く
精
を
つ
け
な
い
よ
う
に

と
い
う
食
事
だ
と
思
い
ま
す
。
観
光
寺
院
や
宿
坊

な
ど
で
は
二
の
膳
、
三
の
膳
ま
で
あ
る
豪
華
な
精

進
懐
石
が
食
べ
ら
れ
ま
す
が
、
行
者
の
食
事
は
質

素
な
も
の
で
す
。
行
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
よ

っ
て

は
、
そ
ば
粉
だ
け
の
行
も
あ
り
、
個
人
の
判
断
で

断
食
も
し
ま
す
。

そ
の
頃
の
私
は
ま
だ
食
養
と
い
う
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
粗
食
と
断
食
に
よ
る
頭
の

活
性
化
や
心
身
の
浄
化
、
毒
素
の
排
泄
な
ど
感
じ

た
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
当
た
り
前
の
こ
と

で
す
が
、
飲
ま
な
い
・
食
べ
な
い
と
人
間
は
死
ん

で
し
ま
う
ん
だ
な
、
と
い
う
こ
と
も
身
体
で
感
じ

ま
し
た
。
今
思
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
食
事
が
お
い

し
か
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
大
切
な
事
な
の
で

は
な
い
か
と
思

っ
て
い
ま
す
。

火

入

れ

を

し

て

い
な

い

″
海

の

精

″

生
し
ぼ
り
し
ょ
う
ゆ

手
づ
く
り

い

き生
し
ょ
う
ゆ

1′

1,180F3

発 売 元

一① ォーサヮヵ バン株式会社
東京都板橋区小茂根 5-4 日関-3958-7112

国
内
産
無
農
薬
丸
大
豆

・
丸
小
麦

と
自
然
海
塩

″海
の
精
″
を
原
料

に
、
木
樽
で
二
夏
じ
っ
く
り
熟
成

さ
せ
た
天
然
醸
造
し
ょ
う
ゆ
。

火
入
れ
を
し
て
い
な
い
の
で
、
酵

母
や
乳
酸
菌
が
生
き
て
い
ま
す
。



道
場
を
下
山
し
て
か
ら
、
桜
沢
先
生
の
本
や
自

然
食

・
有
機
農
法
の
グ
ル
ー
プ
の
方
々
、
福
岡
正

信
さ
ん
の
本
、
い
ろ
い
ろ
な
所
の
行
者
さ
ん
た
ち

の
話
を
見
聞
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
、
玄

米
菜
食
の
生
活
に
親
し
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

時
折
、
外
食
も
し
ま
す
し
、
お
酒
も
い
た
だ
き
ま

す
。
僧
と
し
て
も
色
々
な
場
に
出
れ
ば
、
布
施
と

し
て
い
た
だ
く
食
事
を
断
れ
な
い
自
分
に
悩
む
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
桜
沢
先
生
の

「玄
米
に
は
不
思

議
な
力
が
あ
る
」
と
い
う
言
葉
に
は
随
分
と
感
じ

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
食
養
や
正
食
と
い
う
に

は
中
途
半
端
な
食
生
活
で
あ
り
ま
す
が
、
妻
子

共
々
玄
米
の
生
活
に
な

っ
て
心
身
の
好
調
さ
に
は

感
動
し
て
い
ま
す
。
陰
陽
の
理
論
は
少
々
難
し
い

と
は
思
い
ま
す
が
、
身
土
不
二
と
か

一
物
全
体
と

い
う
の
は
誰
に
対
し
て
も
説
得
力
の
あ
る
考
え
方

だ
と
思
い
ま
す
し
非
常
に
仏
教
的
で
も
あ
り
ま
す
。

私
自
身
、
陰
陽
や
無
双
原
理
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ

ィ
ッ
ク
と
い
う
も
の
を
ど
こ
ま
で
理
解
し
て
い
る

か
は
心
も
と
な
い
の
で
す
が
、
宗
教
者
と
し
て
の

さ
と
り
や
、
親
と
し
て
の
健
康
や
幸
せ

へ
の
感
謝

（こ
の
二
つ
も
不
二
と
思
い
ま
す
）
に
と
っ
て
食
養

や
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
大
変
力
の
あ
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
明
日
に
で
も
私
や
妻
子
が
病
気

・
事
故
に
あ

っ
た
時
、
そ
れ
で
も
玄
米
の
不
思
議

な
力
に
思
い
を
寄
せ
て
い
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
は

少
々
悩
み
ま
す
が
、
仏
教
も
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ

ク
も
実
践
的

・
体
験
的
な
も
の
で
あ

っ
て
、
自
然

や
宇
宙
の
サ
イ
ク
ル
と
調
和
し
た
生
活
を
し
て
い

な
い
と
、
私
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
の
方
は
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
玄
米
を
食
べ
て
い
る
だ
け

で

「変
わ
っ
て
る
ね
」
と
か
、
芋
パ
ス
タ
で
痛
み

を
治
し
た
と
言
う
と
驚
か
れ
た
と
い
う
の
が

一
般

的
で
す
か
ら
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
が
誤
解
さ

れ
な
い
よ
う
に
す
る
の
は
理
論
で
は
難
し
い
世
の

中
の
よ
う
で
す
。

私
が
い
ま

一
番
感
じ
て
い
る
の
は
、
自
米
よ
り

玄
米
の
方
が
お
い
し
い
、
お
肉
よ
り
野
菜
の
方
が

お
い
し
い
、
無
双
原
理
や

『新
し
き
世
界

へ
』
は

面
白
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
よ
く
お
坊
さ
ん
の
修

行
は
大
変
で
す
ね
、
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
私
は
仏

教
の
行
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
弘
法
大
師
も
修
行

と
い
う
も
の
を
自
然
と
の

一
体
と
感
じ
、
喜
々
と

し
て
楽
し
ま
れ
た
様
子
が
伺
わ
れ
ま
す
。
食
が
戒

で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
素
敵
な
こ
と

が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
、
憧
れ
て
い
る
神
々
や

完
全
な
健
康
に
会
え
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
考
え

て
い
る
と
と
て
も
楽
し
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
ど

ん
な
世
界
で
も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
時
間
と

と
も
に
人
間
は
理
屈

っ
ぼ
く
な

っ
た
り
、
論
理
の

方
を
重
要
視
し
た
り
し
ま
す
。
理
論
の
全
く
な
い

実
践
は
狂
信
的
に
な
り
危
険
が
あ
り
ま
す
が
、
基

オガクズ温浴と酵素断食の

佐賀体質改善センター
毎月1日 から10日 までの10日 間以上。

60種類の植物を熟成発酵させた

無添加の “寿光泉酵素"を使った

合宿による半断食で

体質改善をしてみませんか。

費用は10日 間で15万円か ら20万円。

佐賀駅バスセンターから二俣行バスに乗車

し、城北団地前で下車、歩いて 3分。
佐賀駅北口からタクシーで10分。

―

お問い合わせは下言己ヘ

ーマクロビオティック佐賀

エリカ 健康スタジオ
佐賀市高木瀬東5-21-13幻m952(31)1394



本
的
に
は
、
楽
し
い
と
か
お
い
し
い
と
か
を
感
じ

る
心
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
飾
ら
ず
に
、
そ
の
ま
ん
ま
で
い
る
と
い
う

こ
と
が
身
土
不
二
で
も
あ
り
、
陰
陽
の
基
本
で
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

様
々
な
ア
プ

ロ
ー
チ
で
仏
教
に
接
す
る
方
が
い

ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
さ
と
り
や
し
あ
わ
せ
と
い
う

山
に
登
る
の
に
ど
の
登
山
道
を
通

っ
て
も
良
い
の

で
す
が
、
ど
う
し
て
も
仏
教
の
嫌
い
な
人
や
、
他

の
宗
教
を
熱
心
に
信
仰
し
て
い
る
方
に
私
は
布
教

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
大
森
先
生
が
以
前
、

神
が
決
め
た
病
人
を
治
し
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
、

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
人
の
数
だ
け
病
の
症

状
が
あ
り
、
人
の
心
の
数
だ
け
神
や
仏
が
い
ま
す
。

人
の
数
だ
け
食
の
感
性
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
玄
米
を
食
べ
る
よ
う
に

な
り
、
そ
う
で
な
い
人
を
諦
観
し
て
い
て
は
い
け

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
い
う
の
は
や
は
り
、

自
分
本
位
な
の
で
し
ょ
う
か
。
宇
宙
の
秩
序
や
世

界
の
平
和
に
反
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

食
事
も
所
謂
煩
悩
で
す
。
も

っ
と
お
い
し
い
も

の
が
食
べ
た
い
、
も

っ
と
沢
山
食
べ
た
い
、
誰
に

で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
も
う
食
べ
る
こ
と
し
か

楽
し
み
が
な
い
と
い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

な
に
を
食
べ
て
も
人
に
迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
か

ら
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
人
も
多
い
で
す
。
こ

う
い
う
人
の
意
識
改
革
は
必
要
だ
と
は
思
い
ま
す

が
、
陰
陽
の
大
極
と
か
神
の
レ
ベ
ル
で
は
ど
う
な

の
で
し
ょ
う
か
。
食
の
煩
悩
は
大
き
な
煩
悩
、
例

え
ば
地
球
み
ん
な
が
お
い
し
い
も
の
を
沢
山
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
と
か
、
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
み
ん

な
が
幸
せ
に
な

っ
て
欲
し
い
と
か
い
う
欲
に
か
え

ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う
い
う
こ
と
に
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
は
非
常
に
貢
献
す
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
宗
教
に
は
機
根
と
い
っ
て
、
そ
の
人
に
あ

っ
た
宗
教
的
資
質
と
い
う
も
の
を
考
え
ま
す
。
機

根
に
応
じ
て
教
え
が
沢
山
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
の

人
に
応
じ
た
食
と
い
う
も
の
も
あ
る
は
ず
で
す
。

私
の
よ
う
な
食
養

へ
の
接
し
か
た
は
正
し
く
な

い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
お
坊
さ
ん
は
健
康
で

す
ね
」
と
言
わ
れ
た
時
、
信
仰
の
生
活
を
し
て
い

る
か
ら
、

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の
生
活
を
し
て

い
る
か
ら
と
、
お
話
し
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
次

第
で
す
。

△
口
営
一

★
三
重
県
志
摩
の
陶
房

〃
き
ま
ぶ
り
″
の

榎
本
合
歓
様
よ
り
、
湯
呑
み
茶
碗
を
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
　
　
　
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

自然農法農産物
●自然農法産米,もち米,雑穀,野菜,果物

天然海産物
●海藻乾物,半生塩乾物

無添カロカロエ食品
●調味料,菓子類,ジュース類,漬物

″曇業生責夫薇二会
〒031 青森県八戸市根城白山平21-10八戸

'嗣

i基地内

事務局 株式会社 安保商会
80178(27)5510什O   FAX口178(27)1313ぐD



田舎 そば
●北東,ヒ地方で契約栽培された

無晨薬玄そば を低速低温製粉

した、風味の良いそば粉 6割

と南部地粉使用の太打ち麺。

250g  380円

風味豊かな

国内産そば粉、地粉

100%使用

発売元①オーサヮジャバン株式会社
東京都板橋区小茂根5-4803-3958-7112
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井
戸
端
会
議
室

０
フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
用
化
を
／

今
迄
、
様
々
な
書
物
を
読
ん
で
き
ま
し
た
が
、

つ
い
に
桜
沢
先
生
に
め
ぐ
り
逢
え
た
こ
と
は
本
当

に
幸
運
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
マ
ク
ロ

ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
を
実
践
し
よ
う
と
手
さ
ぐ
り
の
状

態
で
す
が
、　
一
生
続
け
て
い
く
こ
と
が
出
来
た
ら

よ
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
を
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
変
え
る
為
に
は
、
食
物

の
み
な
ら
ず

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
そ
の
他
諸
々
の
問
題

を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
点
貴

誌
は
、
フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
霊
魂
と
い
っ
た

一

見
食
養
と
は
無
関
係
な
分
野
に
ま
で
言
及
さ
れ
て

の

い
て
素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。
私
は

一
日
も
早
く
フ

リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
実
用
化
さ
れ
る
の
を
望
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
充
実
し
た
話
題
を
提
供
し

て
下
さ
い
。
　

（熊
本
県
　
井
上
真
二
　
３５
歳
）

◆
フ
リ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー

（以
下
Ｆ

。
Ｅ
）
が
両
刃

の
剣
で
あ
る
こ
と
を
こ
存
知
で
し
ょ
う
か
。
Ｆ

。

巨
が
実
用
化
さ
れ
、
も
し
軍
事
利
用
さ
れ
た
ら

…
…
。
Ｆ

・
巨
の
登
場
は
同
時
に
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の

解
消
も
含
め
た
判
断
力
の
向
上
が
不
可
欠
で
す
。

Ｏ
食
養

っ
子
は
育
て
や
す
い
／

食
養
を
始
め
、
五
年
ぶ
り
に
出
来
た
第
二
子
を

八
月
に
出
産
し
ま
し
た
。
き
っ
ち
り
正
食
を
し
て

読者 サ ロン

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
食
養

っ
子
は
育
て
や
す

い
な
―
、
と
思

っ
て
い
ま
す
。
『新
し
き
世
界

へ
』
、

こ
の
頃
お
も
し
ろ
く
、
Ｃ
Ｉ
協
会
に
も
顔
を
出
し

た
い
と
思
う
の
で
す
が
、
遠
い
の
が
行
け
な
い
理

由
か
ナ
。　
　
　
盆
（庫
県
　
山
本
光
代
　
３３
歳
）

◆
お
子
さ
ん
誕
生
お
め
で
と
う
。
男
の
子
か
な
？

女
の
子
か
な
？
　
協
会
ま
で
来
館
さ
れ
る
の
が
無

理
な
ら
、
ぜ
ひ
、
育
児
日
誌
と
か
子
育
て
奮
戦
記

等
、
お
よ
せ
下
さ
い
。
お
母
さ
ん
の
問
題
は
全
世

界
共
通
で
す
。
よ
ろ
し
く
ネ
。

０
自
分
に
出
来
る
仕
事
を
…
…

玄
米
を
食
す
る
よ
う
に
な

っ
て
二
年
半
、
肉

・

魚

。
砂
糖
等
を
食
べ
な
く
な
っ
て

一
年
半
位
経
ち

ま
し
た
。
お
陰
で
体
は
軽
く
、
体
調
が
と
っ
て
も

良
く
感
じ
ら
れ
ま
す

（お
酒
は
ま
だ
や
め
ら
れ
ま

せ
ん
が
）。
考
え
方
や
感
じ
方
が
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

な
り
、
そ
の
反
面
、
仕
事
に
対
す
る
意
欲
が
失
せ

て
き
ま
し
た
（不
況
の
影
響
も
あ
り
ま
す
が
）
。
今

は
自
分
に
出
来
る
他
の
仕
事
を
探
し
て
い
ま
す
。

以
前
ラ
ジ
オ
で
、
レ
オ
ナ
ル
ド

・
ダ
ヴ
ィ
ン
チ

も
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
だ

っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
現
在

活
躍
し
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
中
に
も
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？

（川
越
市
　
田
中
邦
夫
　
４２
歳
）

◆
昨
年
の
本
誌
４
月
号
で
掲
載
し
た
ロ
ッ
ク
バ
ン

ド

〃イ
エ
ス
〃
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
。八
ウ
や
ジ
∃
ン
・

デ
ン
バ
ー
は
有
名
で
す
ネ
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
は
ベ

ル
リ
ン
フ
ィ
ル
の
ビ
オ
ラ
奏
者
と
バ
イ
オ
リ
ニ
ス

ト
が
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
実
践
中
で
す
。

０
有
機
農
法
や
っ
て
い
ま
す
／

有
機
農
法
で
野
菜
作
り
十
二
年
、
米
は
八
年
に

な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
農
薬

・
化
学
肥
料
は

一

切
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
。
有
機
農
法
か
ら
食
品
添

加
物
、
そ
し
て
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ッ
ク
に
た
ど
り

着
き
ま
し
た
。
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
は
こ
れ
か

ら
だ
と
思

っ
て
勉
強
し
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。
色
々
と
話
せ
る
同
志
の
方
、
ご
連
絡
下
さ

い
。
〒
６
４
０
　
和
歌
山
市
梅
原
３
８
６
　
８
０

７
３
４
●
５
ｌ
ｏ
８
８
１
２
　
井
田
哲
司

（
４２
歳
）

◆
各
地
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
理
解
し
た
生

産
者
の
方
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
で
き
る
と
い

い
で
す
ね
。
野
菜
は
ど
ん
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
か
？
　
苦
労
話
を
お
き
か
せ
下
さ
い
。

●
連
絡
待
っ
て
ま
す
／

陰
陽
な
ど
を
初
歩
か
ら
勉
強
し
た
い
と
い
う
同

志
の
方
、
お
近
く
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
ら
ご
連
絡

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
〒
７
３
１

１
０
２
　
広
島
市
安
佐
北
区
可
部
東
３
の
７
の
１５

８
０
８
２

ｏ
８
１
５

ｏ
５
３
４
５
　
　
神
川
栄
三

井
戸
端
会
議
室
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し
か
し
、
現
在
、
奇
蹟
的
に
も
、
「私
は
神
の
医
学
を
知

っ
て
い
る
」
と
確
信

し
う
る
ア
メ
リ
カ
人
が
数
百
人
生
れ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
真
の
健
康
と
は
正
義
、

自
由
、
幸
福
の
別
名
で
あ
る
コ
ト
、
す
な
わ
ち
、
健
康
と
は
宇
宙
的
、
普
遍
的
、

創
造
的
、
瞑
想
的
な
、
無
限
の
適
応
性
を
そ
な
え
た
全
体
性
で
あ
る
コ
ト
、
を

発
見
で
き
た
の
で
す
。
彼
ら
は
私
の
講
義
と
セ
ミ
ナ
ー
で
、
高
い
最
新
の
ク
ス

リ
や
手
当
な
し
に
、
自
然
な
正
し
い
食
物
だ
け
で
心
身
の
病
気
を
治
す
と
い
う
、

ス
バ
ラ
シ
イ
生
命
の
ヨ
ミ
ガ
エ
リ
を
ま
の
あ
た
り
に
見
た
の
で
す
。

私
が
四
十
七
年
間
に
わ
た

っ
て
説
き
続
け
て
き
た
神
の
医
学
と
は
、
無
双
原

理
の
日
常
生
活
へ
の
応
用
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
五
千
年
の
歴
史
を
も
つ
陰

陽
哲
学
の
中
心
を
な
す
モ
ノ
で
あ
り
、
東
洋
の
あ
ら
ゆ
る
宗
教
の
生
物
学
的
、

生
理
学
的
基
盤
と
な
る
モ
ノ
で
あ
る
。
私
の
方
法
は
暴
力
的
に
症
状
を
抑
え
る

も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
幸
福
と
正
義
の
哲
学
で
あ
り
、
誰
で
も
ど
ん
な
環
境

下
で
も
即
座
に
実
行
で
き
る
、
カ
ン
タ
ン
で
、
実
用
的
な
モ
ノ
だ
。

私
た
ち
の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
病
気
を
治
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
病
人

自
身
だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
人
間
は
、
マ
ズ
独
立
独
歩
で
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
健
康
と
は
、
自
由
や
正
義
、
平
和
、
幸
福
と
同
義
語
で
あ
り
、

そ
の
総
合
で
あ
り
、
他
人
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
モ
ノ
で
は
な
い
し
、
決
し
て

他
人
が
与
え
て
は
な
ら
な
い
モ
ノ
で
あ
る
。
た
と
え
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
に

し
て
も
、
そ
れ
は

一
生
の
負
債
を
つ
く
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の

″
健

康
″
と
い
う
宝
モ
ノ
は
、
実
は
何
億
年
も
前
か
ら
、
ス
デ
ニ
与
え
ら
れ
て
い
る

の
で
あ
っ
て
、
観
る
限
や
聴
く
耳
を
も
ち
、
考
え
る
コ
ト
を
知
る
モ
ノ
な
ら
、

自
由
に
取
り
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。
野
生
の
動
物
た
ち
が
そ
の
証

明
。

７
　
毛
沢
東
中
国
に
お
け
る
医
学
革
命

帯

キ

キ

帯

帝

十

帯

キ

帝

帯

キ

帯

帝

辛

帯

キ

帝

キ

帝

キ

帯

帯

半

十

帯

キ

キ

キ

MACROB10丁ICS
『ゼン・マクロビオテイック』⑮

GEθR6遭S
OHИ剛



『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

・
タ
イ
ム
ズ

・
マ
ガ
ジ
ン
宍

一
九
六
〇
年
二
月
二
八
日
号
）

に
載

っ
た

″中
国
の
医
学
―
―

一
つ
の
革
命
″
と
題
す
る
記
事
に
よ
る
と
、
毛

沢
東
の
中
国
は
、
史
上
空
前
の
、
お
そ
ら
く
絶
後
と
思
わ
れ
る
新
し
い
生
理
学

的
、
医
学
的
革
命
を
始
め
た
。

こ
れ
を
書
い
た
ペ
ギ
ー

・
ダ
ー
ヂ
ン
女
史
は
、
明
ら
か
に
医
学
、
生
物
学
、

心
理
学
、
哲
学
は
素
人
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
中
国
語
も
よ
く
知
ら
な
い
と
思
わ

れ
、
こ
の
レ
ポ
ー
ト
の
中
で
も
多
く
の
誤
り
を
犯
し
て
い
る
。
（東
洋
に
お
け
る

西
欧
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
昔
か
ら
こ
う
い
た
誤
診
を
犯
し
続
け
て
い
る
。
）
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
女
の
文
章
中
、
と
り
わ
け
重
要
な
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

西
洋
医
学
に
従
事
す
る
七
万
人
の
中
国
人
医
師
に
対
し
て
、
現
在
で
も
約
五
〇

万
人
の
治
療
師
が
存
在
す
る
中
国
の
伝
統
医
学
を
学
ぶ
よ
う
命
令
が
下
さ
れ
た

と
い
う
コ
ト
だ
。

あ
ま
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
前
世
紀
、
西
洋
医
学
が
東

洋
に
入
っ
て
来
た
際
、
す
べ
て
の
伝
統
医
学
の
医
師
は
、
こ
の
新
医
学
採
用
の

許
可
を
進
ん
で
政
府
に
求
め
て
い
る
。
ソ」
の
よ
う
な
包
容
性
は
、
西
洋
の
歴
史
々

上
に
は
類
例
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
西
洋
が
東
洋
か
ら
輸
入
し
た
も
の
は
十
八

世
紀
の

″
キ
リ
ス
ト
教
″
だ
け
で
あ
る
。
以
来
、
西
洋
は
東
洋
の
哲
学
的
、
思

想
的
な
も
の
に
は

一
切
門
戸
を
閉
ざ
し
、
た
だ
感
覚
的
快
楽
を
満
足
さ
せ
る
に

過
ぎ
な
い
。
金
、
銀
、
ダ
イ
ヤ
、
石
油
、
宝
石
、
香
辛
料
、
香
水
、
染
科
等
々

を
東
洋
か
ら
持
去

っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
に
は
強

力
な
大
帝
国
を
築
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
全
く
キ
リ
ス
ト
教
の
信
義
を
蹂

リ
ン
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。

東
洋
人
は
自
ら
の
全
財
産
ば
か
り
か
先
祖
伝
来
の
領
土
さ
え
提
供
し
た
。
彼

ら
こ
そ
、
″汝
の
敵
を
愛
せ
よ
″
右
の
ホ
ホ
を
打
た
れ
れ
ば
左
の
ホ
ホ
を
出
せ
″

と
い
う
イ
エ
ス
の
教
え
に
従
う
人
々
で
あ

っ
た
。
今
日
に
至
り
、
も
し
東
洋
の

人
々
が
最
近
の
西
洋
か
ら
の
侵
略
者
に
刃
向
う
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
彼
ら
が

侵
略
者
が
示
し
た
教
訓
に
忠
実

に
従

っ
た
た
め
か
、
西
洋
の
キ
リ
ス
ト
教
の
偽

善
に
う
ん
ざ
り
し
た
か
で
あ
る
。
東
洋
人
に
と

っ
て
西
洋
化
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト

教
は
、
強
姦
さ
れ
、
弄
ば
れ
た
末
捨
て
ら
れ
た
、
最
愛

の

一
人
娘
の
如
き
も
の

だ
。東

洋
の
感
性
的
鋭
敏
さ
は
、
医
学
に
お
い
て
も
同
様
に
は
た
ら
い
て
い
る
。

こ
の
相
対
的
な
移
ろ
い
ゆ
く
世
界
で
は
、
権
威
も
独
占
も
、
ス
ベ
テ
変
り
ゆ

く
。
究
極
的
、
恒
常
的
に
存
在
す
る
モ
ノ
は
何
も
な
い
。
表
あ
る
モ
ノ
に
は
ウ

ラ
が
あ
る
。
始
め
あ
る
モ
ノ
に
は
オ
フ
リ
が
あ
る
。
オ
モ
テ
大
な
れ
ば
ウ
ラ
も

ま
た
大
き
い
。
有
用
性
は
無
用
性
の
ウ
ラ
返
し
。　
一
利

一
害
。
た
だ
こ
れ
ら
宇

宙
論
理
学
の
法
則
の
み
が
有
効
性
を
も

っ
て
い
る
。
世
界
に
は
、
陰
と
陽

（オ

モ
テ
と
ウ
ラ
、
始
め
と
終
り
）
以
外
の
何
モ
ノ
も
な
い
。

現
代
の
医
学
は
あ
ま
り
に
も
独
占
的
、
独
裁
的
で
あ
り
、
寛
容
や
自
己
批
判

を
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
建
国
の
父
の

一
人
と
い
う
べ
き
あ
る
人
が
、

医
学
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
の
寛
容
の
必
要
を
説
い
て
い
る
。
私
は
彼
に
敬
意
を

払
う
と
と
も
に
、
彼
の
見
解
が
現
実
に
も
う

一
度
認
識
さ
れ
ん
こ
と
を
望
む
。

８

　

″
神
の
み
ぞ
知
る
″
医
学

（東
洋
の
す
べ
て
の
大
宗
教
の
生
物
学
的
、
生
理
学
的
基
盤
）

も
し
、
モ
テ
ィ
マ
ー

・
ア
ド
ラ
ー
が
、
東
洋
と
西
洋
の
知
恵
を
含
め
た
完
全

な

『
シ
ン
ト
ピ
コ
ン
』
を
編
サ
ン
し
て
い
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
医
師
た
ち
も
あ

る
い
は
簡
単
に

″神
の
み
ぞ
知
る
″
医
学
を
発
見
し
、
絶
望
に
終
止
符
を
打

っ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

ア
ド
ラ
ー
と
彼
の
共
編
者
た
ち
は
、
東
洋
の
偉
大
な
思
想
家
は
、
マ
ズ
第

一

に
幸
福
に
至
る
道
と
し
て
の
健
康
法
を
自
ら
体
得
し
、
示
し
た
の
だ
と
い
う
コ

ト
を
全
く
認
知
で
き
な
か
っ
た
く
ら
い
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
生
命
観
や
宇
宙
観



は
不
完
全
な
、
非
実
用
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。

絶
対
の
健
康
を
確
立
す
る
法
を
知
ら
な
い
で
、
幸
福
の
道
を
説
く
こ
と
は
で

き
な
い
。
東
洋
の
偉
大
な
宗
教
と
哲
学
が
、
医
学
の
基
盤
を
無
限
の
宇
宙
の
構

造
に
置
い
て
い
る
の
も
こ
う
い
う
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。
不
幸
な
コ
ト
に
、

西
洋
世
界
の
指
導
者
と
学
者
は
、
こ
う
い
っ
た
東
洋
の
心
と
哲
学
を
理
解
で
き

な
か
っ
た
。
こ
れ
は
彼
ら
個
人
の
精
神
的
色
盲
に
原
因
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

ま
た
適
当
な
る
東
洋
の
翻
訳
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
で
も
あ
る
。
例
え
ば
フ
ラ

ン
ス
哲
学
会
前
会
長
、
レ
ヴ
ィ

・
ブ
ル
ー
ル
は
彼
の
四
冊
の
ラ
イ
フ

・
ワ
ー
ク

の
中
で
、
東
洋
の
精
神

（そ
の
哲
学
と
無
限
の
字
宙
観
も
含
め
て
）
を
、
″未
開

の
精
神
″
と
呼
ん
で
い
る
し
、
ア
ル
バ
ー
ト

・
シ
ュ
ワ
イ
ツ
ェ
ル
博
士
も
同
様

に
、
東
洋
に
対
し
て
狭
い
認
識
し
か
も
ち
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
否
そ
れ
故
に
こ
そ
、
私
は
ア
メ
リ
カ
医
師
会
の
公
然
と
し
た
絶
望
の
声
に

無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
。

私
は
六
十
七
年
間
、
東
洋
哲
学
的
な
環
境
の
中
で
生
き
て
き
た
。
私
の
家
族

は
西
洋
医
学
を
信
頼
し
た
た
め
に
、
母
は
三
十
歳
、
二
人
の
妹
は
十
歳
に
な
ら

な
い
う
ち
に
、　
一
人
の
弟
は
十
六
歳
で
死
ん
だ
。
私
は
西
洋
医
学
の
医
師
に
見

放
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
色
蒼
然
と
し
た
東
洋
の
医
学
に
助
け
を
求
め
、

他
の
家
族
の
よ
う
な
悲
劇
的
な
運
命
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
、
た
だ

一
人
生
き

残

っ
た
の
で
あ
る
。
十
八
歳
の
時
に
か
ろ
う
じ
て
命
を
と
り
と
め
た
私
は
、
残

り
の
人
生
を
古
ク
サ
イ
、
時
代
遅
れ
と
思
わ
れ
て
い
た
医
学

（し
か
し
そ
れ
は

私
の
到
達
し
た
ゴ
ー
ル
で
あ

っ
た
）
を
人
々
に
知
ら
せ
る
こ
と
に
捧
げ
よ
う
と

決
心
し
た
の
で
あ
る
。
〔私
は
六
〇
歳
の
誕
生
日
の
数
日
後
、
日
本
に
永
遠
の
別

れ
を
告
げ
、
以
降
、
二
年
間
を
イ
ン
ド
で
、　
一
年
間
を
暗
黒
の
大
陸
ア
フ
リ
カ

で
（ほ
と
ん
ど
を
シ
ュ
ワ
イ
ツ
ェ
ル
博
士
の
病
院
で
）
、
こ
の
五
年
間
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
過
ご
し
た
。
〕
そ
の
間
、
私
は
絶
え
ず
、
東
洋
の
哲
学
に
従

っ
た
食
事
法

に
よ

っ
て
健
康
と
幸
福
を
樹
立
す
る
道
を
説
き
続
け
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
数
千
人
の
友
達
が
で
き
た
し
、
彼
ら
の
内
の

幾
人
か
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
治
療
院
を
開
い
た
。
い
た

る
と
こ
ろ
に
あ
る
健
康
食
品
店
で
は
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
の
原
理
に
か
な

っ
た
自
然
食
品
を
扱
い
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
や
日
本
、
ア
メ
リ
カ
の
工
場
や
農
場

で
は
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
品
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
―
―

オ
ー
サ

ワ

コ
ー

ヒ

穀
物
を
原
料
と
し
て
い
る

穀
物
ミ
ル
ク

（
コ
ッ

オ
ー
サ
ワ
ブ

レ
ツ
ド

コ
ー
）
―
―
粉
末
状

玄
米
ポ
チ
マ
ロ
ン
ー
ー
ど
ん
な
糖
尿
病
も
十
日
間
で
治
す
日
本
の
カ
ボ
チ
ャ
に
私

が
命
名
し
た
も
の
。

ア
ズ
キ
ー
ー
腎
臓
病
の
特
効
薬

レ
ン
コ
ン
ー
ー
ど
ん
な
ゼ
ン
ソ
ク
も

一
～
二
週
間
で
治
す
。

オ
ー
サ
ワ
タ
マ
リ
ー
ー
伝
統
的
、
生
物
学
的
方
法
で
作
ら
れ
た
砂
糖
の
入
ら

な
い
シ
ョ
ー

ユ

私
は
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
で
次
の
よ
う
な

コ
ト
を
述

べ
た
。

「皆
さ
ん
は
東
洋
の
哲
学
と
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
生
物
学

的
、
生
理
学
的
応
用
を
学
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
実
用
的
な
方
法
に
よ
っ

て
、絶
対
の
健
康
と
無
限
の
幸
福
に
至
り
得
る
と
い
う
こ
と
も
判
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
短
期
間
に
、
皆
さ
ん
は
自
分
が
全
く
新
し
い
生
命
の
水
平
線
を
望
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
自
分
を
見
出
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
こ
そ

皆
さ
ん
は

″
こ
こ
に
神
の
哲
学
と
、
そ
れ
を
日
常
生
活
に
生
物
学
的
、
生
理
学

的
に
応
用
で
き
る
方
法
が
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
、
我
々
は
絶
対
の
健
康

と
幸
福
を
確
立
し
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
／
″
と
い
う
コ
ト
を
声
を
大
に
叫



び
、
医
師
た
ち
の
絶
望
に
答
え
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
て
あ
な
た
達
は
、
年
間
数
億
ド
ル
と
い
う
浪
費
か
ら
国
を
救
う
こ
と

が
で
き
、
更
に
、
ア
メ
リ
カ
社
会
特
有
の
組
織
的
、
経
営
的
能
力
を
駆
使
し
て

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
思
想
と
食
事
に
よ
る
健
康
と
幸
福
の
確
立
法
を
普
及

す
る
な
ら
ば
、
一品
い
視
野
に
立
つ
経
済
人
と
な

っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う
。
そ
れ
は
人
類
史
上
初
の
生
物
学
的
、
生
理
学
的
大
革
命
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
」

話
が
終
わ
る
と
猛
然
と
拍
手
が
巻
き
起
こ
っ
た
。

私
は
あ
の
受
講
者
た
ち
の
熱
気
が
そ
こ
で
立
ち
止
ま

っ
て
し
ま
わ
な
い
こ
と

を
心
か
ら
望
む
。
私
は
彼
ら
が
自
分
の
病
気
が
治

っ
て
し
ま
え
ば
、
他
の
者
が

無
知
の
う
ち
に
苦
し
ん
で
い
て
も
平
気
で
い
る
よ
う
な
自
己
満
足
的
な
排
他
性

に
終
わ
ら
ぬ
よ
う
期
待
し
て
い
る
。
彼
ら
は
必
ず
や
、
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク

と
そ
の
母
胎
に
あ
る
哲
学
の
普
及
に
全
身
全
力
を
つ
ぎ
込
ん
で
く
れ
る
で
あ
ろ

う
。
（こ
れ
は
、
か
つ
て
キ
リ
ス
ト
や
モ
ー
ゼ
が
隣
人
に
説
い
た
コ
ト
と
源
を
同

じ
く
す
る
モ
ノ
で
あ
る
の
だ
か
ら
。
）

私
は
東
洋
の
哲
学
を
西
洋
に
紹
介
す
る
と
い
う
タ
ッ
タ

一
つ
の
仕
事
に
全
生

命
を
つ
ぎ
込
ん
で
き
た
。
も
し
極
西
極
東
を
結
び
つ
け
る
コ
ト
が
で
き
た
な
ら
、

そ
の
私
の
ヨ
ロ
コ
ビ
の
い
か
ば
か
り
か
は
、
あ
な
た
方
に
も
十
分
ご
想
像
い
た

だ
け
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
会
合
が
実
現
す
る
な
ら
、
人
類
は
永
遠
の
世
界
平
和

と
無
限
の
自
由
を
創
造
で
き
る
の
で
す
。

ず

っ
と
昔
、
西
洋
世
界
は
東
洋
で
発
生
し
た
キ
リ
ス
ト
教
を
幾
多
の
困
難
と

共
に
受
け
入
れ
た
。
以
来
、
キ
リ
ス
ト
教
は
象
徴
化
さ
れ
、
保
守
的
に
な
り
、

毎
日
の
個
人
生
活
や
社
会
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
非
実
際
的
な
も
の
と
な

っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
こ
そ
我
々
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
無
限
の
宇
宙
に
対
す
る

認
識
を
生
物
学
的
、
生
理
学
的
、
実
用
的
に
翻
訳
し
た
現
代
版
、
ス
ナ
ワ
チ
絶

対
の
健
康
と
無
限
の
幸
福

へ
の
道
案
内
で
あ
る
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
実
践

し
始
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
こ
そ
、
″東
と
西
の
会
合
″
の
真
義
が
あ

る
の
だ
。

９
　
私
の
新
し

い
予
言

真
珠
湾
攻
撃
の
十
ヶ
月
前
、
私
は
三
冊
の
本
を
出
版
し
た
。

健
康
戦
線
の
第

一
線
に
立
ち
て

最
後
に
そ
し
て
永
遠
に
勝
つ
者

日
本
を
亡
ぼ
す
者
は
タ
レ
だ

こ
の
本
の
中
で
私
は
次
の
予
言
を
し
た
。

１
、
ガ
ン
ジ
ー
の
悲
劇
的
最
期
。

２
、
英
国
の
イ
ン
ド
植
民
政
治
の
終
末
。

３
、
二
六
〇
〇
年
来
、
初
め
て
の
日
本
の
完
敗
。

４
、
ア
メ
リ
カ
世
界
帝
国
、
黄
金
王
朝
の
没
落
。

１
と
２
は
五
年
後
、
３
は
六
年
後
に
、
４
は
十
七
年
後
の
現
在
、
ア
メ
リ
カ

全
国
に
わ
た
る
精
神
的
、
肉
体
的
病
気
の
蔓
延
と
い
う
形
で
現
実
と
な

っ
た
。

過
去
四
十
七
年
間
に
、
私
は
個
人
的
、
社
会
的
、
民
族
的
、
国
際
的
な
ア
ラ

ユ
ル
問
題
に
対
し
て
予
言
を
行
な
っ
て
来
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
実
現
し
た
。

し
か
し
こ
の
予
言
能
力
は
神
秘
的
、
形
而
上
的
、
オ
カ
ル
ト
的
な
類
い
の
モ
ノ

で
は
な
く
、
単
な
る
生
物
学
的
、
生
理
学
的
予
見
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

合
衆
国
で
こ
の
冬
の
四
ヶ
月
を
過
し
、
私
は
新
た
な
予
言
を
し
よ
う
。

東
洋
の
精
神
と
哲
学
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
理
解
が
深
ま
り
、
モ
ー
テ
ィ
マ



―

・
ア
ド
ラ
ー

（『
シ
ン
ト
ピ
コ
ン
』
の
編
集
者
）
が
東
洋
世
界
も
含
ん
だ
新
し

い
百
科
辞
典
を
編
纂
す
る
な
ら
ば
、
今
後
、
戦
争
の
原
因
は
何

一
つ
な
く
な
り
、

人
類
の
新
し
い
文
明
が
始
ま
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
新
し
い
文
明
は
少
な
く
と
も

二
千
年
は
持
続
す
る
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
私
は
皆
さ
ん
に
、
小
さ
く
て
よ
い
か
ら
東
洋
哲
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
る
コ
ト
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
限
り
な
い
宇
宙
の
カ
ラ
ク
リ
と
秩
序

へ
の
理
解
は
、
マ
コ
ト
の
信
仰
の
何
た
る
か
を
あ
な
た
方
に
教
え
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。
信
仰
が
あ
れ
ば
不
可
能
な
コ
ト
は
何
も
な
い
。
山
に
向
か
っ
て
、
″
こ

こ
よ
り
む
こ
う
に
動
け
″
と
言
う
こ
と
さ
え
で
き
る
。

あ
な
た
方
は

″地
の
塩
″
だ
。
自
ら
の
運
命
を
変
え
る
コ
ト
も
で
き
る
。
新

し
き
文
明
を
創
造
す
る
こ
と
も
、
地
上
を
地
獄
と
化
す
こ
と
も
、
あ
な
た
方
次

第
な
の
だ
。

ム
　
ス
　
ピ

今
度
ア
メ
リ
カ
に
や
っ
て
来
て
、
私
は
第
二
十
五
期
世
界
文
明
崩
壊
の
兆
候

を
見
る
と
と
も
に
、
東
洋
哲
学
の
知
恵
と
そ
の
医
学
方
面

へ
の
翻
訳
で
あ
る
マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
に
非
常
な
熱
意
で
と
り
組
む
数
人
の
友
を
得
た
。

冬
は
過
ぎ
、
春
が
ヨ
ロ
コ
ビ
の
季
節
の
お
と
ず
れ
を
告
げ
て
い
る
。
こ
れ
が

こ
の
限
り
あ
る
相
対
の
世
の
サ
ダ
メ
な
の
だ
。
陰
す
ぎ
て
陽
き
た
り
、
陽
す
ぎ

れ
ば
ま
た
陰
に
め
ぐ
る
。
困
難
が
大
き
い
ほ
ど
ヨ
ロ
コ
ビ
も
大
き
い
。

親
愛
な
る
ア
メ
リ
カ
の
友
よ
、
我
々
は
な
ん
と
幸
福
な
め
ぐ
り
あ
わ
せ
だ
／

あ
な
た
も
私
も
、
こ
の
カ
リ
ソ
メ
の
世
で
は
と
て
も
小
さ
な
、
限
り
あ
る
存

在
で
あ
る
け
れ
ど
、
め
ぐ
り
会
い
、
わ
か
り
合
え
る
コ
ト
が
で
き
た
。
ナ
ゼ
ナ

ラ
私
た
ち
は
、
無
限
の
世
界
で
は
、
ズ
ッ
ト
ズ
ッ
ト
は
る
か
昔
か
ら
、
良
き
友

で
あ

っ
た
の
だ
か
ら
…
…

会
う
は
別
れ
の
始
め
。
私
は
行
く
が
、
い
つ
で
も
必
要
な
と
き
に
は
、
ま
た

来
る
。

春
は
ま
た
め
ぐ

っ
て
く
る
…
…
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【続
く
】

【ゼ
ン

・
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
　
桜
沢
如

一
著
】

一
九
六

一
年
に
書
か
れ
た
入
門
書
。
英
語
、
仏
語
で
出
版
さ
れ
、
欧
米
の
マ

ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
運
動
の
バ
イ
ブ
ル
的
存
在
と
な
る
。

現
在
、
英
語
版
の
み
取
扱
。
価
格
は
六

一
八
円

（税
込
）
送
料
二

一
〇
円
。

●国内産無農薬丸大豆 。大麦 と

天塩だけで 1年以上長期熟成

させた天然醸造みそです。

●火入れをしていない生みそな

ので、酵母や子L酸菌が生きて

います。
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立
科
麦
み
そ

こ
ん
な
に
美
味
し
い
な
ん
て
Ｐ

米
み
そ
の
本
場
、信
州
で
作
っ
た
麦
み
そ
が

売
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第

垂

栄

養

学

こ
の
章
は
短
く
終
え
た
い
と
お
も
う
。
栄
養
学
は
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
の
一

応
用
分
野
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
人
間
や
動
物
や
植
物
や
微
生
物
に
つ
い

て
行
っ
た
諸
研
究
の
結
果
が
、
人
間
や
動
物
の
栄
養
に
お
い
て
も
有
効
で
あ
る

こ
と
を
確
か
め
る
た
め
に
、
食
事
に
限
定
し
た
系
統
的
研
究
が
総
括
的
実
験
の

形
で
展
開
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
食
事
の
問
題
を
カ
ル
シ
ウ
ム
の
固
定
と
い
う
観
点
か
ら
見
直
さ

ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
の
で
あ
る
。
必
要
以
上
に
過
剰
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
ん

だ
食
事
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
脱
カ
ル
シ
ウ
ム
症
が
万
延
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
飲
料
水
が
豊
富
な
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
ん
で
い
る
地
方
で
も

同
じ
よ
う
に
非
常
に
多
い
。
こ
の
不
可
解
な
現
象
を
前
に
、
現
代
栄
養
学
や
現

代
医
学
は
途
方
に
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
わ
れ
わ
れ
の
研
究
が

回
答
を
も
た
ら
し
た
。
現
代
人
の
食
事
が
あ
ま
り
に
も
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
不
足
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
元
素
は
二
つ
の
理
由
で
食
塩
か
ら
除
か
れ
て
い
る
。
第

一
の
理
由
は
、

自
色
で
象
徴
さ
れ
る

《
純
粋
さ
》
の
神
話
。
白
い
も
の
は
美
し
く
て
良
い
も
の

だ
と
い
う
わ
け
で
あ
る
…
…
。
（ひ
素
、
青
酸
カ
リ
、
モ
ル
ヒ
ネ
を
見
よ
―
）。

第
二
の
理
由
は
、
実
用
的
な
理
由
で
あ
る
。
海
塩
中
の
塩
化

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は

大
変
吸
湿
性
の
強
い
物
質
で
あ
り
、
空
気
中
の
水
蒸
気
を
吸

っ
て
容
器
の
中
で

溶
け
た
り
、
紙
袋
を
ぬ
ら
し
た
り
す
る
。
そ
れ
を
防
ぐ
為
に
精
製
し
て
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
を
除
去
す
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
精
製
し
な
い
灰
色
の
塩
だ
け

が
推
奨
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
現
在
で
は
そ
れ
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
た
や
す
く
保

存
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
量
ず

つ
乾
燥
し
て
、
電
気
仕
掛
け
の
コ
ー
ヒ
ー
粉

挽
機
で
粉
に
す
れ
ば
よ
い
。
（ビ
ニ
ー
ル
袋
は
有
害
物
質
を
含
ま
な
い
、
《食
品

用
の
》
健
全
な
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
）
。



小
麦
粉
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
人
は
自
い
も
の
を
欲
し
が
る
。
粉
は
自

け
れ
ば
白
い
ほ
ど
き
れ
い
だ
と
思
う
の
で
あ
る
…
…
。
し
か
し
、
自
く
す
る
と

小
麦
粉
は
ほ
と
ん
ど
で
ん
粉
だ
け
に
な

っ
て
し
ま
い
、
栄
養
価
は
な
く
な
る
。

９８
％
で
ふ
る
っ
た
小
麦
粉
に
は
、　
一
〇
〇
グ
ラ
ム
の
粉
に
た
い
し
て

一
四
〇
ミ

リ
グ
ラ
ム
の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
含
ま
れ
る
（ラ
ン
ド
ワ
ン
の
分
析
に
よ
る
）
。　
一

方
、
普
通
の
パ
ン
屋
が
使

っ
て
い
る
７０
％
で
ふ
る
っ
た
粉
に
は
二
〇
ミ
リ
グ
ラ

ム
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
。
一
四
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
の
う
ち

一
二
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
、

つ
ま
り
七
分
の
六
も
の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
取
り
除
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。

小
麦
の
種
子
に
は
約
４
％
の
繊
維
素
が
あ
る
。
草
食
動
物
と
は
異
な
り
、
人

間
が
消
化
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
繊
維
素
の
大
部
分
は
取
り
除
く
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
そ
の

一
部
分
は
腸
の
ぜ
ん
動
運
動
を
刺
激
し
、
腸
の
流
通

を
促
し
、
便
秘
を
避
け
る
の
に
有
用
で
あ
る
。
種
子
の
外
皮
だ
け
を
除
去
す
る

方
法
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
。
（ふ
す
ま
の
種
皮
に
は
常
に
小
麦
の
タ
ン
パ
ク

層
の

一
部
が
付
着
し
て
い
る
。
種
皮
と
タ
ン
パ
ク
層
と
を
ガ
ラ
ス
層
が
固
く
つ

な
い
で
い
る
の
で
あ
る
）
。
９８
％
で
ふ
る
っ
た
粉
が

一
番
い
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
ま
っ
た
く
ふ
る
い
に
か
け
て
な
い
１００
％
の
粉
で
も
健
康
な
消
化

器
官
な
ら
耐
え
ら
れ
る
。
腸
の
弱
い
人
は
、
俗
に

《
完
全
粉
》
と
呼
ば
れ
て
い

る
が
実
際
に
は
９２
％
で
ふ
る
っ
て
あ
る
粉
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、

特
に
９２
％
と
９８
％
の
粉
で
作

っ
た
企
九
全
パ
ン
》
（訳
者
注
　
自
然
食
品
店
で
販

売
し
て
い
る
黒
パ
ン
の
こ
と
）
が
市
販
さ
れ
て
い
る
。
パ
ン
の
練
り
粉
は
精
製

し
て
な
い
海
塩
で
塩
味
さ
れ
る
。
そ
の
せ
い
で
、
黒
パ
ン
の
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
含

有
度
は
大
変
良
好
で
あ
る
。

腸
系
統
に
欠
陥
の
あ
る
人
は
、
完
全
粉
の
中
に
残

っ
て
い
る
こ
の
程
度
の
繊

維
素
に
す
ら
耐
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
８０
％
か
ら
８５
％
の
粉

（パ
ン
ケ

ー
キ
、
菓
子
、
麦
粉
か
ゆ
等
に
使
う
）
や
パ
ン
を
求
め
る
。
（時
と
し
て
種
類
や

産
地
や
年
に
よ
っ
て
小
麦
の
皮
の
取
れ
方
が
不
規
則
な
の
で
、
ふ
る
い
は
５
％

ぐ
ら
い
の
誤
差
で
し
か
保
証
さ
れ
な
い
）
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
《
準
完
全
粉
》

で
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
ほ
と
ん
ど
全
部
が
含
ま
れ
る
タ
ン
パ
ク
層
の
大
部
分
が
は

ぎ
取
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
９８
％
の
粉

一
〇
〇
グ
ラ
ム
中
に

一
四
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
含
ま
れ
て
い
る
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
８０
％
な
い
し
８５
％
の
ふ

る
い
で
、
六
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
に
落
ち
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
七
分
の
四
も
の
マ

グ
ネ
シ
ウ
ム
が
失
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

本
書
の
主
題
か
ら
離
れ
て
脱
線
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
お
わ
び
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
、
商
業
的
理
由
の
為
に
、
不
自
然
な
も
の
に
さ
れ
て
い
る

一

般
の
食
事
が
、
ど
れ
ほ
ど
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
不
足
に
陥

っ
て
い
る
か
を
、
数
字
に

よ

っ
て
理
解
す
る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
小

麦
の
中
で
最
も
栄
養
の
あ
る
部
分
が
は
ぎ
取
ら
れ
、
集
め
ら
れ
て
、
非
常
に
高

い
値
で
売
り
飛
ば
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
に
つ
い
て
述
べ
た

こ
と
は
、
他
の
元
素

（リ
ン
、
硫
黄
、
な
ど
）
や
微
量
元
素

（鉄
、
銅
、
亜
鉛
、

な
ど
）
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
従

っ
て
精
自
粉
は
、

８５
％
も
の
貴
重
な
成
分
を
抜
き
去

っ
た
、
栄
養
価
の
非
常
に
低
い
副
産
物
に
す

ぎ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

今
や
、
我
々
は
脱
カ
ル
シ
ウ
ム
症
が
な
ぜ
起
こ
る
か
を
知

っ
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
な
食
事
法
の
創
始
者
た
ち
は
、
い
ち
早
く
、
そ
の
原
因
が
工
業
化

さ
れ
過
ぎ
た
食
品
の
摂
取
に
あ
る
こ
と
を
、
経
験
的
に
見
抜
い
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
た
し
か
に
工
業
生
産
さ
れ
る
食
品
に
基
本
的
な
欠
陥
が
あ

っ
た

の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
を
科
学
的
に
明
快
に
は
説
明
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、
日
本
人
、
桜
沢

（オ
ー
サ
ワ
）
が
あ
る
。
彼
は

《
マ
ク

ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
》
法
を
西
洋
に
広
め
た
人
で
あ
る
が
、
そ
の
食
事
法
の
基
本

的
原
理
の

一
つ
を
西
洋
人
に
説
明
す
る
の
に

一
九
六
〇
年
以
来
私
の
研
究
を
援

用
し
て
い
る
。
こ
の
食
事
法
は
世
界
中
に
知
ら
れ
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
Ｈ

・
Ｃ
ｈ

。
ジ

ェ
フ
ロ
ワ
が
創
始
し
た

《
ラ

・
ヴ
ィ

・
ク



―
―
―
―
―
コ

レ
ー
ル
》
食
事
法
が
こ
れ
又
私
の
研
究
を
尊
重
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ
の
例
の

幾
つ
か
を
次
に
挙
げ
て
み
よ
う
。
栄
養
学
的
に
欠
陥
の
な
い
メ
ニ
ュ
ー
を
作
る

た
め
に
は
、
生
体
に
よ
る
原
子
転
換
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
い
か
に
有
用
で

あ
る
か
を
教
え
て
く
れ
る
。

＊

＊

＊

あ
る
種
の
分
析
に
お
い
て
、
化
学
的
説
明
の
つ
か
な
い
問
題
が
、
多
く
の
人

の
所
で
起
こ
っ
て
い
る
。
私
の
所

へ
持
ち
込
ま
れ
た
こ
の
種
の
観
察
例
や
そ
の

文
献
を
全
部
こ
こ
に
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、　
一
件
だ
け
以
下

《
ラ

・

ヴ
ィ

・
ク
レ
ー
ル
》
誌
の

一
九
六
六
年
十
二
月
号
に
Ｈ

・
Ｃ
ｈ

・
ジ

ェ
フ
ロ
ワ

が
紹
介
し
た
、
生
の
ア
ー
モ
ン
ド
と
乾
燥
し
た
ア
ー
モ
ン
ド
の
分
析
を
論
じ
て

み
た
い
。

Ｌ

・
ラ
ン
ド
ワ
ン
に
よ
る
と
、
生
の
ア
ー
モ
ン
ド
中
の
水
分
は
８７
％
で
、
乾

燥
し
た
も
の
で
は
４
．
７
％
ヽ

つ
ま
り
後
者
で
は
ざ

っ
と
二
十
倍
程
少
な
い
。
ジ

ェ

フ
ロ
ワ
が
挙
げ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
分
析
値
の
う
ち
、
次
の
も
の
だ
け
を
取
り

上
げ
て
み
る
。

〈
ア
ー
モ
ン
ド

一
〇
〇
グ
ラ
ム
中
〉

●
窒
素
化
合
物

生
の
ア
ー
モ
ン
ド
　
　
　
　
五

・
六
七
グ
ラ
ム

乾
燥
し
た
ア
ー
モ
ン
ド
　

一
八

・
一
〇
グ
ラ
ム
、
つ
ま
り
三

・
三
倍
増
し

●
脂
肪
分

生
の
ア
ー
モ
ン
ド
　
　
　
　
一
一
０
一
九
グ
ラ
ム

乾
燥
し
た
ア
ー
モ
ン
ド
　
五
四

・
二
〇
グ
ラ
ム
、
つ
ま
り
二
四

・
八
倍
増
し

●
無
機
塩
類

生
の
ア
ー
モ
ン
ド
　
　
　
　
〇

・
九
六
グ
ラ
ム

乾
燥
し
た
ア
ー
モ
ン
ド
　
　
一
一
・
五
〇
グ
ラ
ム
、
つ
ま
り
二

ｏ
六
倍
増
し

以
上
の
化
学
組
成
の
変
化
が
、
乾
燥
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
と
す
る
正
統
派

の
説
明
は
、
も
ち
ろ
ん
認
め
る
事
は
で
き
な
い
。
も
し
そ
う
な
ら
、
す
べ
て
の
　
４

構
成
物
質
が

一
様
に
濃
縮
度
を
示
す
は
ず
で
あ
る
。
タ
ン
パ
ク
質
が
三
倍
し
か

増
え
て
い
な
い
の
に
脂
肪
分
は
二
十
五
倍
も
増
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
乾
燥
過

程
で
化
学
的
な
反
応
が
あ
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
（周
知
の
よ
う
に
、
動

物
や
あ
る
種
の
植
物
の
種
子
の
生
き
た
組
織
は
、
糖
類
の
炭
素
鎖
か
ら
出
発
し

て
脂
肪
分
を
生
産
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一言
い
換
え
る
な
ら
、
栄
養
に
お
い
て
、

脂
肪
分
は
糖
類
か
ら
作
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
、
発
芽
時
に

は
種
子
の
貯
蔵
脂
質
が
糖
質
に
変
化
す
る
。
動
物
に
お
い
て
は
、
貯
蔵
脂
肪
が

糖
質
の
不
足
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
）

し
か
し
、
乾
燥
に
よ
っ
て
無
機
塩
類
は
約
七

・
六
倍
増
し
の
濃
縮
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
二
・
六
倍
に
し
か
増
加
し
て
い
な
い
し
、
そ
の
反
面
、

有
機
化
合
物
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
事
実
は
、
化
学
的
に
説
明
で
き
な
い
の

で
あ
る
。
２

０
０
グ
ラ
ム
の
生
の
種
子
に
は
、
８７
％
の
水
分
が
あ
り
、
〓

一
・

四
二
グ
ラ
ム
が
変
化
し
な
い
部
分
。　
一
〇
〇
グ
ラ
ム
の
乾
燥
し
た
種
子
で
水
が

四

・
七
グ
ラ
ム
に
減
る
か
ら
、
８
ｏ
ｌ
■
ヽ
＝
８
お
グ
ラ
ム
が
化
合
物
で
あ
る
。

化
合
物
が
何
倍
に
な
る
か
は
、
当
然
次
の
よ
う
な
数
字
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。

０
い
。∞
　̈ＨＮ
・卜一
＝＝
『
・〇金叶
）

ジ
ェ
フ
ロ
ワ
は
、
彼
が
主
催
す
る
も
う

一
つ
の
雑
誌

《
ア
・
タ
ー
ブ
ル
》
の

一
九
六
七
年
四
月
号
で
、
生
の
ス
モ
モ
と
乾
燥
ス
モ
モ
を
比
較
し
た
化
学
分
析

を
紹
介
し
て
い
る
。
リ
ュ
シ
ー
・
ラ
ン
ド
ワ
ン

（後
程
紹
介
す
る
）
の
挙
げ
て

い
る
数
値
と
は
多
少
違
う
が
、
品
種
や
土
壌
に
よ
っ
て
小
さ
な
違
い
が
あ
る
こ

と
は
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る
事
で
あ
る
。
Ｌ

・
ラ
ン
ド
ワ
ン
の
数
値
の
ほ
う
が

よ
り
詳
細
で
あ
る
か
ら
、
（ま
た
種
類
が
明
確
で
あ
る
か
ら
Ｖ
し
」
で
は
彼
女
の

数
値
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。
（可
食
部

一
〇
〇
グ
ラ
ム
あ
た
り
）。

分
析
さ
れ
た
乾
燥
ス
モ
モ
は
、
生
の
も
の
よ
り
三

ｏ
四
倍
水
分
が
少
な
い
。



と
こ
ろ
が
、
糖
類
は
乾
燥
ス
モ
モ
の
方
に
七
倍
も
濃
縮
さ
れ
て
い
る
。
脱
水
だ

け
に
よ
る
変
化
を
考
え
る
な
ら
、
有
機
物
質
お
よ
び
ミ
ネ
ラ
ル
は
六

・
三
倍
に

な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
脂
質
と
タ
ン
パ
ク
質
は
三
倍
に
し
か
な
っ
て

い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
物
質
は
相
対
的
に
減
少
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
生
化
学
の
レ
ベ
ル
の
分
子
変
化
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
化
合
物
の
一
部

は
糖
質
に
変
化
し
た
結
果
、
糖
質
の
量
が
増
し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ミ
ネ
ラ
ル
に
つ
い
て
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
は
三
倍
に
し
か
な
っ
て
い
な
い

（
つ

ま
り
消
失
し
て
い
る
）。
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
三

・
三
倍
、
カ
リ
ウ
ム
は
三

・
八
倍
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
は
四
・
四
倍
、
リ
ン
が
五
倍
と
な
っ
て
い
る
。
逆
に
硫
黄
は
六

・
一
倍
で
変
化
す
る
こ
と
も
な
く
本
来
の
相
対
的
比
率
を
保
っ
て
い
る
。
鉄
は

七

・
三
倍
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
乾
燥
の
結
果
だ
け
し
か
見
な
い
場
合
よ

り
‐６
％
の
増
し
で
あ
る
。
銅
は
一
・
六
倍
に
し
か
な
っ
て
い
な
い
。
四
倍
も
減

少
し
て
い
る
。
マ
ン
ガ
ン
は
乾
燥
だ
け
だ
っ
た
と
し
た
場
合
よ
り
弱
く
、
九

・

七
倍
も
減
る
の
だ
か
ら
、
銅
よ
り
は
る
か
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
従

っ
て
、
銅
と
マ
ン
ガ
ン
が
大
幅
に
減
少
し
、
鉄
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
現
象

は
他
の
場
合
に
確
認
さ
れ
た
の
と
同
じ
現
象
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
出
版
し
た

著
書
に
発
表
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

か
よ
う
に
、
果
物
の
組
成
含
有
量
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
、
栄
養
指
導
者
に

と
っ
て
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
が
分
か
る
し
、
ま
た
、
生
の
果
物
を
取
る
の
と

乾
燥
果
物
を
取
る
の
と
で
は
全
く
栄
養
学
的
効
果
が
違
う
こ
と
を
了
解
す
る
わ

け
で
あ
る
。
Ｈ

ｏ
Ｃ
ｈ

・
ジ
ェ
フ
ロ
ワ
は
そ
れ
を
的
確
に
採
り
上
げ
た
わ
け
で

あ
る
。
（彼
は
生
と
乾
燥
の
ナ
シ
の
分
析
値
も
挙
げ
て
い
る
）。

―
―
―
第
三
章
、
以
下
略
―
―
―
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【続
く
】

■
参
考
図
書
　
『自
然
の
中
の
原
子
転
換
』
『生
体
に
よ
る
原
子
転
換
』
（い
ず
れ

も
ル
イ

・
ケ
ル
プ
ラ
ン
著
／
桜
沢
如

一
訳
）
日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
刊

定
価
　
各
三
六
〇
五
円
（税
込
み
）

〒
三

一
〇
円

ひとめでわかる・ これがムソーの自然食品だ
″

。
６。。ｄＢａ‐ａｎｃｅ

ムソーでは商品の位■付けをデザイン上で兄

分けられる事を目指して働き始めています。

規格基準ピラミツドとマーク
商品群に基準を設けて4つにランク分けし、区別しま

した。ムソーのめざすところは、ビラミッドの頂点で

ある伝統食品「 1」 です。自然食品の開発をするなら

ば、良い材料と環境にも全てにおいて優れた究極の食

品を作る事が理想です。しかし、それには色々な問題

点があります。自然農法、無農薬栽培等の原料が供給

1.伝統食品       2.伝 統食品
●原料の差男1化がされている       ●本来の原料使用
(特に、自然農法、無農薬生産原料)  ●無添加
●伝統食品であり、伝鍛 法であること  ●伝統食品であり、伝続製法であること
●無添加

― 酔 口          回   ~

口 4・7-・             |

不足であるために、やむをえず一般材料に頼らなけれ

ばならない点、消費者の要望に答え、流行や必要性に

応じなければならない点があるからです。例えば消費

者の立場から一人ぐらしや忙しい人にとつてはインス

タント食品は手軽で便利です。それがもつと安全な食

品であつてほしいと考えるのは、もつともな事です。

ムソーは、できるだけ幅広い層に自然な食品をとつて

ほしいと考え、できるだけ多くの人に自然食への意識

を高めてほしいと考えこのように区分けしました。

3.純正食品       4.モ アベター食品
●伝統食品には含まれないもの      ●伝統食品に含まれないもの
●無添加                 ●無添加食品 (一部有添)

●原科差別化               ●原料差別化
●利便性遺求食品

O
Feeling of Nature

□ L・
y―株式書粒 奎京』奎馴朧響停翼見



爾ｕ
８
０
９
６
・
３
４
３
●
４
０
４
３

回

闇

園

□

圏

――

□

夜
２
回

（毎
月
第
一
木
曜
）、
昼

［□
吉
成
知
江
子

□

高
崎
８

［
□
吉

成

知

江

子
　

□

小
川
自

然
食

品
店

８

０

４
８

７

●
７

４

●
８

５
０

４

在
日
外
国
人
と
英
語
で
習
う
料
理
教
室

（月
夜
・火
昼

夜
）
、
初
心
者
講
座

（木
昼
夜
）

□

代

々
木
上
原
駅
下
車
６
分

伊
藤
の
り
子

第
３
日
曜
９
時
～

国四
小
川
み
ち
　
□
８
０
２
２
●２
６
２
●７
６
７
７

□

田
中
愛
子

・
佐
々
井
　
譲
　
回
］
毎
月
曜
昼
、
夜

回

味

の
里
健
康
セ
ン
タ
ー

一

〇

３

●

３

４

４

９

●

５

０

０

１

未
来
食
ク
ッ
カ
リ
ー
入
門
８
回

コ
ー
ス

□

大
谷
ゆ
み
こ

月
～
１２
月
　
毎
月
第
２
日
曜
　
９
時
～
１４
時

●
未
来
食
ク
ッ
キ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

毎
月
第
２
日
曜
日
、
１５
時
～
ヽ
時
半

□

有
楽
町
線
江
戸
川
橋
四
番
出
口
右

へ
２
分

□
８

●
毎
月
第
２
水
曜
日
　
１０
時
～
１３
時

ロ

サ
ダ
公
民
館

（枚
方
市
）

８
０
７
２
０

●
５
３

●
２
２
０
０

ｏ
毎
月
第
３
月
曜
日
　
１０
時
～
１４
時

□

蔵
風
自
然
食
品
店

（声
屋
市
）

第
２
木

・
金

・
土
曜
日

（第
３
の
時
も
あ
り
）

国
］
川
内
翔
保
子
　
□

秦
野
と
本
厚
木

（小
田
急
線
）

固
●

国
Ｕ
浮
津
宏
子
　
□
Ｔ
わ
１
日
曜
　
午
前
Ｈ
時

ｍ
四
長
生
堂
●
０
５
６
８
●
７
６
●
２
７
３
１

回
ａ

毎
月
第
１
木
曜
　
１０
時
～
１４
時

□

神
戸

ヘ
ル
ス
フ
ー
ズ
　
壼

第
１
・
３
土
曜

（夜
）、
第
２
一
４
水
曜

（昼
）

□

小
林
夕
夏
　
囲
Ψ

玄
屋

固
奮

□

盛
岡
、　
マ
ナ
自
然
食

岡田
８
０
１
９
６
・６
２
［□
第
３
水
曜
　
１０
時
ヽ

第
１
木
曜
日
　
１０
時
～
１４
時

□

熊
本
婦
人
会
館
　
カ
ル
チ

ャ
ー
セ
ン
タ
ー
内

●
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
茶
話
会

第
２
本
曜
日
　
１３
時
～
１５
時
、
１９
時
～
劉
時

囲
］
熊
本
、
天
粧
子
飼
店

第
３
日
曜
　
Ｈ
時
～

ｍ
］
群
馬
マ
ク
ロ
ピ
オ
テ
ィ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー

□
奮

月
末

の
日
曜
日
　
１
時
～

□

仙
台
　
食
事
処

「友
苑
」

ｍШ
８
０
２
２
●２
４
６
●２
７
７
１

□

大
森
英
桜

・
牧
内
泰
道

［
Ш
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
学
園

毎
月
―
日
～
８
日
　
△
口
宿

□
奮

自
家
製
作
物
提
供
。
全
室
床
暖
房
。
静

か
な
個
室
。
ミ

ネ
ラ
ル
温
泉
。
テ

ニ
ス
、
ス
キ
ー
、
プ
ー
ル
あ
り
。
岐

阜
県
大
野
郡
清
見
村

□

大
原
山
荘
　
●

毎
月
第
２
週
６
日
間

（通

い
可
）
八
王
子

併
設
／
雅
楽
、
農
業
生
産
、
心
眼
研
修
、
語
学

純
正
食
品
販
売
　
＊
各
地
支
部

８
０
４
２
６

●
２
５

・
０
０
９
６

ス
タ

ッ
フ
募
集
″
　
正
社
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
も
可
。

□

東
京
都
八
王
子
市
め
じ
ろ
台
４
１
１２
‐
５

囲Ш
８
０
４
２
６
●
６
５
・
４
３
１
１
　
欄
イ
ノ
チ

●
毎
月
第

一
本
曜
日
　
１０
時
～
１３
時

８
０
７
８

・
８
２
２

●
３
３
２
８

ｏ
毎
月
第
二
月
曜
日
　
１０
時
～
１５
時

目
□
目
目
園
圏
園
□

●
料
理
教
室
　
第
２
又
は
第
３
月
曜
　
１０
時
半
～

［
四
二
重
県
南
牟
婁
郡
　
一世
井
あ
さ
倖
宅

□
ａ

食
箋
料
理
と
お
話

（大
森

一
慧
）

キ
毎
月
第
２
日
曜
１３
時
よ
り

□

静
岡
県
富
士
郡
芝
川
町
　
奮

固
日
日
園
同
――
――
□

毎
月
第
２
週
７
日
間
。
指
導
／
橋
本
宙
八

［幽
パ
ス
（福
島
県
い
わ
き
市
〕

□

０

一
慧

の
ク
ッ
キ
ン
グ
　
健
康
で
楽
し

い
止
食
料
理

※
２
／
Ｈ
（水
）

□

相
模
台
公
民
館
　
団

大
森

一
慧

●
手
当
法
、
食
箋
料
理
研
究
会

（２
名
限
定
）

［□
２
／
２８
（日
）
「循
環
器
」

□

大
森

一
慧
　
爾
印
加
藤
宅

□
●
ｏ

●
試
食
会
　
第
３
日
曜
　
Ｈ
時
～
１２
時

［
四
二
重
県
南
牟
婁
郡
　
正
食
喫
茶

。
木
ら
ら

固
む

●
純
正
食
者
の
方
の
み
お
泊
め
し
ま
す
。

宿
泊
、
料
理
講
習
、
正
食
相
談
、

ス
キ
ー
教
室

□

静
岡
県
御
殿
場
市
萩
原
７
４
３
富
岳
庵

［
四
〒
剛
　
青
森
市
戸
山
字
赤
坂
２

国
］
健
康
道
場

（新
宿
区
西
新
宿
８
丁
目
）

鴨

嵯

″

鞠

踊

鵠

８

‥

□

目

日

日

間

日

□

固

園

目

日

日

Π

Ｉ Ｉ

］

野
田
キ
メ
子

玄
米
食

ス
タ
ッ
フ
募
集
　
男
女
数
名

回
岬
第
２

●
第
４
日
曜
　
□

秋
葉
原

・
津
田
温
古
堂

岡Ш
０
３
●
３
８
６
４
●
０
５
５
７

冊
幽
円
――
――
――
―‐
□

●
愛
康
会
　
第
２
土
曜
１３
時
～

ｏ
食
べ
物
の
勉
強
会
　
第
４
水
曜
　
１４
時
～

□

久
留
米
市
南
町
　
愛
康
内
科
医
院

同四
〇
９
４
２
●
２
１
●
５
５
５
６

□
●

鈴

木

［□
佐
々
井
譲
　
囲
］ａ

口
回
日
――
――
――
―‐
□

第
２
土
曜
　
１８
時
～
　
マ
ニ
ホ
ー
ジ

ュ
に
て

６
３

（加
藤
）

指
導
／
友
井
寛

３
日
間
は
断
食
、
あ
と
３
日
間
は
補
食

。
合
宿

＊
こ
の
欄
に
掲
載
を
こ
希
望
の
方
は
、
毎
月

５
日
ま
で
に
、
編
集
部
あ
て
八
ガ
キ
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
採
否
は
お
ま

か
せ
願
い
ま
す
。

囲
問
囲
目
園
園
回
園
□
□
日
目
旧
□
　
□
上御髪
晶
稀
一戸芭

第
１
土
曜
　
２
時
よ
り

□

田
中
愛
子
　
繭
］
静
岡
県
御
殿
場
市
萩
原
７
４
３

第
１
日
曜

国四
８
０
５
□

富
士
宮
中
央
公
民
館

火
曜
１０
時
～
　
基
礎
科
生
募
集
　
月
２
同

本
科
　
グ

ル
メ
料
理
、
正
食
理
論
、
野
草
料
理

□

横
浜

・
栄
区
　
Ｊ
Ｒ
本
郷
台
駅
歩
５
分

８
０
４
５

・
８
９
４

●
４
７
９
９



ホ
リ
ス
テ
ィ
ツ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

「穂
高
養
生
塾
」
９８
年
前
期

［□
２
／
２７
（土
）
・
２８
（日
）
１３
時
～
１６
時

回

鳥
取
・
平
岩
記
念
会
館
　
□

食
養
村
・
ヤ
ス
恵

①
ヒ
プ
ノ
セ
ラ
ピ
ー
他
　
□
］４
／
１６
（金
）～
１８

（日
高
ロ
ス
イ
ル
・ジ
ャ
フ
ィ
ー
、
高
岡
よ
し
子
　
②

生
け
花
、
ダ
ン
ス
他

［□
５
／
１４
（金
）～
‐６
（日
）

□

大
田
光
、
豊
永
富
士
恵
　
③
操
体
　
□

６
／
“

（金
）
～
別
（日
）

□
□
渡

辺
栄

三
　
④

ヨ
ガ
、
書
道

□

７
／
‐６
（金
）
～
１８
（日
）

［□
古
田
功

［
幽
セ
ミ
ナ
１
４
回
分
　
￥
４
０
０
０
０
　
宿
泊
、
食

事
代

（
１
泊
２
食
、
玄
米
正
食
）
￥
８
５
０
０
　
回
］
長

野

・
穂
高
養
生
園
　
８
０
２
６
３

●
８
３

・
６
６
７

０
／
５
２
６
０

●
講
演
会
等
の
テ
ー
プ
お
こ
し
、
テ
キ
ス
ト
等

の
原

稿
作
成

（
レ
イ
ア
ウ
ト
）
、
低
料
金

に
て
お
手
伝

い
し

ま
す
。
同
］
奮

佐
久
間

曰

大
谷
ゆ

み
こ
　
□
］
３
／
２６
（金
）
～
３
／
３０
（火
）

□

山
形
県
　
矢

の
沢

「未
来
生
活

フ

ィ
ー

ル
ド
」

日

１
人
６
万
円
　
カ
ッ
プ

ル
Ｈ
万
円
　
ロ

ア
ト
リ

エ

風
ヽ
事
務
局
８
０
３
●
３
２
６
９
・
０
８
３
３
　
鳥
越

当
協
会
２
Ｆ
さ
く
ら
ホ
ー
ル
課
外
教
室

●
ヨ
ガ
教
室

（講
師
　
一二
好
暁
）

□
毎
週
月
曜
日
午
後
３
時
～
４
時
３０
分

毎
週
火
曜
日
午
後
３
時
～
４
時
３０
分

□
国
会
員
　
５
千
円

（５
回
）

会
員
外
５
千
円

（４
回
）

□
０
４
２
２

・
５
５

・
８
９
６
３

（三
好
）

●
太
極
拳
教
室

（講
師
　
大
友
映
男
）

□
月
２
回

（巻
末
色
ペ
ー
ジ
参
照
）

□
□
千
円

（１
回
）

□
０
４
２
２

・
４
７

・
６
６
３
９
ｏ
大
友

●
郭
林
新
気
功
教
室

健
康
増
進
に
効
果
の
あ
る
医
療
気
功

。
郭
林
新
気
功

に
、
じ
っ
く
り
と
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

回
郭
林
気
功
協
会
　
同
好
会
事
務
局

◇
詳
細
は
お
問
合
せ
下
さ
い

な
０
３

・
３
７
２
７
ｏ
０
２
１
６

（萬
円
）

●
ヨ
ガ
と
イ
ン
ド
古
典
舞
踊
教
室

ロ

ニ
シ
ャ
・
立
田

裸
足
で
大
地
を
踏
み
な
ら
し
ま
せ
ん
か
／

□
毎
火
曜
ロ
　
タ
６
時
～
７
時

ロ

ニ
シ
ャ
・
イ
ン
ド
古
典
舞
踊
研
究
会

容
０
３

ｏ
３
７
８
０
ｏ
ｌ
０
６
２
又
は

８
０
３

・
３
４
６
９

・
０
４
６
８

●
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
　
人
形
の
会

日
毎
月
第
４
金
曜
日
午
前
１０
時
～

□
□
八
百
円

□
０
３
・
３
４
６
０
・
０
６
１
２

（中
島
）

さ<らホール ライブ
録音テープ 新発売/

橋本佳潤 ←融科クリニック院局

『歯科と食養』
120分テープ× 1本

価格 2,500円 (税込み)/送料250円

★虫歯になつてからでは遅すぎるノ′ 歯
は食養では最も治療の難しい部位。歯の

健康を守る法、虫歯になつたら…等、大

森正食医学をふまえ歯切れ良<語ります。
■ご注文は他の書籍 。テープと同様にお受

けします。本誌59ページをご参照 ください。

日本 cl協会

さ<らホール ライブ
録音テープ 新発売/

大 森 英 桜   〈宇宙法則研究家〉

『世紀末大予言』
120分テープ× 1本

価格 3,500円 (税込み)/送料250円

☆しのびよる大恐慌、天変地異はいつ<
るのか/ 宇宙法則研究家の大森先生が
ズバリ予言します。さ<らホール満席の
熱弁をお聞き<ださい。

■ご注文は他の書籍・ テープと同様にお受

けします。本誌59ページをご参照 ください。

日本 c:協会



Ｐ
Ｕ
の
本
棚
よ
り
　
　
　
　
　
第
７
回

『自
由
の
森
学
園
の
自
然
給
食
』
　

小
林
節
子
著

産
調
出
版
刊
　
一
、
大
○
○
円

自
由
の
森
学
園
創
立
時
よ
り
六
年
間
に
わ
た
っ

て
給
食
作
り
に
取
り
組
ん
だ
著
者
の
実
践
記
録
。

現
在
の
学
校
教
育
に
対
し
て
は
様
々
な
問
題
点

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
単
な
る
批
判
や

議
論
に
終
わ
ら
せ
ず
に
理
想
の
教
育
を
求
め
て
ス

タ
ー
ト
し
、
教
育
の
大
き
な
実
験
と
も
言
わ
れ
て

誕
生
し
た
自
由
の
森
学
園
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の

も
と
で
生
ま
れ
た
学
校
に
お
い
て
で
あ

っ
て
も
、

安
全
な
給
食
を
、
と
い
う
た
っ
た

一
つ
の
こ
と
を

実
現
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
大
変
な
こ

と
で
あ
る
か
が
実
感
と
し
て
伝
わ
っ
て
く
る
。
理

想
を
言
う
の
は
や
さ
し
い
、
し
か
し
、
行
う
の
は

並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。

自
然
食
の
給
食
を
実
践
す
る
中
で
、
日
本
の
伝

統
食
の
見
直
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
問
題
、
成
人
病

と
食
事
と
の
関
係
な
ど
、
新
た
な
発
見
に
つ
な
が

り
、
問
題
は
広
が

っ
て
ゆ
き
、
最
後
に
、
食
べ
物

と
は
、
心
を
癒
す
こ
と
と
い
う
思
い
に
至

っ
た
と

述
べ
て
い
る
。
心
を
は
ぐ
く
み
、
生
命
に
輝
き
を

与
え
る
食
べ
物
を
、
と
い
う
思
い
が
あ

っ
て
の
自

然
食
で
な
け
れ
ば
絵
に
書
い
た
餅
に
等
し
い
。

『穀
菜
食
に
よ
る
食
養
療
法
』
　

松
岡
四
郎
著

正
食
出
版
刊
　
一一、
二
〇
〇
円

正
食
協
会
の
月
刊
誌

『
コ
ン
パ
２
１
』
に

「健

康
相
談
室
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
掲
載
さ
れ
た
文

章
を

一
冊
に
ま
と
め
た
書
。

初
め
に
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の
食
事
法
の
原

則
が
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
病
気
別
に
そ
の

原
因
、
食
事
内
容
、
手
当
法
が
具
体
的
に
問
答
形

式
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
読
み
や
す
い
。
病
気
の

種
類
は
六
〇
種
以
上
に
及
び
、
桜
沢
の

『新
食
養

療
法
』
に
は
な
か
っ
た
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、
川

崎
病
、
進
行
性
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
な
ど
の
新

病
や
難
病
に
つ
い
て
も
項
目
を
設
け
て
い
る
。

手
当
法
の
基
本
や
、
真
向
法
、
経
絡

（ツ
ボ
）

の
図
解
も
巻
末
に
収
め
て
あ

っ
て
、
家
庭
医
学
全

書
の
役
割
も
果
た
し
て
く
れ
る
。

著
者
の
お
話
は
、
東
洋
医
学
の
五
行
論
や
漢
方

の
み
な
ら
ず
、
生
化
学
、
生
理
学
と
食
物
の
関
係

な
ど
に
及
び
、
豊
富
な
知
識
と
四
〇
年
以
上
の
長

い
経
験
に
基
づ
い
て
い
て
非
常
に
明
快
で
あ
る
。

病
気
の
種
類
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
質
に
応
じ
た

対
処
の
仕
方
を
ど
う
つ
か
む
か
が
最
終
的
に
は
カ

ギ
と
な
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

『
新
食
養
療
法
』
　

桜
沢
如

一
著

日
本
Ｃ
‥
協
会
刊
　
一一、
〇
六
〇
円

昭
和

一
四
年
に
発
行
さ
れ
、
五
〇
年
以
上
に
わ

た
っ
て
読
ま
れ
て
い
る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
。
も
ち
ろ

ん
こ
の
本
が
書
か
れ
た
頃
と
今
日
と
の
時
代
の
違

い
を
考
慮
し
た
上
で
読
ま
ね
ば
な
ら
な
い
部
分
も

あ
る
が
、
真
実
と
い
う
の
は
時
代
や
時
間
を
超
え

た
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。

た
だ
、
最
終
的
に
書
物
と
い
う
も
の
は
、
そ
れ

を
読
む
人
間
の
判
断
力
が
ど
の
程
度
の
も
の
か
と

い
う
こ
と
が
試
さ
れ
る
の
で
あ

っ
て
、
例
え
ば
こ

の
本
に
つ
い
て
言
え
ば
、
目
的
と
す
る
病
気
の
部

分
し
か
読
ま
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
人
間
の
判

断
力
の
レ
ベ
ル
で
し
か
理
解
さ
れ
な
い
。

病
気
に
対
す
る
相
談
の
電
話
の
応
対
を
し
て
い

て
最
も
多
い
パ
タ
ー
ン
は
、
ど
う
し
た
ら
病
気
が

治
る
の
か
と
い
う
答
え
を
、
自
ら
そ
の
原
因
を
考

え
る
こ
と
も
な
く
、
安
易
に
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
に

求
め
る
人
で
あ
る
。
ま
ず
、
そ
う
い
う
心
の
持
ち

方
で
あ
る
が
故
に
病
気
と
な
っ
た
こ
と
に

「気
付

く
」
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
こ
の
本
の
最
初

の
部
分
を
繰
返
し
繰
返
し
何
度
も
読
ん
で
み
る
の

も

一
つ
の
方
法
だ
ろ
う
。



編
集
室
便

り

◆
Ｈ
月
２‐
日
　
協
会
理
事
会
開
催
。
出
席
理
事
／
田
中

波
留
子
、
石
田
英
湾
、
村
越
立
典
、
勝
又
靖
彦
、
村
上

譲
顕
、
花
井
良
平
、
佐
藤
茂
伸
、
花
井
陽
光
　
監
事
／

佐
々
井
譲
　
顧
問
／
古
賀
誠

◆
Ｈ
月
２４
日
　
「自
由
の
森
学
園
の
自
然
給
食
」
（小
林

節
子
著
　
産
調
出
版
刊
）
の
出
版
パ
ー
テ
ィ
ー
が
浜
松

町
に
て
関
係
者
８０
名
参
加
の
も
と
催
さ
れ
る
。
夕
食
は

″
パ
ー
テ
ィ
ー
ズ
″
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
イ
ツ
ク
料
理
。
協

会
よ
り
花
井
参
加
。

◆
Ｈ
月
２７
日
　
２
月
２８
日
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
の
特
別
講

演
会
の
講
師
を
、
桜
沢
先
生
の
直
弟
子
で
八
王
子

・
三

愛
病
院
長
、
高
瀬
公
洋
氏
に
依
頼
す
べ
く
三
愛
病
院
を

訪
ね
る
。
帰
路
、
八
王
子
の
自
然
食
レ
ス
ト
ラ
ン

″
む

ぎ
め
し
茶
屋
″
に
立
ち
寄
り
、
坂
本
大
策
氏
か
ら
お
話

を
う
か
が
う
。
本

社
の
∽
自
然
堂
は

本
年
末
、
桧
原
村

に
移
転
。
●
む
ぎ

め
し
茶
屋
／
ＪＲ
八

王
子
駅
徒
歩
１
分

営
業
時
間
Ｈ
～
１８

時
３０
分
８
０
４
２

６

●
４
８

●
８
３

◆
Ｈ
月
２９
日

講

師
に

一
橋
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
橋
本

佳
潤
院
長
を
お
招

き
し
、
６０
余
名
の

参
加
者
の
も
と
、

特
別
講
演
会
が
開

か
れ
る
。
「手
を
加

え
な

い
の
が
最

良
」
と
い
う
お
話

に
多
く
の
方
が
共

鳴
す
る
。

◆
Ｈ
月
３０
ロ
　
ァ
メ
リ
カ
で

『
マ
ク
ロ
ニ
ュ
ー
ス
』
を

発
行
し
て
い
る
山
口
敬
司
氏
が
来
館
。
ア
メ
リ
カ
で
６

月
か
ら
８
月
位
ま
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
て
料
理
の
手

伝

い
等
を
し
て
く
れ
る
方
を
募
集
中
。
お
礼
は
ほ
と
ん

ど
期
待
で
き
な
い
が
、
観
光
案
内
や
久
司
先
生
の
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
に
連
れ
て
行

っ
て
く
れ
る
と
い
う
話
。
但

し
女
性
で
当
協
会
で
料
理
を
勉
強
し
た
こ
と
の
あ
る
方

を
希
望
と
の
こ
と
。
応
募
は
直
接
山
口
氏
宛
に
手
紙
で
。

仕
牛
川
＝
ス
回
Ｃ
一　
く
＞
〓
＞
０
⊂
０
工
一　
ＮＯ
目
＞
く
〓
＞
”
パ
詢
日

ｒ
＞
Ｚ
”
”
”
く
Ｚ
〓
＞
メ
「”
”
＞
Ｈ
Φ
ｏ
Ｈｏ
　
Ｃ
あ
・＞
・

◆
‐２
月
１
日
　
韓
国
か
ら
海
洋
微
生
物
の
研
究
の
た
め

来
日
中
の
女
性
が
、
在
韓
の
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
研

究
家
、
チ
ョ
ン
神
父
に
紹
介
さ
れ
て
来
館
。
チ
ョ
ン
神

父
は
当
協
会
の
会
員
で
も
あ
り
、
韓
国
で
エ
コ
ロ
ジ
ー

運
動
を
展
開
中
と
い
う
話
を
聞
く
。

◆
‐２
月
２
日
　
岐
阜
県
の
ゲ
ン

・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

帥
よ
り
富
有
柿
を
送
っ
て
い
た
だ
く
。
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
・２
月
５
日
　
ド
イ
ツ
で
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
を
学

び
、
日
本
男
性
と
結
婚
し

一
児
を
儲
け
た
女
性
が
来
館
。

◆
‐２
月
７
日
　
当
協
会
友
の
店

″安
心
の
里
″
を
池
袋

に
訪
れ
る
。
東
武
デ
パ
ー
ト
側
に
下
車
徒
歩
６
分
程
。

経
営
者
の
柿
沼
博

さ
ん
は
マ
ク
ロ
ビ

オ
テ
ィ
ッ
ク
を
勉

強
さ
れ
、
お
客
様

に
も
親
切
に
陰
陽

の
手

ほ

ど

き

を

す
る
。
こ
じ
ん
ま
り

し
た
店
だ
が
、店
主

手
づ
く
り
の
棚
が

光
る
。
●
安
心
の

里
８
０
３
●３
９
　
謳郡
出Ⅷ椰
一
一

◆
‐２
月
９
日
　
正
食
協
会
と
の
合
同
会
議
、
名
古
屋
に

て
開
催
。
百
年
祭
を
ひ
か
え
て
新
し
い
企
画
が
続
出
。

（出
席
＝
正
食
協
会
／
岡
田
理
事
長

・
田
畠
専
務
理
事
、

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会
／
花
井
専
務
理
事

。
佐
藤
事
業
部
長

・

勝
又
理
事
）

◆
‐２
月
１０
日
　
名
古
屋
で

一
泊
し
、
中
央
線
経
由
、
上

諏
訪
で
下
車
し
、
オ
ー
サ
ワ
ジ
ャ
パ
ン
帥
取
扱
化
粧
品

「
ハ
ー
テ
ィ

・
ハ
ー
ト
」
の
製
造
メ
ー
カ
ー

″０
ベ
ニ
ヤ

バ
イ
オ
ケ
ミ
カ
ル
″
に
創
設
者
の
伊
藤
福
衛
氏
を
訪
ね

る
。
詳
細
は
本
誌
１６
ぺ
‐
ジ
０



さ<らホール ライブ
録音テープ 新発売/

真 弓 定:夫  〈真弓小児科医院長)

『飽食日本のこどもが危ない』
120分テープ×1本

価格 2,500円 (税込み)/送料250円

★新生児が胃潰瘍/小学生が脳溢血 /糖

尿病/この恐るべき時代…。食生活から

衣・住の問題まで、マクロビオティック

生活法をわかりやす<語つて<れます。

■ご注文は他の書籍 。テープ と同様にお受

けします。本誌 3ページをご参照 ください。

日本 cl協会

在
日
ア
フ
リ
カ
人
の
方
達
の
た
め
の
圧
力
鍋
を
全
国
各
地
か
ら

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
到
着
し
た
圧
力
鋼
は
当
協
会
が
責
任
を

も

っ
て
ダ

ニ
エ
ル
さ
ん
に
お
渡
し
致
し
ま
し
た
。

こ
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
　
〇
兵
庫
県
　
橋
ケ
谷
衣
古
様
　
〇
青

森
県

一局
橋
延
之
様
　
○
埼

玉
県
　
山
下
大
風
様
　
○
福
岡
県

森
ち
か
子
様
　
○
　
〃
　
サ
ニ
ー
サ
イ
ド

・
的
場
恭
子
様
　
○
群

馬
県
　
田
村
正
子
様
　
○
東
京
都
　
本
山
様
　
○
　
〃
　
中
村
奈

津
江
様
　
○
静
岡
県
　
山
田
和
子
様
　
○
埼
玉
県
　
宮
西
善
雄
様

○
札
幌
市
　
杉
山
和
子
様
　
○
石
川
県
　
中
島
美
紀
子
様
　
○
千

葉
県
　
鈴
木
淑
子
様

　

（１
／
１８
現
在
、
１６
名
の
方
よ
り
計
１９
台
）

と
り
あ
え
ず
行
き
渡
る
そ
う
な
の
で
、
こ
れ
を
も

っ
て
募
集
を
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

「
圧
力
鋼
を
贈
る
会
」

●
当
協
会
図
書
資
料
コ
ー
ナ
ー
に
書
籍
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
青
梅
市
、
丼
上
喜
音
子
様
　
○
杉
並
区

山
本
啓
湖
様
　
○
松
戸
市
　
小
川
秩
賀
子
様

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
引
き

続
き
募
集
を
続
け
て
し
ま
す
。
ご
不
要
の
書

籍
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
の
ほ
ど
を
お

願
い
申
し
上
げ
讀
す
。

日
本
Ｃ
Ｉ
協
会

cl協会内に新規開設 /

図書資料コーナー
とりあえず皆様方か ら、推薦 され る書物、ご

不要な本などを協会 に寄贈戴 き、来館 される方

が どなたで も自由 に閲覧で きるよ うに致 しま

す。下記の分野の書物 を重点的に収集 した く、

皆様 の ご協力をお願 い致 します。

● GOの 著作物、マクロビオティツク・正食関係、食
物・料理一般、育児・教育、エコロジー。環境問題、東洋医

学・哲学。思想、宗教・精神世界、ニユーサイエンスなど

健康と幸福への道 マクロピオティック食品

弊社は創業以来40年、自然食の原点、マクロビオ

ティック食品の開発、販売、普及 を続けています。

資  格 高卒以上 18歳～40歳位
給  与 当社規定により優遇
勤務時間 9:00～ 17:30

①卿 ずつ1バン株式会社
〒173東京都板橋区小茂根 5-4(総 務 花井)

昇給年 1回、賞与年 2回、社保完、交

通費全額支給、退職金制度有、マクロ

ピオテインク食品による給食制度、マ

クロヒオテインク研修制度有
`

日曜、祝日、週休 2日 制、年末年始、

夏季休暇、有休。

電話連絡の上、履歴書、持参下さい。

地下鉄有楽町線小竹向原駅下車歩15分

西武池袋線   江古田駅下車歩20分
0(03)3958 7112 FA× 3958 7362

待  遇

募

通

応

交



界

鶉

洟

睫

洟

洟

蝙

辣

鯰

颯

鯰

蝙

隆

靡

鰈

隧

蝙

燿

晰

陪

吻

鶉

颯

内

欝

甕

舞

甕

議

雛

簿

豪

涯

爵

お

誰

駐

Ｆ

欝

´

核靡靡鰊饂咸靡鰊  健 康   靡颯饂饂蟷颯晰靡

囀

仁

赳

≪

炒

麒

財

巫

凩

踪

晰

ざ

藻

感

鵞

賊

尊

生命 と生活をい となむうえで基本 となる健康なからだとこころ。

すこやかに、やすらかに暮らせるということ。

私たちの身体は、血や肉や髪の毛一本にいたるまで、

すべて食べたものによってつくられています。

マクロビオティックでは、宇宙のなりたちと体のしくみを知 り、

日々の食事を通して自然な体を取 り戻します。

鯰了驀輻 櫻骰は エ コ ロ ジ ー 驀耗饂賤蝙憮漑警

人間の生活は自然の代償の上に成り立っています。

ひとりひとりが心がけ、おこなってこそ、

子供たちに美しい自然を伝 えることができるのです。

農薬や化学肥料などの化学物質は自然のサイクルを乱します。

食べ物の摂 り方ひとつで、私たちは自然の一部として、

より人間らしく生 きるための第一歩を踏み出すことができます。

畿警警艤警輪鬱警  幸 福   聾讐籐響警鞭驀警

環境に生かされていると感じられること、

さまざまなものの “いのち"を生かしてあげられること。
“いのち"は科学で解明するものではなく、自分で感じとるもの。
季節を感じて、自然を感じて、宇宙を感じて、自分を感じて、

そんな豊かな心をはぐくんでみませんか。
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し い さ つ
マクロビオティックの歴史は、昭和 3年 夏、桜ツ(如l^が北海道で1用 いた

「γy‐ |口l無双原llll大学講習」から始まります。以来65111出 l、 いまや日本は

もとより、欧米にまで広が り、医療・教育関係者等に多大な t影響を与え

ています。日本では、日本CI協会が昭和32年 か ら桜沢如1-の指導の もとに、

マクロビオティックの普及 と研究をlTIね 、昭和4111、 師の亡きあとも現在

に至るまで、1冨動の中核 として研鑽を積んでまいりました。

今日、世界的に環境破壊が |‖I題になっていますが、桜沢はすでに昭和12

111こ “ビオ・エコロジー
" という名称をもって、環境保護の先鞭をつけて

いますc‖ L界中の民族がイデオロギーを超えて、身 L不三・ 物全体の場:

11を
′、i=る 方向で、共に1カ け合い、健‖(と ヤhtliを fiて 合う1世 界を倉」fi:す るた

めにも、今後共、マクロビオティックの普及を続けていきたいと思ってお

ります .

ざ

日本 CI協

′‘″″́”征粋膨“一一卒一

|●

長 桜沢 里真

生命は、その個体全体で/1ランスを

保つてし1ま す。野菜は皮をむかず、ア

ク抜きやゆでこぽしをせず、葉の部分

も根の部分も調理 します。魚なら頭

からまるごと食べられるものを、穀物

は精自してし1ないものを食べること

で、食物本来の生命力をし1ただ<

ことができます。

宇宙のすべてのものは陰場のノヽラン

スによつて成り立 つてし1ま す。広がる

力、遠/D力が信、縮む力、求ノ出力が陽。

元素では、カリウムが陰 71■、ナトリウ

ムが陽 ll■ であり、カリウム分の多し1栗

物などを摂れば体が冷えて緩み、ナ

トリウム分の多ιlも のを摂れば

体鍔 まりひき締まります。

人間の歯の構成を見ると、穀物を磨

み砕くのに適した自歯が32本中2θ本あ

り、約δθ%を占めてしヽます。また、陰

陽のノ|ランスからみ ても、未精自穀物

は安定 した中庸の ll■質のため、穀物を

主食 とすることで、どんな環境にお

いても身体や精神の/1｀ランスを

保ちやすくなります。

身体と大地は一元一体であり、人間

も環境の産物であるとしヽうこと。

暑ι地 域、暑ιヽ季節には陰 ll■の作物が

でき、逆に寒ιヽ地域、寒い季節には陽

性の作物ができるため、その土地、そ

の季節の物を常食することで、身体

は環 J2‐に調和し、人間はもつと

もよ <生かされるのです。



鋼申降◆日本Cl協会活動案内
―
◇

玄米や穀物類、味わい深い季節の野菜、野草、

海草、豆類など、大自然の幸を生命の糧 として

いただくマクロビオティック料理は、化学的に

汚染されない (無農薬、無化学肥料)新鮮な材

料を、純正な調味料 (天然醸造の味噌・醤油、

自然塩、ゴマ油、ナタネ油など)で調理し、化
学調味料は用いません。

年間 3期、各 13回の初級 。中級 。上級師範科、

1泊 2日 の集中料理講座、プロの技に学ぶ技法

講座、英会話によるクッキング・クラスなどが

展開されています。

東洋医学、東洋哲学、また桜沢如一の説いた

無双原理にもとづき、人間の成 り立ち、人体の

生理から食物の持つそれぞれの性質・食べ方、

体内での作用を始め、人相 。手相・体格 。性格

などによる望診法、各種病気の原因・症状 と治

療法まで、科学や西洋医学のはか り知れない生

命の現象を解 き明かし、新しい時代の常識をつ

くります。

月 11・l、 1泊 2日 の 6回 コースで部分受講も
可能です。

正しい食生活の指導原理、宇宙を貫く法則、

東洋医学の哲学、易経、教育、環境など、さま

ざまな方面から現代社会に疑間を投げかける桜

沢如一の著書を始め、桜沢里真会長のマクロビ

オテイック料理書ほか、医学・料理講座のカセッ

トテープ、 ビデオなどもあ ります。

マクロビオティックとその料理法にlllす るホッ

トな情報、健康 と美を創 り、生命をはぐくむた

めの食事法 と、その知識のご紹介など、あなた

の人生を豊かにする情報が満載です。

また、 日本 CI協会で行っている講座や料理教
室などのお知 らせ、ご案内 も掲載しています。

マクロビオティックを楽しく学ぶ基本コース

として、軽食付きの入門講座、家庭の手当法、

生活相談ほか、子どものからだ とこころの成長

と子育てについて語り合 う母子教室、そして課

外教室 として大極拳、気功、 ヨガ教室などが勢
ぞろいしています。

種  別 年|1会1費 興特

A 正会1良 12.360円
月刊機関誌 (年間12回発行)1部送呈、会員証、各種行事害」引。料理教室、正食医学講座、正食相談
無農薬玄米配布のカムカムクラフ入会可。2000円 分の日本CI協会発行の図書テープ券進呈。

B 鷲助会異 12,360円を

2回以上
月刊機関誌毎号2部送呈。その他は正会員に同じ。4D00円分の日本CI協会発行の図書券進呈。

0 誌■友 5,150円
月刊機関誌 (年 FB51 2回 発行)1部送呈。料理教室、正食医学講座受講、無農薬玄米配布のカムカムク
ラブ入会可。

D 法 人 30.900円
本紙 5部配布。本紙巷末に広告掲載。協会出版物等の卸取引可。各種行事害」引。

料理教室、正食医学講座、正食相談受講可。

●会費の納入は本誌はさみ込みの振替用紙、又は郵便局備え付けの振替用紙でお申込み下さい。振替東京0-194125



∞∞ 日本C:協会概略魃
自然の法則を理解し、健康 と平和を実現することを目的に、故・

桜沢如一(1893～ 1966)に よってM.I.を 経て昭和32年 に創立。

その前身は明治時代、カリウムとナ トリウムの拮抗性原理を発

見した陸軍薬剤監・石塚左玄が明治29年に出版 した「化学的食養

長寿論」の理念を実現するために設立され、食物養生法
。食物療

法 。玄米穀物食を普及した社団法人・食養会。

H召和初年か ら食養会に身を投 じた桜沢如一は左玄の理論をさら

に深め、食物療法だけにとどまらず、社会 。文化 。自然などあ ら

ゆる方面に適用できる統一理論 としてまとめあげ、欧米各国、イ

ンド、アフリカ、ベ トナムなどを講演のために巡遊し、十数か国

語に著書が訳される。

また、その共鳴者、教え子達によって昭和44年に純正食品事業

部門 。オーサワジャパン株式会社が設立。

「不老長寿術、長生き法」が本来の意味である マ`クロビオティッ

ク
″
という言葉は、今日欧米においては桜沢如一提唱による正食

法、東洋の食事法などの意味で使われ、ヨーロッパや北米 。南米

の諸都市で 《マクロビオティック》《オーサワ》《イン・ヤン》を

表題にした書籍や雑誌、自然食品店を見受けることができる。

>“CI"とは、Le Centre lgR⊃餡m」s
「無知なるもののセンター」。第二次

大戦後、桜沢如一が青年教育の家を“M「

Maison lgno「amusと命名。こざかし

い知恵を捨て、無知であることに徹底し

たものが真の幸福を得ることができる。

創始者 故・桜沢如一

・継 続  1 日 本 Cl協 会 入 会 申 込 書 鮨 書で書いてください)

| 1年 □
朋 から

□
鋼 分   

除 員別の符号を○ひ こんでくださいD

A.正 会 員   B. 賛助会員      C.誌   友   D. 法  人 (店舗 )
(12.360円 )   (12,360円を   □) (5,150円 )     (30,900円 )

フリガナ

氏  名 生年月日器
職 業 (

男・女 月年

)

日生

住 (〒       ) 
°°号室 (〇〇様方)と詳しく。

所                               丁巨L

*未婚、既婚 (家族    名) 麓偉隼ダ惇曇
したい方 ( )

●本紙はさみ込みの振替用紙で会費を納入される場合は、この振替用紙は不要です。



マクロピオティック

書籍案内

日本CI協会取扱書籍

■日本CI協会発行の図書・録音テープ
は、=般書店では扱っておりません。本部
へ直接ご注文いただくか、日本CI協会友
の店でお求めください。

■日本CI協会に直接ご注文いただく場
合 代金は後払いとなります。ハガキにて

ご注文ください。お手もとに現品力奮嗜着し

たのちに、現品にそえてある請求書で代金

等をご確認のうえ、お支払いください。

■お支払い方法は①現金書留、または②振

替 (東京 0-194125日 本CI協会分 にて、
ご送金ください。

■お急ぎの場合は、電話、フアクシミリに

よるご注文も受け付けております。

■2冊以上ご,:L文の場合の梱包・送料は以

下の通りです。◎定価合計 3千円未満=
400円 ◎6千円為商=500円 ◎1万円莉商

=700円 ◎ 1万円以上=800円 (92.12.料

金改定)

■定価はすべて税込みです。

日本CI協会
■東京都渋谷区大山町n-5〒 151
■電話 (代 )03(3469)7631(木 曜休館 )

FAX 03(3469)7635
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で
あ
る
か
。

冷
娼
く
に
そ
注
目
さ
れ
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
。
本
書
は

身
土
不
二
の
視
点
か
ら
、
独
自
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
を

提
唱
し
て
い
ま
す
。
自
然
食
と
は
何
か
、
自
然
で

旬
の
も
の
を
食
べ
る
こ
と
が
な
ぜ
大
切
な
の
か
を

説
い
て
い
ま
す
。

一ｒ一一一一一｝一一一一一

無
双
原
理

・
易

桜
沢
如

一

■
一
五
四
五
円
　
一エ
二
一
〇
円

東
洋
の

「易
経
」
を
現
代
に
翻
訳
。

パ
リ
・プ
ラ
ン
社
か
ら
昭
和
六
年
、
「東
洋
医
学
お

よ
び
科
学
の
根
本
無
双
原
理
』
（仏
文
）
の
題
で
出

版
さ
れ
、
邦
訳
は
昭
和
一
一
年

「食
養
会
」
か
ら

発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
昭
和
五
八
年
校
訂
版
。
現

代
科
学
の
分
光
学
、
原
子
核
転
換
を
も
説
明
す
る

無
双
公
理
―
実
用
弁
証
法
と
し
て
、
易
を
現
代
に

生
か
す
偉
業
。

宇
宙
の
秩
序

桜
沢
如

一

■

一
〇
三
〇
円
　
一〓

一四
〇
円

物
に
は
元
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
作
っ
た
モ
ト
が

あ
る
。

で
も
、
モ
ト
に
も
、
ま
た
モ
ト
が
あ
り
ま
す
。
元

の
一石

そ
し
て
、
そ
の
モ
ト
の
モ
ト
の
モ
ト
の
モ

ト
が
、
「宇
宙
の
秩
序
」
永
遠
の
生
命
な
の
で
す
。

あ
ら
ゆ
る
生
命
は
、
物
体
と
し
て
は
自
然
の
元
素

か
ら
で
き
て
い
ま
す
。
元
素
は
素
粒
子
か
ら
、
素

粒
子
は
波
動
か
ら
。
で
は
、
そ
の
モ
ト
は
…
…
？

東
洋
医
学
の
哲
学

桜
沢
如

一

■
二
〇
六
〇
円
　
一〓
二
一
〇
円

シ
ュ
バ
イ
ツ
ア
ー
博
士
を
、
ラ
ン
パ
レ
ー
ネ
の
病

院
に
訪
ね
た
著
者
が
、
博
士
の
理
解
を
求
め
て
フ

ラ
ン
ス
語
で
書
い
て
献
上
し
た
の
が
本
書
で
す
。

現
代
人
類
の
危
機
を
打
開
し
、
万
人
の
平
和
と
自

由
と
正
義
を
得
る
に
は
、
ま
ず

「東
洋
の
医
学
」

と
、
そ
の
根
底
に
あ
る

「無
双
原
理
」
を
宇
宙
の

秩
序
、
つ
ま
り
世
界
憲
章
と
し
て
採
用
す
る
こ
と

が
婁
費

と
述
べ
る
最
重
要
弯

ジ

ャ
ッ
ク
と
ミ
チ

桜
沢
如
一
著
／
占
見
ク
リ
マ
ッ
ク
訳

■
三
〇
〇
〇
円

一エ
二
八
〇
円

西
洋
社
会

。
文
明
を
ふ
か
く
愛
す
る
著
者
が
、
自

称

「未
開
人
」
の
主
人
公
の
目
を
通
し
て
、
西
洋

社
会
の
光
と
影
を
天
衣
無
縫
に
斬
っ
て
み
せ
る
、

ユ
ー
モ
ア
風
刺
あ
ふ
れ
る
、
円
熟
期
の
傑
作
。

「善
を
愛
す
る
が
如
く
悪
を
愛
せ
、
美
を
愛
す
る

が
ご
と
く
醜
を
愛
せ
」
と
、
宇
宙
万
物
一
体
一
元

の
哲
学
を
説
く
。

原
書
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
。

天
国
の
鍵

桜
沢
如

一

■
二
六
〇
〇
円
　
一〓
二
一
〇
円

「自
由
と
幸
福
の
教
育
革
ムЦ

人
間
性
の
開
発
」
戦

争
直
後
の
自
由
と
民
主
主
義
の
熱
狂
の
な
か
、
人

間
の
教
育
こ
そ
す
べ
て
の
基
で
あ
る
と
、
無
双
原

理

（Ｐ
Ｕ
）
と
正
食
に
よ
る
教
育
論
を
情
熱
を
こ

め
て
展
開
ヽ
「天
国
の
鍵
」
と
は
い
っ
て
も
、
「あ
の

世
」
の
救
い
な
ど
で
は
な
く
、
願
望
的
神
秘
的
な

世
界
を
打
破
す
る
革
命
の
書
。
思
想
好
き
の
若
人

に
は
と
く
に
お
す
す
め
。

確
争ｔ■

ヽ
ｌ
ν

食
物
に
よ
る
健
康
法

・

料
理
法
特
集

『新
し
き
世
界
へ
』臨
時
増
刊
号

■
二
〇
六
〇
円

（送
料
共
）

こ
れ
一
冊
で
、
講
義
が
四
つ
に
各
種
病
気
の
健
康

相
談
が

一
七
も
／
　
大
森
英
桜
先
生

「七
号
食
・

少
食
・
反
応
」、
大
森

一
懸
先
生

「
一
家
を
健
康
に

す
る
料
理
の
工
夫
」
な
ど
。
健
康
相
談
は
ネ
フ
ロ

ー
ゼ
か
ら
胃
腸
病
ヽ
腎
臓
病
、
高
血
圧
、
白
内
興

リ
ュ
ー
マ
チ
な
ど
、
も
り
だ
く
さ
ん
。

「新
食
養
療
法
」
の
応
用
解
説
版
と
し
て
最
重
電

告
冨
誉
驀
よ
琴
崎

化
学
的
食
養
長
寿
論

石
塚
左
玄

■
七
七
二
五
円
　
一エ
二
八
〇
円

「食
養
」
の
原
典
中
の
原
典
／
　
こ
の
一
冊
の
出

版
に
よ
り
、
明
二
九
年
は

「食
養
元
年
」
と
な
っ

た
。
「人
類
は
穀
食
動
物
で
あ
る
Ｌ
人
間
は
食
＝
環

境
に
大
き
く
左
右
さ
れ
る
Ｌ
食
物
の
中
の
ナ
ト
リ

ウ
ム
と
カ
リ
ウ
ム
の
構
成
比
率
に
着
目
せ
よ
Ｌ
食

事
の
原
則
は
土
地
の
風
土
環
境
に
よ
る
。
日
本
の

よ
う
な
暖
い
海
国
で
は
、
寒
い
大
陸
の
肉
食
を
真

似
て
は
い
け
な
い
」。
名
言
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。

『生
体
に
よ
る
原
子
転
換
』

『自
然
の
中
の
原
子
転
換
』

ル
イ
。ケ
ル
ヴ
ラ
ン
著

桜
沢
如

一
訳

■
各
一二
ハ〇
五
円
　
一Ｔ
各
三
八
〇
円

生
物
は
、
自
ら
必
要
な
物
質
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無

か
ら
生
み
出
す
生
命
力
を
持
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン

ス
の
物
理
学
者
ケ
ル
ヴ
ラ
ン
教
授
は
、
低
温
、
低

圧
、
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
の
原
子
の
転
換
と
い
う
破

天
荒
の
事
実
を
発
見
し
た
。

Ｍい
」
橿
闊
藤

1緻

筐笹
”
灘

銭



そして、さらに、

さらに………
cl協会ては、あなたの

健康と美と命をはぐくむ出版物を

刊行しています

食物の陰陽表 (色刷リー枚)・・……………・・・……・■ 206円 〒120円

工食医学の救急手当法 (色澪1リ ー枚)……………・■ 206円 〒120円

台所を化学で見る……………………………………■ 103円 〒175円

米国の食事改善目標………1・・………………………■ 309円 〒120円

節供料理 (浮津宏子著)・・…………………………。■ 515円 〒175円

◎桜沢如一著作・訳書

心臓を入れ替へる法………・・:………・・
'…
……・・・…■2575円 〒310円

一つの報告………・:.…………………………………■1030円 〒240円

機沢如一アルバム………………・………………・・1・・■ 515F■l〒 240円

わが遺書………………………………………………■1030円 〒240円

PU歌集・・,`・・…………………………………………■ 309円 〒240円
世界恒久平和案「意志」教育五十年の実験報告……■ 600円 〒240円

病気を治す術、病人を治す法…………・・・………・・・■ 773円 〒240円

カセットテ∵ブや
ビデオによる
講座もあります

一一銀誦

リ

マ
・
ク

ッ
キ

ン
グ

桜
沢
―――
典

■
七
七
二
五
円
　
一Ｔ
四
五
〇
円

豪
華
カ
ラ
ー
愛
蔵
版
、

一
八
八
ぺ
―
ジ
　
リ
マ
・

ク
ツ
キ
ン
グ

・
ア
カ
デ
ミ
ー
校
長
と
し
て
、
今
も

第

一
線
で
後
進
の
指
導
に
あ
た
る
桜
沢
里
真
先
生

の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
．
化
学
調
味
料
な
ど
の
不
自
然

な
も
の
を
使
用
せ
ず
、
素
材
の
味
を
生
か
す
コ
ツ

が
わ
か
り
ま
す
．
四
季
の
桜
沢
風
普
茶
料
理

和
・

洋

・
中
華
風
お
も
て
な
し
料
理
＾
基
本
蔓
メ
ニ
ュ

ー
十
二
か
月
．
手
作
り
豆
腐
　
コ
ー
フ
ー
な
ど続

　
鰤
　
　
続

■
各
八
二
四
円
　
一Ｉ

一四
〇
円

「―
」
は
食
養
料
理
の
基
礎
中
の
基
礎
。
「Ｈ
・
は
そ

の
次
に
大
切
な
メ
ニ
ュ
ー

一
五
点
．
カ
ラ
ー

，１
」

――
小
豆
入
り
玄
米
ご
は
ん
、
み
そ
汁
、
テ
ッ
カ
味

噌
な
ど
．
「Ｈ
」
＝
南
瓜
が
ゆ
、
油
味
『

け
ん
ち
ん

汁
、
そ
ば
ず
し
、
ゴ
マ
無
双
な
ど
．

緩
・

一

欝

食
養
料
理
カ
ー
ド

桜
沢
里
真

CASSLI「 TAPE&VIDEO
■ ◎桜沢如―カセツトテープ

道教の内経図)
瞑想との関連で描かれたもので

独特の身体観が表われているが

ここにも陰陽の思想の重要性・

影響がうかがえる.

判断力の話■2678円 〒175円   率間i韓演(2本 )■ 3000!||〒 250円
◎大森英桜カセットテープ (すべて2本 ものです)

無双原理入門■3000円 〒250Fl 生命と食物の歴史■3900111〒 250円

玄米の01究■4000円 〒2501rl

妊娠と出産■4000円 〒250円  食物と夢判断■300011〒 250円
眼病の治t方■3000円 〒250円 アレルギー体質の治し方■250o円 〒250円
○佐々井譲カセットテープ        ‐
マックさんの無双原理教室シリーズ(60分 2本組 )

第 1集 現象 1世界の発生鴻tと は ?O見 えない泄界
へのど照待

第2集 ″     ②日本語のヒビキが示すもの

露‐1量
現ζ世狙ま|ザ殊
てどこソく
のか?:I‖号1:ち号:11に

は

■各2500円 〒250            ‐  ‐

Oさ くらホール ライブカセットテープ
真弓定夫「飽食日本のこどもが危ない」(120分 l本 )■2,500「 l〒 25o

大森英桜「世紀未大予言」(120分 1本 )■ 3,5じ 0円 〒250

橋本佳潤 r歯科と食養」(120分 1本 )■2,5001ll〒 25o

O久司道夫ビデオ
マクロビオティック健康 と平和の道(全 6巻 )■ 20,000円 〒800111

字宙の秩序 と健康の診断 (全 6巻 )■20,0001-II〒 800円

意識・ 霊想の診断 (全 6巻 )■ 20,000111〒 800円

0大森英桜ビデオ               ー   |
正食医学講座 (各集令 6巻 )●第 1集  II:食編●第 2集  基礎編の 1
●第 3集  基礎編のII ●第 4集 各論編の I ■各集30,000円
〒800円

(注)カセツトテープの価/16を '93・ 1より提正させていただきます。
また、詳組のご案内は別チラシでご覧<ださい。
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■マクロピオティック入門編

玄米正食入門 (正食協会編 )…………………………………。■ 618円 〒210円

噛み方健康法 (  ″  )… ………………………………。■ 773円 〒210円
身近な食物による手当法 (  ″  )¨…………………・■ 649円 〒210円
自然の法則と共に生きる (生存への行進出版部)…………・■ 257円 〒 72円

穀菜食の ABC(久 司道夫)¨………………………………。■1480円 〒260円
玄米食の本 (正食協会編)……………………………………。■1236円 〒260円

■PU(無双原理)の基本的な考え方 。応用編
かたみ (小

'!|み

ち)¨…………………………………………。■2060円
マクロピオティックの考え方 (三木利夫)・・………………。■1648円

マクロビオティック栄養学 (ヘノンマン相原)………………・■1545円
マクロビオティック健康法 (久司道夫)……………………・■2060円
「元気」の革命 (石田英湾)……………………………………。■1545円

生活革命 (石田英湾)…………………………………………。■1236円

陰陽と酸・ アルカリ (ヘノンマン相原)………………………・■1300円

■子育てとア トビー

母乳で育てるコツ (山西みな子)……………………………・■1442円

明るいチベット医学 (大工原弥太郎)………………………■ 910円
内蔵のはたらきと子どものこころ (三木成夫)……………。■1226円
ア トピーを家庭で治す (石田英湾)…………………………■1545円
ア トピー性皮膚炎療法 (正食協会編)………………………■1000円
聖なる産声 。改訂版 (山懸良江)……………………………・■1300円

■マクロビオティック料理法・基本調

正食料理法入門 (正食協会編 )……………………………・。・。■1030円

正食野菜料理百科 (岡田昭子 )¨……………………………。■1400円

とっておき穀菜食料理 (正食協会編)¨……………………。■1300円

■マクロビオティック料理法。応用編

〒310円

〒260円

〒260円

〒380円

〒310円

〒310円

〒260円

〒310円

〒310円

〒310円

〒310円

〒260円

〒260円

〒260円

〒260円

■…260Fl

他社出版物
●

ここにご紹介するのは、日本CI協会以外の
版元から刊行されている書籍です。
マクロビオディックの原理、

そして料理、正食について、なとなよ

正しい食生活、健康づくり、人生づくりこ

役立つ本ばかりを集めてみました。

食養料理指南 (小川みち)……………………………………。■1200円 〒260円

玄米健康食料理 (浮津宏子)…………………………………。■2060円 〒380円
マクロピオティック食事法 (上 )(久司道夫)¨……………。■1800円 〒380円
マクロビオティック食事法(下)(久司道夫)………………。■2300円 〒380円
■体験発表と健康への道
「がん」ある完全治癒の記録 (サティラロ)…………………■1440円 〒310円
正食治病体験 。闘病記編 (正食協会編)……………………。■1030円 〒210円

体験発表慢性肝炎十七年 (山本有三)………………………・■1800円 〒260円

食養療法 (松岡四郎)“………………………………………。■2200円 〒260円

食物で病気は治せる (石田英湾)……………………………。■1648円 〒310円

食べもの健康法 (石塚左玄)…………………………………・■1030円 〒310円

半断食 (国清接史)……………………………………………■ 870円 〒310円 品切
千島学説入門 (悴山紀一)……………………………………・■1854円 〒310円

■G・ 0に関する本
バイキンの国探検 (桜沢如一 )・………………………………■1236円 〒310円

食生活の革命児 (松本一朗 )…………………………………。■ 803円 〒310円

■ビデオ

リマ・クッキング・ビデオ (全 3巻 )………………………■45000円 (送料共 )
GO・ ヒス トリービデオ (全 1巻 )…………………………・■18000円 ( ″ )
リマ/GO・ ビデオ (四巻セット)…………………………■60000円 ( 〃 )
■その他・資料等

南北相法 (水野南北)。・………………………………………・■3910円 〒380円

姓名の神秘 (熊崎健翁)………………………………………。■1800円 〒310円

「食」器公害 (家事問題協議会編 )・・…………………………。■ 850円 〒310円
こんなにきれいにヤセちゃった (マ リー仁野)……………。■ 780円 〒310円

飽食の予言………………………………………………………■1030円 〒310円

飽食の予言 Part 2“ …………………………………………。■ 910円 〒310円

飽食の予言 Part 3“ …………………………………………。■ 910円 〒310円

脅・才論＝馴Ψ

ρ
ヽ
ヽ
ハ

▲ r和漢三才図会 Jより

上から、ぜんまい(四態 )、 甘草。



佛シンワ 玄米ッ子の会 〒427静岡県島田市中央町14228054736
4311固 10半～17困◎祝 料理指導、食品販売
ヘルシーハウス メリー(森本)■ 〒438静岡県磐田市中央町12215
●0538・ 32・ 3016日半～20困0オーサワジャパン商品、自然食品
サマディーハウス・玄気ri〒442豊川市市田町大道下17805338・ 6・
56劉固10～18引困③ 無農薬野菜、食品全般、化粧品、プロポリス、配達
コジマフーズ 〒457名古屋市南区呼続元町1618052・ 821・ 8746固
8～19困◎祝 無農薬玄米、玄米餅製造、純正醤油、味噌
帥ポパイ広場■ 〒460名古屋市中区栄3308松坂屋南館地下2F●
052・ 264・ 3698固10～18半 困0名古屋地域最大の自然食品売場
大岩自然食品■ 〒47033愛知県知多郡南知多町内海中之郷738
0569・ 62・ 0342圏～18半 区O食品全般、化粧品、健康相談
0若宮食糧販売所t〒 471愛 知県豊田市若宮町63880565。 33・
0687日半～20困0自然食品、化粧品、配達
愛知食養村「長生堂」̀ム 〒485小牧市小牧14080568・ 75。 9843□
9～18区0大森先生講演会、リマ・クッキングスクール、食養相談、CI
図書、純正食品、アサバ化粧品
正食と自然食品ヤナギヤ 〒500岐阜市織田塚町12● 0582・ 45。 9355
□10～20困③祝第2、 4① 食品、自然野菜、米、書籍、鍋等
玄■ 〒507岐阜県多治見市陶元町157180572・ 22・ 5537中央線多治
見駅下車 [蒙～21困O自然農法・自然塩・無漂白衣類・足型靴
いヒノモト■ 〒910福井市堀ノ宮180380776・ 21・ 3811図半～19
半 囮
0中かねなかカルチャー部′▲〒955三条市四日町141680256・ 35。
2468囲～19困0祝第1・ 3① 純正食品、書籍、化粧品、調理器具卸し
石打ベンション ブルージュ 〒94963新潟県南魚沼郡塩沢町石打
203780257833667正食勉強中、スキー、テニス、合宿、セミナー
【近畿】
:SEoSHIMA MACROB!OT!CC海 静養生国、桧扇荘.1〒 51705二重
県志摩郡阿児町鵜方9431805994・ 3・ 6326自 由人お宿レストラン
まごころ堂 〒603京 都市北 区等持院東町49468075・ 461・ 5550
FAX 075 461 5575良書 (真の健康長寿。生きがい。人間性向上書)専
F]全国通信販売 資料請求はハガキにF新 しき世界へ』と書き、氏名・
住所。電話番号明記の上、まごころ堂良書係へ(FAXも 可)
マクロピオティック

.1〒 606京都市左京区高野蓼原町778075・ 711・
4551弁当(予約制)、正食品、書籍
ヘルス伏見■ 〒612京都府伏見区桃山町鍋島7 JR桃山駅西50m a
075。 611・ 0337固10～20困◎ 純正食品、洗剤、無農薬野菜
ウエルネス夢小町 1〒 617京都符向日市寺戸町初田248075。 932・
9723フ ィットネス、ジャズダンス、気の研究、美容修正、気ヨガ指導
ヘルスマー ト大手通店 〒540大阪市中央区大手通2 5 1 ao6・ 945・
0618日半～18半 困2・ 4・ 50祝
0テ ィア・ベル・アメト■ 〒530大阪市北区天神橋3140あづさビル
806・ 353・ 6825通信販売、電子チャージャ発売元
正食協会 〒540大阪市中央区内淡路町211806。 941・ 7506固 9～ 18
Ю 料理教室、本部講座、研究会、入門講座
ハッコー山海フーズ■ 〒533大阪市東淀川区東中島12012ユ ニゾー
ン新大阪ビル414号 806・ 461・ 3528固10～17区CCe⑥ 配達
兵庫陰陽会 〒56301大 阪府豊能郡豊能町光風台278鈴木英鷹 a
0727・ 38・ 6115 FAX0727 38 6313大 森英桜先生講演会
漠方 はく.Stん堂 1〒 573大阪府枚方市宮之阪1929(宮之阪ショッ
ピングS内 )80720・ 40・ 2121固9～19困O食 事指導、配達
大阪 SOTA!法研究会 (石丸博英)1〒 580松原市河合26380723・
32・ 9293看板なし [卵～20困医 操体法指導します
【山陰・山陽・四国】
健幸の森■ 〒702岡山市千鳥町51880862・ 62・ 0312困00祝 正食
協会 岡山支部事業部
自然食百科柿の木

.1〒 71001倉敷市藤戸町天城222180864・ 28・
8227図～7困日 無農薬野菜と自然食品豊富な品揃え 配達有
詢あすろ文化社 〒721広島県福山市新涯町12380849・ 53・ 5775困
無 書籍、自然食品、天然酵母パン

0岩本綜合漢方・1〒 732広島県広島市東区若草町1048082・ 261・

8001酌～17困◎帆第40鍼灸、漢方、自然食品による治療
皆実CI〒734広島県広島市南区皆実町411280822・ 55。 2846平賀
佐和子 毎月第4①例会、料理講習、PU勉強会
鶴島食品 〒747山 口県防府市南松崎町5480835。 22・ 0347社長/鶴
島ツユ子、専務/原田昌―・弘美 純正食品、自然食品全国卸
山口健康生活センター 〒753山 口県山口市道場門前2丁 目4228
0839・ 23・ 1842(本部808397・ 2・ 3800)固10～ 18困◎各種相談
食養村ヤス恵11〒68923鳥 取県東伯郡東伯町徳万1202680858・
52・ 2243井上裕恵 区無 純正食品配達。発送、健康相談
愛l12純正食品センター i〒 790愛媛県松山市湯渡町102280899・
43。 6464菅本フジ子 [郵～20[]③ 料理教室(毎③)東洋医学会
ちろりん村1〒 760高松市栗林町3102480878・ 37・ 2976□ 10～ 19
医憮 無農薬野菜と自然食品、水にがり豆腐等豊富な品揃え、宅配有
三集屋■ 〒770徳 島市庄町1丁 目480886・ 32・ 8238固10～ 19困◎
天日製塩ニガリ豆腐。自然農法野菜・他モリモリ/
太子屋 北島店 〒77102徳 島県板野郡北島町松の本江尻1818
0886・ 98・ 1035□10～ 18困⑤祝
もみ`1〒 780高知市中万 2々2280888。 72・ 8537山 崎嘉子 [郵～20

困◎午前中 自然食品 酵素 自然化粧品
自然食品の店
9～20 医際
【九州。沖縄】

玄 〒780高知市八反町1126880888・ 21・ 2173固
配達有、書籍販売、正食料理講座、玄米弁当

サニーサイド1〒 813福岡市東区舞松原1816(東福岡自動車学校そ
ば)8092・ 681・ 0883□ 10～ 19困Э祝 食品、洗剤、書籍、器具、自然化
粧品
こうそハウス■ 〒81401福 岡市早良区野芥5丁目118●092・ 801・
1239固朝10～夜9食養道場
自然食品館

.1〒816福 岡市南区井尻325318092・ 591・ 3706固
10～ 20医無 料理教室、野菜、食品、書籍、自然化粧品
イン・ヤン商会(福岡陰陽会)■ 〒816福 岡市南区弥永2丁 目42●
092・ 585。 7831料理教室、玄米、食品、配達
愛康内科医院・院長石井文理 〒830久留米市南町130番 580942・ 21・
5556圃 9～ 17[]Э午後、◎祝・入院応需 案内書62円切手4枚にて送付
自然食品の店 マクロピオティック佐賀

`〒
849佐賀市高木瀬東521

1380952・ 31。 1394食品、野菜、オガクズ風呂・断食道場併設
あすたまにゃ～な■ 〒859長崎県北松浦郡世知原町開作43080956・
78・ 2629区憮 自然農園、自然食品弁当、正食健康相談、快医学など
天粧子飼店11〒 860熊本市東子飼町358096・ 343。 4043福山敬救
医無 体質別食養相談。オリープ自然美容法
天粧下通店▲〒860熊 本市下通1488096。 354。 9161福 山絢一朗
固10～ 19困 1・ 3◎ 体質別食養相談。オリーブ自然美容相談
岡部食品豆腐工場 (創業慶応3年 )■ 〒86146熊本県上益城郡甲佐町
岩下1438096・ 234・ 0447固7～ 19困0純正豆腐、食養研究会
ニコニコ村

`〒
874別府市堀田12組 80977・ 23・ 3244移動販売、有

機野菜、食養相談、地方発送可
大分健康自然食センター 1〒870大分市府内町132080975・ 32・
2853固10～ 17半 困③祝 無農薬野菜、果物、玄米、自然食品
いずみや薬局.1〒 877大分県日田市中本町32480973・ 23・ 8736□
9～22困無 漢方専門店
ひのき家■ 〒880宮崎市月見が丘42980985・ 50・2002□ 10～ 19
困◎祝
四季菜1〒 890鹿児島市宇宿340680992・ 59。 4902[∋～20困①
③ 無農薬玄米、野菜、OJ品、地場加工品、食養相談、料理教室、ヨガ
大国食養村 りll上寛継■ 〒89525鹿 児島県大国市宮人1698358
09952・ 8・ 2708特選三年番茶、テッカミソ製造、純正食品販売、無農薬
栽培
天然村1〒89144鹿児島県熊毛郡屋久町麦生335(高平)●09974・ 7・
2922、 7・ 2541心身魂のいこいの場、案内書62円切手同封請求
自然食品センター陽報 1〒 900沖縄県那覇市久茂地、311880988。
61・ 7195固 10～ 19困◎祝 食養相談、料理教室、書籍、純正食品
紅葉純正食品店`1〒902沖縄県那覇市寄宮16380988・ 54・ 0296固
10～20困③ 書籍販売、純正食品、食養相談



三恵■1〒 143大 田区山王215大森駅ビル ララ地下2階 803・ 3775。
0403固10～20区第3水曜日有機無農薬野菜、海産物、配達
青春の八百屋・ゲンマイキッド■ 〒146大 田区池上3147803・
3755。 7643m食 品販売、企画出版 etc正食料理教室併設
オーサワジャバン東北沢店■ 〒151渋 谷区大山町115〈 lF)803・
3465。 5021 FAX3465。 5022固10半～18半困0日本CI協会食品事業部
自然食品センター本店11〒 150渋谷区神南1106a03・ 3496。 7100
営業所/横浜市緑区美しが丘513188045。 901・ 51H固平日10～ 19、
◎祝10～ 18食品全般。図書、小売・卸し、レストラン「天味」併設
日本食用塩研究会 〒155世 田谷区北沢2389803・ 3460。 3961固
9～ 17困③祝 自然海塩“海の精"配布
れんげや■ 〒157世 田谷区南鳥山5114803・ 3326・ 5085固 10～ 19
女性3人の八百屋と玄米レストラン、無農薬野菜、乾物
アザレ自然化粧品。アザレハート営業所 (清水)〒 157世田谷区砧42
7202803・ 3415。 8461固年中無休 お気軽にお電話下さい。無鉱物
油・無合成活性剤。無香料・無着色のほんものの化粧品販売
経堂自然食品センター■ 〒156世田谷区経堂237803・ 3428・ 9555
固10～ 20因③ 但し1～ 19時営業 自然農法野菜 自然食品他
サンゴ草本舗鞠11〒 160新宿区西新宿853ス トーク新宿小岩井ビ
ル603803・ 3366・ 2921[∋～17困⑤祝 サンゴ草、梅醤番、豊寿、陽泉
グルッペ自然食粗品店 1〒 167杉並区荻窪5275803・ 3398・ 7427
固10～ 19囮K)レ ストラン 803。 3393・ 1224固11半～21困O
友永ヨーガ学院荻窪本部 〒167杉並区上荻11813文化堂3階 ●03・
3393・ 5481□9～22ク ラス :入門・中級・安産。断食・瞑想等の講座
カテリナ ヘルス 〒168杉 並区方南21815803・ 3313・ 7700固
n～ 21(◎祝12～ )医匝月・盆・5月 連体各5日 配達有
食、引売、配達、地方発送、自然育児友の会案内所
安心の里■ 〒171豊島区池袋2234803・ 3987・ 0952□H～20困③
自然農法野菜・玄米・浄水器。無添加近海魚・特殊牛乳。本。宅配有
自然の幸。Ando■ 〒171豊島区南長崎5305803・ 3951・ 8509固11～
20困0食品、ア除去食、引売、配達、地方発送、自然育児友の会案内所
オーサワジャパン配送センター 〒173板橋区小茂根54(一般注文先)
803・ 3958・ 7112[∋～17困⑤祝 日本 CI協会事業部、配送
サンポーフーズ■ 〒174板橋区南常盤台1294803・ 3973・ 0721□ 9
半～19困0祝 無農薬のお米と野菜、健康相談 三豊商事 KK食品部
はるさん商会■ 〒174板橋区蓮根21814803・ 3968・ 4120回 11～ 19
困第二土曜日 自然食糧品と生活雑貨、配達有り
富士見台自然食品店 1〒 176練馬区貫井31416803。 3990・ 6773□
9～ 19困◎ 自然農法食品、野菜、化粧品、図書
自然食品の店ななくさ1〒 177練馬区西大泉町1151003・ 3925・
0914図～20%無 農薬野菜、豆腐、パン、書籍、洗剤
加藤農園 〒178練馬区西大泉214403・ 3925・ 8731活 性発芽玄米餅
製造
オーガニックジャパン1〒 176練馬区練馬1227803・ 3994・ 6911
固10～ 20医無 食品、化粧品、野菜、アレルギー対策食品 全国発送
【東京市部】
はじめ健康食品店■ 〒180武蔵野市中町129580422・ 54・ 7716[襄
半～20困 1・ 2・ 3・ 4◎ 食品、野菜、イゞ ||みち先生食養料理教室1・ 2・ 3⑥
東京幸茸国 1〒 181三鷹市新川42530380422・ 48・ 3877E∋～18
医◎祝 霊芝、花粉、純正食品、全国配送、半断食受付
やさい村■ 〒181三鷹市下連雀362580422・ 47・ 6639□ 10～ 19ミ
ルキーウェイ 武蔵野市吉祥寺北町541780422・ 53・ 6483
グルッペ調布店■ 〒181三 鷹市中原2126● 0422・ 49・ 7225固
10～ 19困③ 有機栽培無農薬野菜、海産物、雑穀
ほうすいえん自然食品店1〒 182調布市仙川町11316●03・ 3326・
2356固 10～ 19困◎ 無農薬のお茶・有機野菜・果物、純正食品
食養の店和康■ 〒184小 金井市本町4142280423・ 85。 5261固
10～ 18囮 Э 無農薬野菜、書籍、料理教室、玄米試食会
自然市場・国分寺店■‐〒185国分寺市本町214580423・ 24。 3386無
農薬玄米。自然食品、全国発送
久米川自然食センター.ミ、。れ。あ。いの村咀 〒189東村山市栄町222-
2880423・ 95・ 9525固 H～19困③ 食品、有機野菜、書籍、料理教室
自然食品の店たなかや■ 〒190立川市柏町4516● 0425・ 35・ 5227
固10～ 18半 区際 無農薬野菜、純正食品、浮津宏子先生の料理教室
蒼玄協会■ 〒192八王子市小門町20280426・ 25・ 0096支部/長野、
中野、屋島、会津若松、鎌倉、南部菜瑛場 (八王子)80426・ 46・ 3095
野菜、食品、手作り生活用品、図書、移動販売
生活広場ろばや■ 〒203東 久留米市滝山5116● 0424・ 77・ 5857固
10～コ困③ 無農薬野菜、自然派食品、書籍
火の島屋■ 〒10001東京都大島町間伏 804992・ 4・ 0350三原山の噴

火のごとくほとばしる生命への情熱で新しき世界へ/
八丈自然館t〒 10014ノ 丈ヽ島八丈町大賀郷7590804996・ 2・ 1800固
9～20医際 鍼灸、レストラン、食品販売
【神奈川】
マニホージュ(穀菜食レストラン&販売)〒 257秦野市今泉323118
0463・ 82・ 6036固 10～ 5困⑥◎ 食事は予約制、月3回料理教室開催☆
毎月第一日曜“節の食事会"ご予約お待ちしております
清水療術院(清水鏡晴)1〒 214り |1崎市多摩区登戸新町808044・ 933・
1945日～19整体、氣功、磁気療法、要予約 困③
山崎鍼灸指圧院 〒213川 崎市高津区末長22438044・ 865・ 5581固
9～21嘲 鍼灸、指圧、小児鍼、食養相談、PU会、勉強会
杉田屋本店ナチュラルフレンド■

‐〒221横浜市神奈川区鶴屋町335-
88045・ 311・ 2196□10～19困0祝 自然酒、食品、横浜駅西日歩5分
自然食品センター弘明寺店■ 〒232横浜市南区中島町4818045・
712・ 3339固10～19無農薬野菜、豆腐、枇把葉温圧
八百屋そうだわよ■ 〒246横浜市瀬谷区阿久和町44058045・ 365・
6493固 11～ 19困00店 売り。宅配・移動販売
健康自然食品センター■1〒 244神奈川県横浜市戸塚区戸塚町118山 口
ビルlF 8045・ 881・ 7636JR戸塚駅歩7分食品野菜生鮮品
八百屋花岡■ 〒247横浜市栄区上郷町6828045。 891・ 0322困Э 野
菜、食品、洗剤、書籍、移動販売と配達
穂 (みずほ)11〒 25901神奈川県伊勢原市桜台1121280463・ 96・
0108固 10半～18半 困0
陰陽洞■ 〒249神 奈川県逗子市逗子532880468・ 73・ 7137固
10～19困◎ 食品、無農薬野菜、豆腐、化粧品、食養相談、配達
ゆうき自然健康食品店1〒 249神奈川県逗子市久木251180468・
73・ 8050□ 10～ 19半 医祝 野菜、パン、豆腐、みそ、警油、貸本
まごころや|■ 〒250神奈川県小田原市東町39580465・ 32・ 3760固
13～17医OЭ 純正食品、CI図書
延寿■ 〒239神 奈川県横須賀市根岸町436●0468。 35。 8773固
10～19困0無農薬農産物、豆腐、食箋指導、料理講習会、配達
私達の台所 1カロ藤大季・千枝 〒22002神奈川県津久井町三井7358
0427・ 84・ 31倒□10～劉因無 食品、PU図書、料理教室、勉強会、交流会
【中部】
マルナカ薬局■ 〒403山 梨県富士吉田市下吉田25180555・ 22・ 0200
勧 ～21医陸4③ 漢方薬、健康相談、リスプラン化粧品、食品
白倉商店▲〒406山 梨県東八代郡御坂町上黒駒355080552・ 64・ 2041
日 ～14半 困⑤
観山荘11〒38924長野県飯山市大字豊田639880269・ 65・ 2094ス キ
ー、テニス、温熱療法、半断食・健康相談(蒼玄協会指導)、宿泊可
なんしんケンコーフーズ(1〒 391長野県茅野市塚原2132880266・
72・ 0073固H～ 18困◎祝 食品、健康電子製氷機、風呂用活性板
ベンション舎墟夢(シャロム)ヒ ュッテ■ 〒39983南安曇郡穂高町豊
里80263・ 83・ 3838玄米自然食洋風コース料理、天然酵母パン、ヨーガ
穂高養生園■ 〒39984長野県南安曇郡穂高町有明 80263・ 83・ 5260
食養。温泉・針灸・常設養生施設・案内書62円切手同封請求
ぶてろん■ 〒389011ヒ佐久郡軽井沢町追分107480267・ 45。 7525固
10半～18区0各種健康法研究会、食養料理研究会、野菜作り
こく―ぞう(虚空蔵)1〒 40915山 梨県北巨摩郡大泉村西井出8240
80551・ 38・ 4653固 12半～19区08雄 大な山々と小さなお店/
自然食品「生きる」心と体の健康のために■ 〒413静岡県熱海市清水
町17780557・ 83・ 5490□10～ 17区③ 健康食品、健康指導、灸
沖道インターナショナル■ 〒411静岡県三島市沢地450180559。
87・ 5290囲～19純正食品、自然便秘薬、心身鍛練改造ヨガ合宿
福泉堂■ 〒41003静 岡県沼津市原字東中14184380559。 67・ 3777
固10～20困0漢方薬、野菜
英桜研究会■ 〒410静岡県沼津市大岡18941高田ハイツB101al1559・
24・ 4652大森英桜先生を通して正食の実際を学ぶ半断食セミナー
富士グリーン健康センター嘔|〒418静岡県富士宮市宮町5288
0544・ 24・ 0556固 10～ 18料理教室 (毎月第1◎)食品、野菜
ド・レ・ミファーム■〒418静岡県富士宮市若の宮町10080544。 26・ 2811
固10～ 18困③無農薬野菜・無農薬果物他こだわり自然食品いろいろ
健心館道場11.〒 41903富士郡芝川町上柚野167380544・ 67・ 0356
心身統一合氣道、氣圧療法(松本健志)、玄米正食入門講座(大森一慧)
自然派の食卓。道■ 〒424静岡県清水市平川地141080543・ 46・ 2845
固10～21区無 食糧品、無農薬野菜、調理器具、陶器
命と喜しを考える自然食品の店若杉■ 〒420静岡市駒形通り653(1
F)● 054・ 271・ 3400固H～17医0帆 食養料理教室火・土週2回開催
ナチュレl■ 〒`427静岡県島田市南193080547・ 36・ 6738固 10～ 17
困◎祝



全国 日本 Cl協 会友 の店
■掲載希望の方は別ページの入会申込書 (法人会員)で申し込んで下さい。3行以上は1行につき5,150円増しになります。
■掲載内容は、名称、郵便番号、住所、電話番号の順で、固は営業時間 (「 10～ 18半」は「午前10時から午後6時30分 まで」のこと)、困は定
休日(「Oは「毎日曜定休」、「3③は「第二水曜定休」のこと、「祝」は「祝日休み」、「無」は「年中無休」)、次は営業 (活動)内容です。 (「■

｀
」は

オーサワジャバン商品取扱い店です)
【北海道】
たまねぎ倶楽部 1〒 041函館市亀日本町63180138・ 40・ 6057固
9～15医CO祝 食品事業 完全無農薬有機農産物、料理教室
北海道健康学苑▲〒079旭川市永山町1152680166・ 48・ 4107固
8～20困0食養相談、足心道指導、食品、書籍
手稲食養サロン■ 〒006オL幌市手稲区前田10条 17丁 目2118011・
681・ 1120囲～18困0食 品、CI書籍、料理教室月3回
自然食品の店―むぎさと-11〒 064札 幌市中央区北2条西28丁 目 a
011・ 644。 1921回10～19Ю 祝 食養手当法相談可・配達。宅急便可
【東北】
手づくり万頭 たちばな屋▲ 〒030青森市新町21880177・ 22・ 6577
固10～20区③ 塩万頭・喫茶あり
自然食品の店エリナ八戸 ▲ 〒031青森県八戸市十八日町280178。
44・ 6461図半～18半 困0祝 野草摘、砂療法、料理教室
整骨院巴堂1〒 013秋田県横手市追廻21480182・ 32・ 3331[郵半
～18半 医0祝 オーサワジャパン商品、強健術
マナ自然食・1〒02001岩手県盛岡市高松1153180196・ 62・ 6205
日 ～19区① 料理講習(第 3水 )、食品、野菜雑穀、図書、配達
美容と健康マコの店嘔|〒027岩手県宮古市新町22680193・ 62・ 8012
帥 ～18困⑧、健康食品、健康指導、食養相談
三陸自然食の店スザキ店ri〒 022大船渡市大船渡町野々田7208
0192・ 27・ 1563日～18困◎祝 純正食品、CI図書
みちのく自然食品センター1〒 980宮城県仙台市青葉区中央3107
●022・ 262・ 7677[郵～1蠅BD食事処「友苑」●266。 4095料理講習
こうげん堂 1〒980仙台市大町26178022・ 265・ 4465固10～ 19困
月末○ 食品、無農薬野菜、自然食レストランプラトー8265。 8353

自然食品サーナ仙台「1宮城県多賀城市伝上山1528多賀城シティハ
ウス4078022・ 365・ 3354固 10～ 18困①◎祝 食養相談、無農薬野菜
自然食品たんぼぼ11〒 98131仙台市泉区将監108108022・ 373・
2225□10～ 18半 困③ 無農薬野菜と無添加自然食品全般取扱い
正食&水センターインナークリニック1〒98131仙台市泉区七北田
字真美沢147ロ ワール真美沢5028022・ 373・ 6427固10～ 9医0祝 七
号正食ドック、温浴療法、自然食品、健康相談、水の健康器具
さつき自然食品店 1〒960福島市五月町111980245。 23・ 1924固
9～ 19医0祝盆正 野菜、生物、パンなど火曜日入荷 配達可
五十沢屋t〒 96013福島県伊達郡飯野町字町2980245・ 62・ 3343固
9～ 20半 区0食品、自然酒、無農薬野菜
サンマー ト咲田店11〒 963福島県郡山市咲田21880249・ 32・ 4404
帥 ～23困無 純正食品、CI図書、食養相談
こだわりやυ 〒963福島県郡山市久留米2丁目96280249。 45。 6332

酌 ～19区第3、 4日曜、時間外は店裏自宅へ
パス:1〒 970福島県いわき市小川町上小川字中戸渡3580246・ 88・
2545月刊『マクロピアン』発行、毎月身体改造合宿、健康相談ほか
禅林庵咀〒970福島県いわき市平古鍛治町10280246・ 21・ 4159[卵
半～19半 医③帆 OJ食品、CI書籍、無農薬野菜、ランチタイム有
会津屋■〒966福島県喜多方市諏訪1561● 0241・ 22・ 4193日～20
困無 無農薬野菜、純正食品、CI図書、食養相談、配達、配送
【北陸】
山本助産院 〒921金沢市新保本122280762・ 49。 4805[卵～16予約
制 母性・母乳育児のことなら何でもOK
【関東】
群馬マクロビオティックセンターMA tt NA■ 〒370群馬県高崎市
和田町71380273・ 22・ 5484固10～ 20困③ 図書、食品、料理教室
麦里ファーム1〒 373群馬県太田市中根80180276・ 31・ 8850□
10～ 19区0自然農法農産品、純正食品、米のクッキー、食養料理
須藤商店■ 〒376群馬県桐生市東久方町262180277・ 44・5733□
9～20困0純正食品、図書、自然酒、無添加ワイン、料理教室
リフレッシュ学国ql〒 376群馬県桐生市宮本町46180277・ 45。
3001宿便取り、体質改善半断食セミナー
SUN HOUSE麻理恵■ 〒37921前 橋市山王町22510● 0272・ 66・
533個 11～ 19困OO食 品、無農薬野菜、自然化粧品、手作り料理試食
宮前薬局上原店■ 〒群馬県沼田市上原町1801-22● 0278・ 24・ 3678□

65

8～20困0漢方薬、カイロプラクティック併設
つくばマクロピオティック11〒30042つ くば市北条30180298・ 67・
1951固14～ 18困OЭ オーサワ商品自家野菜
晴雨(て り.S、り)農場

.1〒 34913栃木県下都賀郡藤岡町大前17518
0282・ 62・ 2635自 給自足的基盤に立っての衣食住の追求と実践
修学事業協会栃木支部。自然食の店広陽嘔 〒32102下都賀郡壬生町
助谷886580282・ 86・ 4484食 養、健康、修学相談、相談随時
大成自然食センター■ 〒330埼玉県大宮市南中野3061● 0486・ 84・
4466日～20困① 無農薬野菜、豆腐、パン、海産物、配達
ゆうせん■ 〒330埼 玉県大宮市土呂町272138048・ 666・ 5809固
11～ 18半 困0無農薬野菜、海産物、配達
ヘルスショップ浅野ri〒埼玉県浦和市常盤910480488。 31・ 0647
固10～ 19困⑧ 食品、無農薬野菜、書籍、化粧品
野良・浦和店1〒 336浦和市仲町321ス カイマンション1058048・
824・ 4636固11～ 19日 曜12～ 19困医 反農薬八百屋
太陽堂▲〒343埼 玉県越谷市大沢410580489・ 62・ 3479[郵 ～20
困③ 純正食品、野菜、自然化粧品、書籍、料理教室
大橋自然食 ▲〒350'll越 市霞ヶ関北42217●0492・ 32・ 9445□
9～ 19困⑤ 無農薬野菜、食品、図書、化粧品、配達、地方発送、料理教室
同デリカショップキャリオカ1〒35002埼玉県坂戸市薬師町218
80492・ 83・ 4433□ 10～ 21困⑧ 野菜、化粧品、配達、料理教室
たぺものクラブ■ 〒355埼玉県比企郡滑川町月輪982180493・ 62・
7461固 11～ 19困O配達いたします。料理教室
すこやか薬局1〒 359埼玉県所沢市松葉町26280429・ 95・ 5570固
10～20医O祝 西武新宿線新所沢駅東日3分
一玄屋■ 〒35013埼玉県狭山市入間川15386180429。 59。 1941□
10半～19困③ 野菜、書籍、パン、化粧品、料理教室、惣菜、配達
小川自然食品店▲〒362埼玉県上尾市上町272580487・ 74・ 8504
固10～19困◎ 純正食品、有機農産物、浄血指導、料理教室
ピッコロi〒 367埼玉県本庄市緑138仲佳志ビル1階 80495・ 21・
2424固 10～ 20閾
カムカムサン1〒 263千 葉市稲毛区緑町12828043・ 247・ 1737固
10t19困③ 無農薬野菜、図書、健康相談、食事指導、配達、各地発送
市川平和堂1〒272千葉県市川市真間3111280473・ 22・ 0810固
10～ 19困⑤ 食品、無農薬野菜、料理講習、勉強会、配達
自然食の店シーズン■ 〒27201市川市行徳駅前22122行徳マンシ
ョンlF 80473・ 56・ 6166固 10～ 19困0第 2土曜
酒文商店1〒28925千 葉県旭市中谷里2526●0479。 63。 9906固
9～ 19食品全般、自然酒
自然食品の店たんぽぽ1〒 277千葉県柏市泉町65780471・ 67・ 1997
固10～ 19困第2日曜 食品、無農薬野菜、食養・美容相談、各地発送
潮音 (し おん)■ 〒295千葉県安房郡千倉町北朝夷2965180470・ 44・
1975固11～ 20困⑧ 穀菜食レストラン、O」 食品
整命院 〒31122茨城県鹿島郡大野村和354280299・ 69。 3848健康
相談、難病克服指導、正食相談
【東京区部】
GA:A(ガ イア)1〒 101千代田区神田駿河台3313803・ 3219。 4865
固11～ 19(平 日)12～ 19(◎祝)エコロジー商品多数
鞠 PoS千代田区五番町214803・ 3264・ 6061完全無臭ニンニク“サ
チヴァミン"腸内有効菌エキス“プシュヶ―"代理店
不二自然食品|▲ 〒106港 区麻布十番2213803・ 3451・ 8966郵便振
替東京018943[郵 半～19困③ 野菜、海産物、食養相談
ダクト株式会社 〒107港 区赤坂7109第 4文成ビル6F803・ 3586・
3861固 10～ 17健康食品等の通信販売を行なっています。
風 Fu■ 〒112文 京区関口1179803・ 3269・ 0833固12～18困OO
祝 予約制レストラン・料理教室・小売通販・パーティー企画・ケータ。
自然食 根津の谷■ 〒113文 京区根津1114803・ 3823・ 0030固
10～9困◎ 但し5時～営
アザレマーメイド営業所 〒111台 東区元浅草1162● 03・ 5828・ 5321
Fax 03・ 3843・ 0360ピ ューティーエッセンス
高砂自然食品センター■ 〒125葛飾区高砂8135803・ 3600・ 4322
日 ～20医③ 無農薬野菜、果物、料理講習、勉強会、配達



「 自然食ニュース」の ル栄春講座ゼミナール
【基礎講座内容】

1月 12日 (火)Na,
2月 9日 (火)Ca,
3月 9日 (火)Cu,
4月 13日 (火)Fe,
5月 11日 (火)Mn,
6月 8日 (火)Al,
7月 13日 (火)Cr,
8月     休み
9月 14日 (火)Co,
10月 12日 (火)Pb,
11月 9日 (火)Ll,
12月 14日 (火)Z∩ ,

ラ不ヽヽヽ
ヽ

ヽ
…

今、話題のミネラル栄養療法の真髄をあなたも

学んでみませんか。少グループ単位のためになる

ミニ講座です。

期  間 1993年 1月 ～12り |(PM7:00～ 9:00)
会  場 自然食ニュース会力|

日黒区日黒3-97(JR目 黒駅徒歩 10分 )
TE103-3719-3461

講  師 411石紘
‐
(rl然 食ニュース主1吟 )

受 講 料 1回 (1言緯り/17)3,000円

申込受付 先着順〆切
バイオミネラル研究会

TEL03-3793-5819

※受講終了書授与、 ミネラル栄養療法個人指導

K。 リューマチ、関節炎

M9。 ガン

Se。 心筋梗塞

∨。月図溢血

Si。 アレルギー

Hg。 ポケ、ノイローゼ

Mo。 肥満、糖尿病

Ni。 シミ、ソバカス

As。 慢性疲労
Be, Cb。 ストレス
P。 ,肖化吸収不全・猛

(¬「罵吾]吾ラ百
二
]爾両フワ雨顧月万雨頭く)

「液状の天塩」
だからできる生活提案。

調理改善。

ド}11おいしく。

健康 `ぶ向。

容器自体にも、
41,■提案の工人がいっぱい。

1水塩ぼ「液状の天塩」で魂

1匝覆 亜 亜 □

天 塩

みずしぉ
1本 =450mι

ホ
'・

ホトル入り
(人ナ1議 150g含有 )

塩田天日塩

塩田産|こがり

「功ミ1まσ)メこ41」

自然をこの手に

天塩は健康によいミネラルを
バランスよく含んでいまi

〒 169東京都新宿区百人町2丁 目24番9号  株 式 会 社  天  塩 電話 03(3371)1521代 表
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日本Ci協会

行事予定

■毎木曜日は休館です
■1階の食品店は、木曜日が定休日

[TEL]03・ 3469・76310
〒151東京都渋谷区大山町115
◎小田急線 。東北沢駅下車2分

2月

5日 0 卜11時～2時 rt、のちを学.ド母子教室」(澤田美
也子)(会費)1,000円毎月第 :、 2,3′ 金曜日

6.1日 0

71日 lEl

卜正食医学講座 (大森英桜 )・ 詳細は6ページ

:2日0 卜11時～2時「いのちを学・ド母子教室」 (澤田美
也子)(会費)1,00011,

13日 0 卜11時～「正食相談」(大森英桜)>詳 細は 7P
・ 6時～ 8時「正食医学フォーラム」(大森英桜 )
く成人病編―糖尿病、高血圧、狭心症、心節梗塞、
脳卒中〉受講料/3,000円 (正会員/2,500円 )
・ 詳細は本誌33P

・ 1時～3時30分「ア トピーをもとから治す」(石
田英湾)>詳細は8P

19日轡 ・ 11時～2時「いのちを学ぶ母子教室」(澤田美

也子)(会費)1,000円

20日 ω ●NORIKO'S MACROB:0丁 iC COOKING
4時30分～7時30分 3,000円  レ詳細は5P
・ 2時～4時「家庭の手当法」(加藤大李)2,500円
レ詳細は7P

2:日 (El ・ 1時～3時「マックさんの無双原理教室」
3,000円 (正会員/2,500円 )・ 詳細は5P

26日 0 ・ 11時～「正食相談」((大森英桜)レ 詳細は 7P

27日0 ‐2時～4時30分「土よう入門講座」 (加藤大季 )
(受講料)3,000円  レ詳細は 7ページ

27日ω

28日 (Hl

トリマ・ クッキング集中料理講座 (初級科 )
>詳細は4P

28日 (al レ1時～4時 特別講演会「いたみと死からの解

放」 (高瀬公洋/三愛病院長)3,000円 (正会員
/2,500円 )レ詳細は16P

3月

5日 Q 卜11時～2時 rぃのちを学.St母子教室」(澤田美也
子)(会費/1,000円 )毎月第 1・ 2・ 3金曜日

6日0

7日 (El
>正食医学講座⑥(大森英桜)レ詳細は6ページ

12日0
卜11時～2時 rぃのちを学ぶ母子教室」(澤田美也
子)(会費/1,000円 )

i3日ω

卜11時～「正食相談」(大森英桜)・ 詳細は7P
・ 6時～8時「正食医学フォーラム」(大森英桜 )
く胃腸の病気編―胃下垂、胃潰瘍、腸カタル、十二

脂腸潰瘍〉受講料/3,000円 (正会員/2,500円 )
レ詳細は本誌33P

:3日 0

i4日 (口 )

トリマ・ クッキング集中料理講座 (中級科 )

・ 詳細は4P

・ 2時～6時 r正食医学講座の同窓会」大森英桜
記念講演会と懇親会レ詳細は6P

19日 0 ・ 11時
～ 2時「いのちを学ぶ母子教室」((澤田美

也子)(会費/1,000円 )

20日0

卜2時～ 4時「家庭の手当法」(加藤大季)
受講料/2,500円 >レ 詳細は7P
●・NORIKO'S MACROB!OTIC C00KING CLASS
4時30分～ 7時30分 受講料/3,000円
>詳細は5P

2:日 (日 )
‐ 1時～ 3時「マックさんの無双原理教室」受講
料/3,000円 (正会員/2,500円 )‐ 詳細は 5P

26日0 ‐11時～「正食相談」(大森英桜)レ 詳細は 7P

27日ω
卜2時～ 4時 30分「土よう入門講座」(加藤大季 )
受講料/3,000円  ・ 詳細は7P

28日 (日 )

卜 1時～ 3時特別講演会
「女のからだの自己診断」 (阿部責/赤坂レディ
ースクリニ ンク院長)会費■3,0001]

(正会員/2,500円 )

■さくらホールでの課外教室が勢ぞろい。

■ヨガ教室 (毎週月・火) (三好  0422・ 55・ 8963)

太極拳教室 (2月 は 7日 、21日 ) (大 友 0422・ 47・ 6639)
ヨガとインド古典舞踊教室 (毎週火1雇)  (立田 03・ 3780。 1062)
シュタイナー 人形の会 (第 4金 )(中 島 03・ 3460・ 0612)
■各教室の時間、料金については各教室の担当者にお問い

合わせ下さい。

●

八百屋dl     口D~―只1奄
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Ｉ
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Ｉ

Ｉ

Ｉ

玄
米
や
穀
類
、

味
わ
い
深
い
季
節
の
野
菜
、

海
草
、
豆
類
、
…
・‥
。

大
自
然
の
幸
を
生
命
の
糧
と
し
て
頂
く

健
康
と
幸
福
の
料
理
を

学
び
ま
し
ょ
う
。

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
は
、

化
学
的
に
汚
さ
れ
な
い
新
鮮
な
材
料
を
、

精
白
せ
ず
、

純
正
な
調
味
料

（天
然
酸
造
の
味
噌
、
醤
油
、
自
然
塩
、ゴ

マ
油
、
ナ
タ
ネ
油
な
ど
）

で
調
理
し
ま
す
。
そ
ん
な
ク
ッ
キ
ン
グ
ア

カ
デ
ミ
ー
で
す
。

リマ

クッキング
アカデ

健康と

幸福と美を創る
マクロピオティツクの

料理教室

諸経費等の値上げにより、初級科の

授業料を改定させていただきました。

校長●桜沢里真(日本C:協会会長)

【1993年春期】時  間  割 修了証申請

規定回数

授  業  料 (税込)
コース 曜 クラス 時間 講 師 授 業 日 入会金 ―括納入 一回受講 備  考

上 師

級 範

科

火

A
11100

S

14:00

浮津宏子

明

‐２

‐９

２６

鯛

２

９

１６

２３

明

２
９
１６
２３
３０

明

　

６
◎

師範科

:26回

科

回

級

１３

上

‥

40,000円

(13回分)
3,500円

0-括納入がお得
です (1年間有

効)。
●受講には正会員

又は誌友になる

事が必要です。
●一度納入された

授業料などは返

却できません。

●授業料は受講当

日に受付でお支

払いください。
●テキスト代は受

講料に含まれて

おります。
●クラスに空きが

ある場合は昼夜

の変更は可能で

す。(初級科は水

曜と土曜の変更

も可能)。

B 浮津宏子

中

級

科

月

C 大森―慧

明

Ｈ

‐８

２５

鯛

１
８

１５

２２

明

１
８
１５
２２
２９

明
　
５
◎

科

回

級

１３

中

‥

誌 及
5,150

円

又は

正会員

12,360

円

40,000円

(13回分)
3,500円

D 大森―慧

初

　

　

級

　

　

科

水

E 岩名紀美
明

‐３

２０

２７

鯛

３

１０

１７

２４

明

３

１０
１７
２４
３‐

明
　
７
◎

科

回

級

１３

初

…
40,000円

(13回分)
3,500円

F

18:00

S

20:30

田中はる美

土 G 浮津宏子

時間に注意

６

１３

２０

２７

６

１３

２０

２７

３

１０

◎

●講師の担当は変更になることがあります。 ● 4月 11日 は修了試作会です。



●
初
参
加
の
方
は
初
級
コ
ー
ス
か
ら
受
講

し
て
中
級
、
上
級
、
師
範
科

コ
ー
ス
の
順

に
お
進
み
く
だ
さ
い
。

●
初
級
コ
ー
ス
／
玄
米
の
炊
き
方
か
ら
マ

ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
料
理
の
基
礎
を
研
修
。

●
中
級
コ
ー
ス
／
初
級
終
了
の
方
を
対
象

に
、
食
養
手
当
法
の
実
際
、
食
箋
料
理
、

食
養
の
お
話
を
研
修
。

●
上
級
師
範

コ
ー
ス
／
中
級
修
了
の
方
を

対
象
に
、
さ
ら
に
応
用
的
な
各
種
、
季
節

の
献
立
を
研
修
。

●
修
了
証
／
各

コ
ー
ス
の
規
定
の
回
数
出

席
し
、
期
末
の
修
了
試
作
会
に
作
品
を
出

品
し
試
験
に
合
格
し
、
規
定
の
料
金
を
納

入
さ
れ
た
方
に
修
了
証
を
授
与
。

●
エ
プ

ロ
ン
、
ス
カ
ー
フ
、
筆
記
用
具
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
け
を
締
切

っ
て
い
な
い
ク
ラ
ス
は

途
中
入
学
で
き
ま
す
。

●
お
申
し
込
み
は
お
電
話
で
お
受
け
致
し

ま
す
。

●
保
育
室
を
利
用
さ
れ
る
方

へ

▼
昼
あ

ク
ラ
ス
は
２
歳
以
上
の
歩
け
る

お
子
様
を
預
り
ま
す

（但
し
土
曜
日
は

あ
り
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。）

【中級科】

11H 玄米ご飯  餅入り味1,il 〃1麻塩
(713)ひ じきこんにゃく 寒潰
〈手当法〉二年番茶 醤‖l番茶
1118 小豆入り玄米ご飯 ごぼうの味噌煮
天ぶらそば セイタンと野菜炒め煮 本
i責 〈千当法〉 第 大根湯 椎茸スープ
125 麦入り玄米ご飯 小豆根布 来と揚
げの煮びたし けんちんi卜 寒漬
〈手当法〉 ′L姜湿布 芋パスター 11帯
の作り方・使い方

2/1 玄米ご飯 :l ll根布 野菜の旨煮
雑煮 人根なます 寒漬
〈手当法〉 蓮根場①②
28 あわ、小1,入 り玄米ど飯 焼きそば
,山味|=D3 玉́ろ」́、き大根 「1来 春竹ご
ま和え 寒i責 〈■当法〉 1え腐パスター
D2 たんはほコーヒー
215 玄米ご飯 進餅|卜 野来の合め煮
||ル1麻の ;́、 りかけ  本演 〈F当法〉
第 人根湯 玄米スーブ ヤンノー112
222 交入り玄米ご飯 鯉こ( りjl人根
と1ヽ野 ′ヽr.F煮合わせ 小●,L根  本漬
〈「当法〉 腰湯 足湯
31 おかゆ 玄米ご飯 itllkコ ロッケ
海苔の佃煮 梅「  サラダ 寒演
〈チ%法〉 ′|:姜 油 リンゴ0)す り込み
38 お焼き しそご飯 牛妥味19 野菜
υ)lHl煮  八宝菜 川l ll・ i責 〈「 当法〉 人
llNお ろし入り玄米スーフ 人根おろし入
り梅持番 リンゴスーフとリンゴおろし
315 味噌おじや lllき 飯 きんびらごぼ
う ′Lコ ーフの|サイ: 人参の梅煮 肯某
ごま和え 〈千■1法〉 ねぎ味吟 くず湯
〈ずねり

322 ほうとう ‖麻j離にぎり みぞれ鍋
場葉の(H煮  「 来の松前i責風
〈手
｀
法ヽ〉 ナli番 茶レ)いるいるな活用i去

3129 玄米ご飯 毬とrl茅の煮合わせ そ
ばのけんちんイ|:立  人根の梅酢潰 I‖瓜
ドーナツ 〈r｀ L法〉 リリ醤 ハブ茶
45 ;́、 ,́:き さ飯 1:椎茸の陣笠拐 ナ11根
FI そ|ゞ力

'き
入りi青 il即 IFi責  〈丁｀Lツ (〉

そばバスター 暁き塩 tOでこんにゃく

1‐
.27、 30 おめで とう 令平ごぼ う  |

く尉l継]暑i勘(2J

1113、  16 L卓 力
'101

パンオサワ

120、 23 小二人り玄米側l飯  ´
`、

ろメ

大根 みそiヤ  ひじき蓮根

力 つ`

2‐ 10、 13 人参入 り玄米側1飯  鉄火味口9
玄米クリー′、 キャベツのゴマ和 え

2‐ 17、 20 ニラ雑炊  5色 きんび ら
ねぎとわかめのメまた |「酒まん じゅう

2124、 27 玄米の り巻 蓮根いんろう
rl菜巻き タル トボチロン
313、 6 玄‐米いな りjj I可  しぐれ1味 1絆
小 r7か ばちゃ り「莱クレープ
310、 13 1色 お |“ ぎ ひじきのイ.:lll巻
i葱 と人参の炒め煮 プチガ トー
317、 20 玄米焼 きむすび セ イタンボ
ール イド葡さま和え サラセン|た き
324、 27 かや く,μ飯 昆4,の■1煮
liFFサ ンド 草餅 (ま んじゅう)
3131、 413 人豆入り玄米御飯 「1和 え
11来 人生雑 (か き場げ)メ |の おひたし

4‐ 7、 10 ひじきご飯 ■、きの‖1麻不||え
クリー′、シチュー よもぎロール

―

―

【上級、師範科】

112 5色 ちらし ぎせいウ腐
赤出し,| きびだんご

1/19 玄米御飯 クリーヱ、シチュー コー
フの作 り方 焼 きコーフ 押10し く・れ
1126 茶Illず し しのだ巻ごぼう   |

2/16 コーフまぜご飯 たぬき|    |
オー トミ‐ルハンバーク

ン

Ъん:芳i減 ![の藻li常 [T厳 |
3/16 豆腐作 り 'tき うどん

野菜ふ くめ煮 おか 0,ク ノキー
3123 玄米すいと/し  ブルグルクロケ ン
ト ll卜 と葱の炊 き合せ 蓮根 tOす 画
3 30 1aJ葉 入 り仙lllK 八珍 1'腐

大限の和えもの ギ1餅

【切1級科】
■
上
級

・
師
範
科
の
メ
ニ
ュ
ー
に
、
手
づ
＜
り
味
日

・
豆
腐
が
新
登
場
″

ゴマナli ね ぎ‖木19

0



2/2■)28同
大豆入りご飯

野菜の旨煮

かぶのグラタン

春菊ごま和え

初級科の授業は

玄米キビ入

みそ汁

きんぴら

煮びたし

りご飯

講師(予定)浮津宏子 (1、 2)植田富 く子 (3、 4)

中級科の授業は

◎
初
級
科
終
了
者
を
対
象

Hi催絵場日本C!協会
〒151 東京都渋谷区大山町11-5
8(03)3469 7631 Fax(3469)7635

■申し込み 前日までにお電話にてお受けします。
■授業料  当L]受付にてお支払いください。

入学令は不要です。

■修了証  各コースの規定の回数を出席した方で、
出品して、規定の料金を納入された方に授与。

■持参品 エプロン、スカース筆記用具、宿泊の方は寝

巻等。

■宿泊はCI会館さくらホールです。

■受講には日本 CI協会のlF会員または誌友になるこ

とが必要。

■その他システムはリマクッキングアカデミーに準

じます。

■土曜日

13:00～ 13:30受付
13:30～ 16:30料理実習

(1)

16:30～ 18:00自 由時間
18:00-20:30料 理実習

■日曜日

6:30～ 8:00起床、

清掃、体操、歌
8:00～ 10:30料理実習

(3)

10:30～ 11:30質疑応答
12:00～ 15:00料理実習

(4)

15:30   解  散

●

青菜がゆ

しぐれ味噌

玄米 しのだ寿司

けんちん汁

高野フライ

|キャベツ巻き

3/13oD14(日 )
料理 麦ご飯

鯉こく 塩昆
布 青菜のからし
和え 潰物
□食箋料理と日常
食について

囲回 玄米ク
リームの作 り

方と玄米スープの

使い分け おかゆ
梅干 小豆南爪
昆布 一本漬
国主食の▽△

講師(予定)大森―慧 (!、 2、 3、 4)

■授業料 C!会館に宿泊 -17,000円
外

'自

・……………・14,000円

部分参加…… … …3,500円

本年から受講しやす くするため

に、料金を改定致 しました。各

科共、同一料金となりました。

=年
間スケ ジ ュール

腰湯・ 足湯)生姜

初 級 科 2/27● 284/24>256/26>279/25>2611/28>29
中 級 科 1/30>31 3/13レ 14 6/12>13 11/21>22
上級・師範科 5/29>30 10/30>31



マ ッ ク さ ん の

無双原理教室
第 3期開講
(連続6回 シ リーズ )

「宇宙の秩序」探険隊募集 /inforrnation
隊長 >佐々井 譲

桜沢先生のつ くられた「字宙の秩序」を手がか りに、

永遠なる世界へとびだそう″

■持 ち物 /F字宙の秩序』(日 本CI協会 rl)
■会 費/3,000円 (正会員/2,500円 )

※当日受付にてお支払いくださぃ。
■電話にて申込み受付

NORIKθ′∫

講師プロフィール

■桜沢如一先生の門

下生として無双原理

を学ぶ。原子転換の

研究に参加する。現

在、日本正食品研究

所長。

P∪ネーム :マツク

講師プロフィール

伊藤のり子 :リマク

ッキングフカテミー

師範科を卒業後、自

身のメニューをもと

に、自宅で外国人主

体のクッキングクラ

スを開いて10年目に

入る。
2/200
メニュー

内 容 日 時

生命の流れをさか上りて 1/4スD l時 ～ 3時
2 永 遠 な る 世 界 2/21個)1時 ～ 3時
3 「いのち」の探険隊の作つた地図 3/21個)1時 ～ 3時
4 宇 宙 の 秩 序 5/4αD 4時～ 3時
5 無 双 原 理 の 12定 理 6/2αD l時～ 3時
6 生 命 と は 何 か 7/11個)1時 ～ 3時

RACROB10ttC C00KING

明るく楽しく、自由な発想で
マクロビオティッククッキングにチャレンジ〃

■会場/日本CI協会3F
■会員/3,000円
■時間/16:30～ 19:30
■要予約/電話で前日の昼までに必ずご予約下さい。
■エプロン、スカーフ、筆記用具持参、外国人の方も
どうぞ(英語での説明可)

1/16田

メニュー

黒米入り玄米ご飯  雑穀ご飯
自イングン豆のクリ 冬のシチュー
ームスープ     車盤のグラタン
豆腐のカツレツ   白菜とみかんのサラ
温野菜 レモンソー ダ
ス添え       甘酒のクッキー
ベークド アップリレ
アーモンドソース添
え

3/20Ш
メニュー

コーフの作り方
三色ご飯
金時豆とバスターの
スープ
コーフのシャリア
ビンステーキ風
ドライフリレーツ
フアンダジー

0



各論編のII'932/6・ フ

(各種病気の原因、症状 と治療法)

1.脳 と神経、心の病気
2. 目

3.耳、鼻、歯、日、のど
41骨、関節、外傷、皮膚
5■ 生殖器

6●内分泌、アレルギー、|ア トピー

各論編のlll 3/6.■171■
1轟
='轟
轟く各樺病気ゆ稼暉t

il:子供め病気|

今期は□固 の 2回。

次回は 9月 より予定。

玲

医学講座

■会費
①各国参加‐24,5001]l

(会 Q:ヤ Fi'r126.500111)

②  す舌前納 ‐138,0001[1
(会館宿泊 150,000111)

③講義の部分受講
1・ 2・ 3・ 4・ 5・ 6
● 1講義4,3001ll
■申込み‐Itt Hま でに電話でお中

し込み。
｀

“

Hお支払いください。
■会場‐日本 CI協会さくらホール
■l,本CI協会の 1[会員(年、12,360
111)ま たは誌友 (11、 5.150円 )に なる

ことが
`Zヽ
要です。

■持参品 ‐1′習用具、会館宿泊の

方は寝巻等。
■食事は日本 CI協会の料理部が調
理する玄米止食料理です。

■①～⑥まで受講された方には「lF
食医学 講 座 修 r証」を発行 いた し

211老イヒ11老人の病気: ‐■‐■||

||´

'う

|(総議■冑1瘍 :‐ 1富 ).
4■ガンの2(早し、肺:白血病などう
o.エイズなど難病、

1奇
病、新病:

■ 公害病
6.質疑応答、まとめ

)|ヽ

4(日 ) 2～ 4時 大森英桜記念講演会「食養の
道45年を歩んで―正食指導者

に贈る治病のコツ。ポイント」

4～ 6時 懇 親 会

2～ 4時

2～6時

会 場●日本CI協会2F さくらホール
会 費●3,000円 (当 日受付にてお支払い下さい)
申込み●3月 7日 までにハガキ、FAX、 TELで氏名、住所、

電話番号、職業、卒業期をお知らせ下さい。

主 催●日本CI協会 〒151 東京都渋谷区大山町11-5
803(3469)7631 FA X 03(3469)7635

全国の同窓生の皆さん、お元気ですか

正食医学講座も早いもので、15年目を迎えましたが、学び合つた

1中間同志で1日交を温めませんか。皆さんの近況、情報交換、等々

……そしてこれからの正食医学、日本のマクロビオティック運動

……・、今日も元気な大森先生と共に語り合いましよう。″

ます。
■講義の録 音、録画、撮影はご遠

慮ください。
■土

:00～ 1:30
:30～ 3:00
:30～  5:00
:00～ 6:30

12:30- 1 :00 受  付
説  明
講義 1

講義 2

夕  食
講 義 3

質疑応答

消灯、就寝

6:30～  8:00
8:00～ 9:00
11:00

■日
6:00～ 7:30 起」,に、満 、1本オ彙、1伏
7:30～ 9:00 講義 4
9130～ H:00 講義 5
11:00～ 12:30 111 食
12:30～ 2:00 講義 6
2:00～ 3:00 質疑応答

新しい時代の常識をつくる、

マクロビオシ ツクの基礎講座。

の同窓会

0



マクロビオカックを お

話

し

・

担

当

■

来上く学ぶ

基本コース

初めての方           加

iT「i[iTiう

ラ
tロシリーズ  質

理喜鼈 i惜轟鼻j片
談会    季

■電話でお申込み、当日お支払い下さい。
●4月 17日田 午後2時～ 4時30分
①「健康な体をつくるマクロビオティック食事法とは
…入門編」

●2月 27日 CD 午後2時～ 4時30分
②「陰とは陽とは、実生活からマクロビオティックを
学.St」

●3月 27日 CD 午後 2時～ 4時30分
③「体質別マクロピオティック改造法…あなたも変わ
る」
■参加資格/特にありません。どなたでも、どの回
からでも参加できます。

■講習費/各回毎3,000円 玄米の基本食付です。

家庭の手当法
「正食手 当」の実際 を体得 しましよう |

●2月 20日 CLl 午後 2時～ 4時
「驚異の正食手当法一生姜シップ。里芋パスター使用
法のすべて」
神経痛・胃カタル・胃カイヨウ。ガン・慢性病等々へ
の使い方を学びます。テキストとして「新しき世界ヘ
550号」をご持参下さい。
●3月 20日 Cb 午後2時～ 4時
「アトピー性皮。S、炎の手当法 (外用)」
(我慢できない痒み等を薬品を使わずに鎮めて治す方
法―一生姜シップ、里芋パスター、生姜油、大根、き
ゆうり、栗の葉、松の葉、青菜を使って一―)
■講習費/各回毎2,500円 (材料費を含みます)
日要予約/前日までに必ずお電話を。

■日程/毎月2回、巻末の行事予定表をご
覧ください。
■相談料/20,600円 (30分間)
■ご相談は正会員の方が対象です。
未入会の方は入会手続きをお願いします。
■ご相談は電話予約が必要です。日時を指
定させていただきます。
■当相談は医療才旨導ではなく、あくまで皆
様が正食を実行されていくためのアドバイ
スですので、ご了承ください。
■より理解を深めて頂くために、事前に下
記の本をお読みになる事をおすすめしまt
(詳細は図書PRページ参照)
『魔法のメガネ』『食物による健康法特集』
(「新しき世界へ」550号 )『マクロビオティッ
ク滲担5
■相談後、個人別の食事指導箋をお渡しし
ます。

①10:30②‖:00

③ll:30④ 13:00

⑤13:30⑥ 14:00

⑦14:45③ 15:15

⑨15:45⑩ 16:30

① 17:00

■説明会(相談摯了の方 )

① 12:00～ 12::5

② 14:30～ 14:45

③ 16:15～ 16:30

④ !7:30～ 17:45

0

マクロビオティック
生 活 相 談

正食 を実行す る上での トラブ

ルはよりよい解決法で〃

口個人相談(有料 )・ 要予約

■相談料/10′ 300円 (40分 )

■ご相談は誌友・正会員の方が対象です。

■日程 2/20、 2/27、 3/20、 3/27

各日 12時～2時、4時半～

■電話相談も受け付けます。(毎夜可 )

事前にお申し込み下さい。



治
し
方
の
理
論
と
手
当
の
実
技

フトピーをもとから治すノ
『アトビーを家庭で治す』(新泉社刊)の著者が、玄米正食の豊富な体験に基

づき、薬を一切用いず、健康を回復する方法を指導します。

日程:2//14(日
)

|.。
0～2.00  治し方の理論

2.∞γ3.00  公開相談(2名 )

3.00～3.30  手当の実技

時 間:PMl:00～3:30
場 所 :日本CI協会 さ<らホール
講 師:石田英湾〈群馬マクロビオティックセンター主宰〉

参加費:3,000円 (正会員/2,500円)相談者/5,000円
申込み:03-3469-7631 日本CI協会

要予約:J21ず丁ELで前日までに申込み下さい

information

い の ち を学 ぶ

母おや子こ教窒

内臓にやさしい食事法と楽しく子育す る生活法に

ついて語り合しイ云え合う教室スタイノンの会付 。

伝統的な子育て方法と新しい子育てから自分に

あつた子育てを倉Jり出していきましょう。

■籠師 澤田美也子 (子育て文化研究会 )
■持ち物 お弁当、飲物、お出かけに必要なもの
お子様の気に入っている絵本やオモチャを持たせて世界をつなげて下さい。

新 しい体験を無理な くできる様に……

■日時毎月第 1、 2、 3金曜日 11時～ 2時

■参加費 1,000円 (於  日本CI協会 2階 さくらホール)

■スケジュール

食べものを通して学 .ヽ t

各年令の発達とあそびシリーズ

2/5 遊びの考え方と発展のし方①
皮しヽ、感党を育てる水と泥

2/12 音で遊 .St・……自然音を聞く

2/19 遊びの考え方と発展のし方②
自分の意志を育てる言葉の

発生の時代

3/5 手は身体の外の脳―脳を育くむ食べもの
3/12 母子であそぼう一劇あそびのとりくみ方

3/19 絵本と出会う一メルヘンの世界
現実と虚構のかけはし

■拳考文献
「内臓のはたらきと子どものこころ」 (三本成

夫著 築地書館 )「『意志』教育五十年の実験報
告」 (桜沢如一著 日本CI協会 )
■連●先  日本CI‖議会 ●03-3469-7631

会 案

月刊機関誌 (年間42回発行)1部送呈、会員証、各種行事割3L料理教窒、正食医学講座、正食相談

無晨薬玄米配布のカムカムクラフ入会可。21X10円 分の日本CI協会発行の図書テープ券進呈。

月刊機関誌日32部送呈。その他|ま正会員に同じ。4000円分の日本Cl協会発行の図書券進塁。

月千U機関誌 (年間12回発行)18B送呈。料理教室、正食医学講座受講、無晨薬玄米配布のカムカムク

本誌5部配布。本誌巻末に広告掲載。協会出版等の卸取3可。各種行事割3は

料理教室、正食医学講座、正食相談受講可。

●会費の納入は、本薇はさみ込みの振替用紙、又は郵便局備えつけの振替用紙であ申し込み<ださい。振薔CttRO-194125〉

●
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東
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半
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C
―

)

袋で体をマッサ

リ合まれ、とて

―――――●おすすめ商品●
●切 り板 基  40g 200円
原料は、1可内rI小 た 。1可内産小交グルテン1(X)%使 用。

使い方は簡 l11、 水 。だし,|で もどすか、そのままでもOKです。

もどさずそのまま、みそ||― llKい 物 。中 11風 スーフの夕1と して。

また、もビして、イ:物、場け1勿 、炒め物、耐iの物、和え物など中高広くご使用いただ

けます。是非 ‐度お試し ドさい。

―●品切商品●
●十五年醤油

●特選三年番茶 (大 )
●特選白胡麻

●天然凍 り豆腐

●刻みあらめ

●平和圧力鍋 PCD5000型 |

プ
粉機
  _|

――――――●限定発売商品●
―

―

●特選金 ごまペーすと 100 g i000円
年々作付面積が減り、貴重:TIと なった国内産討]麻。中

でも金胡麻は一部の地域でしか収穫されず、人手困難と

なっていますが、本場埼玉県で無農薬栽培されたものを

特別限定品としてベーストに加工いたしました。

加 li法 も手間ひまかけ、鉄釜でていねいに煎り、さら

に石「]でなめ′っかにすりつぶ しました。

風1味良 く、パンにつけたり、訂1麻和えや胡麻 11腐など

にお使い ドさい。

限定500本につき、ポi切れの際はご容赦 1紅1い ます。
Ｊ
剛

円‐

口

ｍ却動時”一

一

亀
●新商品● 予定

●純米甘酒  250g 4人 前 350円
原半1に無農薬 3分 |「:き 米を用い、米と米麹

砂糖などの |1味は ‐切使わず、麹の糖化力に

ている伝統的な純米イ|:込みです。風味 。こく

フの逸吉:1です。

●海 草風 呂の素  100g 360円
天然海事のかじめをそのまま、未さらしの本綿布袋に入れまし

た。海のミネラル100%。

四方を海に囲まれた日本では占くから各地方で海草を風呂に入

れる習
′
1貫がありました。

湯の中で車准くもんでかり)お使い

―ジするようにお使い下さい。ミ

も温まります。
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O健
康と華福への道 マクロビオティック食品 MACROB10TIC FOODS

長時間お肌につけている化粧品は、よほど安全性の高いもので

なければなりません。ここにこ紹介するノヽ一テイ八一卜は国の中

に入れても良いものばかりでつくりました。

素肌きれい

ハーティハート〈化粧水〉

100mO ――        ―       ゝ

`4,500

純植物エキス(天然保湿剤)が、薄い保護膜と

なつて素肌をしつとり守ります.肌のキメを
整え、シミ・ソノヽカスを防きまり。毎日のお

手入れはこltでOK。 シンフルで安l llのスキ

ンケアでづ。

髪つやつや艶っぽいね

ハーティハート(ヘアー□―シ∃ン〉

(頭髪用)100m2   -¥4,500

血液が髪の養分なのです。ttlD肌 の健康が髪こ

大きく左右するといいますc切毛 裂毛 授
毛を防ぎフケ・カユミを抑えますっ直接頭皮

にふりなけて、指でやさし<マッサージして

ください。

■聾滲 電義;費
)

肌荒llを防ぎ、肌のキメを整え 肌をひさ tノ
めて清浄にしまけ。日暁け後のほて l‐ を静め

シミ・ソバカスを防ぎまりc男性のヒゲソ 」

後や、あ子さまのスキンケアにもドーツ ..

｀
ヽ|

販売元 オーサワジヤバン株式会社
試供品(5咸×3種 )をご希望の方は、住所、氏名を明記のうえ
200円切手を同封して左記本社までお申し込み<ださい。本社(注文先)〒173東京都板橋区小茂根5-4

T匿 L03-3958-7112

単一の有効成分をいくつかミックスしてつくる

化粧品がありま魂 が、ワヽ一テイ八一卜化粧品」

はちがうので魂 オオバク、チンピ、八ッカなどの

植物の肌組織には、人の肌を健康に保つ成分が

含まれていますが、この有効成分を一年以上も

かけてじつくりと抽出させま魂時の流れにまか

せているので魂 こうしてできた純植物エキスを

まること全体として使いま魂 ですから、「植物

が生命体として持つていた微量成分までかなり

入つている」わけで魂


